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第１表　1994年度「京の内」跡検出遺構件数の新旧関係 

NO. 種　類 遺構の記号と番号 旧件数（1994年時点） 新件数（2000年時点） 

１. 石 積 み SA01～SA27・SA29～SA34

SR01・SR02石　　列 ２.

SS01～SS03石敷き・　敷き ３.

SD01～SD07溝 ４.

SK01～SK03土　　壙 ５.

SB01・SB02建　　物 ６.

SA28階　　段 ７.

33基 17基 

２基 ２基 

６基 ３基 

10基 1７基 

３基 ３基 

１基 ２基 

０基 １基 

51基 39基 遺　構　合　計 



第２表①　磁気異常測定値一覧 

ＮＯ 距離(m)

1 ○ 1 0.2 №-10 23.0

2 ○ 4 0.6 №-８ 20.0

3 ○ 1 0.3 №-４ 15.0

4 ○ 3 0.8 №-２ 17.0

5 ● 42 0.7 №-１ 26.0 鉄筋コンクリート　Ｌ＝90　φ＝1.2

6 ● 8 0.5 №１ 20.0 鉄　　筋　　　　　Ｌ＝65　φ＝0.9

7 ○ 6 0.5 №０ 14.0 鉄パイプ　　　　　Ｌ＝35　φ＝1.5

8 ○ 1 0.3 №０ 7.0

9 ○ 2 0.1 №１ 6.0

10 ● 5 0.7 №４ 12.0 鉄　　片 

11 ○ 1 0.3 №６ 24.0

12 ◎ 50以上 0.5～1.0 №９ 30.0 鉄筋コンクリート板 

13 ○ 3 0.7 №９ 22.0

14 ● 2 0.4 №８ 18.0 鉄　　筋　　　　　Ｌ＝40　φ＝1.2

15 ○ 2 0.4 №７ 13.0

16 ○ 1 0.3 №３ 18.0

17 ○ 1 0.3 №６ 10.0

18 ○ 2 0.3 №10 6.0

19 ○ 2 0.3 №10 12.0

20 ○ 1 0.4 №11 20.0

21 ○ 2 0.4 №13 22.0

22 ○ 2 0.4 №15 20.0

23 ● 6 0.7 №13 14.0 鉄　　片 

24 ● 9 0.9 №16 13.0 鉄　　屑 

25 ○ 1 0.4 №17 18.0

26 ● 7 0.5 №21 15.0 鉄　　片 

27 ○ 10 0.4 №20 7.0 鉄　　管　　　　　φ＝12

28 ◎ 50以上 0 №23 10.0 番線入りコンクリート 

29 ● 50以上 0 №25 22.0 鉄パイプ 

30 ○ 4 0.7 №30 23.0

31 ○ 2 0.3 №31 20.0

32 ○ 1 0.1 №34 17.0

33 ◎ 50以上 0 №33 12.0 鉄筋コンクリート 

34 ○ 3 0.6 №33 17.0

35 ◎ 15 1.1 №33 22.0 鉄　　屑 

36 ○ 50以上 0 №33 30.0 鉄　　屑 

37 ● 37 0.9 №36 28.0 鉄パイプ・鉄筋 

38 ○ 2 0.6 №37 22.0

39 ○ 1 0.2 №38 20.0

40 ○ 3 0.4 №40 16.0

確 認 さ れ た 磁 気 異 常 物 
品名・寸法（単位・㎝） 

位　　置 異常点 
番　号 

磁気量 
(ｶﾞｳｽ・cm

2

)
埋設深度 

(m)

異常物 
反　応 
記　号 



第２表②　磁気異常測定値一覧 

41 ○ 3 0.4 №40 22.0

42 ○ 12 1.1 №42 30.0 鉄　　屑 

43 ○ 3 0.8 №44 23.0

44 ○ 4 0.7 №46 28.0

45 ○ 4 0.4 №48 29.0

46 ● 7 0.9 №52 29.0 番　　線 

47 ○ 10 0.5 №52 20.0 鉄　　片 

48 ◎ 50以上 0 №51 10.0 鉄筋コンクリート 

49 ○ 4 0.5 №56 21.0

50 ● 6 0.9 №55 27.0 マンホールの影響 

51 ● 29 0 №58 29.0 マンホール 

52 ○ 2 0.3 №57 20.0

53 ● 45 0 №63 17.0 鉄　　筋 

54 ● 27 0.8 №62 20.0 鉄　　片 

55 ● 38 0 №63 29.0 鉄　　屑 

56 ○ 2 0.5 №67 22.0

57 ○ 13 0.3 №67 14.0 鉄筋コンクリート 

58 ○ 2 0.4 №64 13.0

59 ● 6 0.4 №０ 3.0 鉄筋コンクリート 

60 ● 6 0.4 №-２ 7.0 鉄　　屑 

61 ● 26 0.9 №-２ 12.0 鉄パイプ　　　　　Ｌ＝50　φ＝２ 

ＮＯ 距離(m)

確 認 さ れ た 磁 気 異 常 物 
品名・寸法（単位・㎝） 

位　　置 異常点 
番　号 

磁気量 
(ｶﾞｳｽ・cm

2

)
埋設深度 

(m)

異常物 
反　応 
記　号 
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第３表　當銘氏論文の内容を基に作成したフローチャート 

《當銘由嗣 説》 

注１：稲作の農耕儀礼。アザウリ・向サウリの行事。 
　　　田の神“サ”と呼ぶ農神が田植えの前後に天 
　　　から昇降する信仰に基づく、サオリ・サノボ 
  

※「高ヨザウリ」に関する説話は、大和的（本土的）教養やその精神世界の影響を受けている。 

※国見的儀式を行った。 

※中世日本人の精神世界では龍神（蛇）と鬼は観念的に密接な関係にあり、大和（本土）の心的 

　世界が高ヨザウリ説話で「鬼」と「蛇」の２つを１つの説話に併存させる要因となった。 

物 

鬼 

『中山世鑑』・『琉球神道記』 
に於ける概念 

「サ」の神（農神、水 
神。蛇體。田の 
神。） 

日本的な概念で、高 
楼施設は「鬼」が出 
現する場所 

※ 高楼建築。 

神号「大真物」（真物：まもの＝男子）。参 
考：武寧（神号：中之真物）・尚思紹（神号： 
君志真物）・尚巴志（神号：勢治高真物） 

サオリ 

※ 神聖なる神の領域 

「世」（稲作の豊凶の状態や稲の作柄を意味） 
降　臨 

② 高楼（高ヨザウリ） 

④ 腕の欠損・接合 
（察度・尚泰久） 

注２：天皇の支配の及ばない異域住人 
　　　を「鬼」とする古代以来の世界観 

１）大君（おおぎみ）をはじめとする古代首長の宮殿・居館にみら 
れる「タカドノ」（高殿・高台・楼・楼閣）。 

③ 察　度 

③ 尚泰久 

聖なる神の領域を 
侵犯し、神罰で毒 
蛇に咬まれる 

４）『琉球国由来記』巻三「居處門　楼」項に、高世層裡(高ヨザ 
ウリ）は下之御庭の南側にあって、北方を向いていた 

２）「国見」（首長が眺望のより高地に登り支配する国土を讃め、 
国土の繁栄と首長の長寿を祈る予祝儀礼）。 

３）察度の支配地域を遠望（那覇・泊・浦添・北渓・中城・越来・ 
読谷山・具志川・勝連・首里三平等）し、国見的儀式を実施か？ 

①蛇を祖霊とする蛇トーテム的観念：宮古漲水御嶽の蛇神「恋角」や北谷郡屋良邑の「ムルチ」。 

②中世日本では「龍神」・「鬼」・「雷神」は変換可能。 
祖　先　神 

① 毒　蛇 蛇神キミマモン（君真物） 

ヨ（世） ザウリ(サオリ)

注４：『万葉集』や『日本霊異記』等では「鬼」を「もの」とよませる。 
　　　「鬼（の）」という訓読の概念が存在。 

注３：「物」は「古代中国人には神秘力の表象」を表し、「物」が表現する 
　　　ものは「鬼物であり、異物であり、鬼神の類であるとみられていた」 

鬼 
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0 10m

第Ⅰ期（14世紀前半～14世紀後半）の遺構 

第Ⅱ期（14世紀後半～15世紀前半）の遺構 

第Ⅲ期（15世紀中）の遺構 
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SA31

SA21
SA23

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

SA09

SD03関連の
施設 

SD03（便
所跡） 

SR01

SA02

SA03

SS03－A

SA22

SA16SD06－B

SD07－A

琉大の植裁穴 

琉大の植裁穴 琉大の植裁穴 

排水溝④ 

排水溝① 

排
水
溝
③ 

排
水
溝
⑤

排
水
溝
⑤ 

排
水
溝
⑤ 

排水溝② 

SD01

SA29SA26

SD07－B

SD04－B

SB01 
（便所跡） 

SD02

SB01関連の建物 

B－13・14ピット 

C・D－15・16ピット 

SK03

SK03の延長（旧SK04） 

SA24



第４表　切石積みの外面と内面の関係 

合　　計　９基 

南 北 方 向 

外　　側 No. 内　　側 

SD04－AとSA32か 

SA07 

既に破壊され消失 

SA15（西側） 

消失 

SA30 

未検出 

既に破壊され消失 

既に破壊され消失 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

SA18－A 

SA12 

SA13・SA11 

SA15（東側） 

SA25－B（拝所） 

未確認 

SA31 

SA32 

SA34

合　　計　10基 

東 西 方 向 

外　　側 No. 内　　側 

SA03 

SA04 

SA05 

SA06 

SA08 

SA14 

SA21か（既に破壊か） 

SA17・SA18－B 

SA25－A 

SA27 

SA35

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

 

⑨ 

⑩ 

既に消失 

未確認 

SS03－B北側に野面積み 

SA10か 

SA10か 

既に破壊か。SA21か 

SA33 

 

既に破壊 

未確認 

既に破壊 









ＳＡ18
－Ａ（内

面） 

ＳＤ04
－Ａ 

（外面
） 

ＳＡ0
8 

（外面
） 

ＳＡ33（内面）
 

ＳＡ17（外
面） 

ＳＡ1
0 

（内面
） 

ＳＡ34 
（内面） 

ＳＡ18－Ｂ（外面） 

ＳＡ25－Ｂ（外面） 
御嶽の石積み 

ＳＡ20 
（倉庫西壁の 
　　  石積み） 

ＳＡ19 
（倉庫階段の縁石） 

ＳＡ28 
（倉庫出入口の階段） 

ＳＡ25－Ａ（外面） 

ＳＡ18
－Ａ（内

面） 

ＳＤ04
－Ａ 

（外面
） 

ＳＡ0
8 

（外面
） 

ＳＡ33（内面）
 

ＳＡ17（外
面） 

ＳＡ1
0 

（内面
） 

ＳＡ34 
（内面） 

ＳＡ18－Ｂ（外面） 

ＳＡ25－Ｂ（外面） 
御嶽の石積み 

ＳＡ20 
（倉庫西壁の 
　　  石積み） 

ＳＫ01ＳＫ01

ＳＡ19 
（倉庫階段の縁石） 

ＳＡ28 
（倉庫出入口の階段） 

ＳＡ25－Ａ（外面） 









地　　区 
遺構番号 
挿図番号 

遺構残存長 
残　存　幅 
残　存　高 

遺　　　構 
性格・形状・工法・機能の推定時期など 

遺 構 の 
主軸方位 

石 積 み 
種　　類 
根石勾配 

石のサイズ 
幅 

厚み 
控え長 
（㎝） 

備　　　　考 
（関連遺構・遺構の重複） 

Ｂ-15 
ＳＡ19 
第14図 

1m17㎝ 
39㎝ 
65㎝ 

Ｎ24 1゚5'Ｅ 
切石積み 

90ﾟ 

22～36 
20～26 
34～39

ＳＡ20とほぼ同一方向にありＳＡ28の階 
段の東縁の石積みであった。ＳＡ20、ＳＫ 
01と関連。 

Ｂ-15 
ＳＡ20 
第14図 

3m17㎝ 
50㎝ 
63㎝ 

Ｎ22 1゚5'Ｅ 
切石積み 

90ﾟ 

14～51 
８～33 
27～39

ＳＡ19、ＳＡ28とは切り合いながら併存。 
ＳＡ19とほぼ同一方向。 
ＳＡ20の石積みは火災で火熱を受けて 
脆くなり、橙色に変色する石が目立って 
いる。 

Ｂ-15 
ＳＡ28 
第14図 

2m25㎝ 
1m3㎝ 

47～70㎝ 
Ｎ64 0゚0'Ｅ 

切石積み 
90ﾟ 

24～36 
15～25 
24～42

ＳＡ19･ＳＡ20と直接関連。ＳＡ28の階段 
は現存する最上段でＳＡ20とは直角の関 
係にあり、かつ、ＳＡ19ともほぼ直角の関 
係にある。計画的に設計された倉庫か。 
階段の二段目が７ 程゚度外側に傾く。 

Ｂ-15 
ＳＫ01 
第14図 

2m90㎝ 
2m47㎝ 
深さ45㎝ 

－ － 
ＳＡ19、ＳＡ20、ＳＡ28が倉庫の縁石およ 
び階段で、その内部をＳＫ01とした。 

琉球王国時代の倉庫階段の東側縁石。
南北方向に短く残る。岩盤上に基礎とな
る野面石や栗石を用いた石積み。15C中
頃。 

琉球王国時代の倉庫内部で、火災により
一括で焼けた多量の遺物が堆積。倉庫
の輪郭は歪な形状。岩盤を雑に成形した
面が床面か。1459年の火災で機能を終
える。 

南北の主軸は
ＳＡ19とＳＡ20
の方位と同じ。 
東西はＳＡ28の
方位と同じ。 

琉球王国時代の倉庫へ下って入るため
の階段。岩盤や造成土の上から小振りの
粗加工の切石を石積みし、二・三段踏み
石として配置する。15C中頃。 

琉球王国時代の倉庫西壁の石積み。南
北方向に延びているが、両端が欠落。岩
盤を一部成形し、直接岩盤上に石積み。
石積みは小振りのものを多用し、横目地
がとおる箇所が存在する。15C中頃。 

第５表　第Ⅲ期（15世紀中頃）遺構観察一覧 





地　　区 
遺構番号 
挿図番号 

遺構残存長 
残　存　幅 
残　存　高 

遺　　　　構 
性格・形状・工法・機能の推定時期など 

遺 構 の 
主軸方位 

石 積 み  
種 　 類 
根石勾配 

備　　　　考 
（関連遺構・遺構の重複） 

Ｃ-13･14 
ＳＡ33 
第14図 

3m00㎝ 
73㎝ 
85㎝ 

琉球王国時代の区画石積み。東西方向に 
短く残る。東西の端は欠落。造成土や岩 
盤の上から石積み。15C中頃で、ＳＡ10が 
機能しなくなった直後の時期まで存続か。 

Ｎ78 1゚0'W
粗加工の野 
面石積み。 

70  ゚

13～48 
12～30 
29～39

勾配は根石から二番石までが65 で゚あ 
る。ＳＡ34が西端ですり付いている。ＳＡ 
08、ＳＡ10、ＳＡ14、ＳＡ21が間接的に 
関係する遺構とみられる。 

Ｃ-13･14 
ＳＡ34 
第14図 

2m92㎝ 
94㎝ 
75㎝ 

　　〃。　南北方向に途切れながらＳＡ 
33と直交する。粗加工の根石下端は岩盤 
を深さ50～60°程度掘削し、岩盤の縁沿 
いに根石を直接に乗せる。15C中頃。 

Ｎ18 5゚5'Ｅ 
粗加工の根 
石。　　　 

84  ゚

12～24 
12～24 
20～40

根石のみ残存。ＳＡ33に北端がすり付 
く。ＳＡ08、ＳＡ10、ＳＡ14、ＳＡ21、ＳＡ 
17が間接的に関係する遺構とみられ 
る。 

第６表　第Ⅲ期（15世紀中頃）遺構観察一覧 
石のサイズ 

幅 
厚み 

控え長 
（㎝） 











玉 緑  

吹 返  

鍬 形  

頂 辺  

矧 板  

斎 垣  
菱 縫 ノ 板  

兜 ノ 緒  

据 文 金 物  

眉 庇  

鍬 形 台  

菊 座  

　 （ 笠 　 ） 

鉢  

頂
辺
（
天
辺
）
の
座
の
各
部
名
称
 

総
角
付
（
笠
印
付
）
の
鐶
の
各
部
名
称
 

菊 座  

頭
立

の
管

 

笠
印

付
の

鐶
 

（
拡

大
は

右
枠

の
下

図
参

照
）

 

抱
花

 

小
刻

 菊
座

 

切
子

頭
 

笹
間

良
彦

『
図

録
　

日
本

の
甲

冑
　

武
具

事
典

』
 

柏
書

房
 1
9
8
1
年

よ
り

複
写

 

鐶
座

 









建築部材（梁や柱など）を連結・接合の際に使用した鎹
で、左側の身部の大半が欠けている。右側は身部の先
端が僅かに欠いている程度であるが、形状の窺える唯
一の資料である。全体的に錆で覆われ、罅（クラック）
が多く観察される。全体的に錆に覆われている為、素
材が脆い状態にある。 

倉庫の扉などを締め切る金具の錠である。錠は左下と
右側の大半を欠いている。錠は全体的に錆で覆われ罅

（クラック）が多くみられる。錠の構造を外観から窺う
と下位の方柱状のものは一枚の鉄板を折り曲げて上
部で繋ぎ合わせている。上部の繋ぎ目は断面が「　」字
状に折り曲げた幅8.7㎜の帯状の板材で塞いでいる。「　」
字状に折り曲げた部分は左側の突起部分に隠れている。
左側の突起は帯状（幅22.9～24.3㎜、厚さ1.9～2.6㎜）
の鉄板を逆さ「Ｕ」の字状に折り曲げて本体と接合し
ているこの「Ｕ」の字状の突起金具と本体接合部分は、

「Ｕ」の字状の金具が入るように本体左側上面を「コ」
の字状に切り取られている。「Ｕ」の字状の突起と本体
接合部分は本体内部に方形状に加工された輪金具が
取り付けられている。図版10の２参照。 

倉庫扉や窓などの可動部分に取り付けられたとみら
れる蝶番の一部である。右端の隅丸形状となる部分に
釘穴があり、この釘穴には打ち込まれた釘が折れた状
態で釘穴を塞いでいる。他に釘穴の有無について軟X
線写真（図版10－３）で精査した結果、釘穴は右側の一
カ所のみであった。左側の筒状（内径4.1～5.4㎜）は折
り曲げて成形し軸棒の入る部分にあたる。 

指輪などの金具として考えられる。外面にのみ鍍金が
観察され、両端の一端を斜位に金切り鋏で切り取って
尖らせた後に先端を内側に折り曲げて環状に仕上げ
ている。外側の端は破損している。上下端部も金切り
鋏で切り取ったため、断面が外側に湾曲している。側
面の一部は金属疲労によって一部が延びている。 

鏡背面の断面形状や文様の有無から三角縁の無文鏡
と判断される。背面縁の三角縁が最も厚くなる。外区
と内区の境に圏帯の小さな三角形（３㎜程度身部か
ら突出）で分割されている。紐通しの紐の形状は、扁
平な半円形で所謂半球紐（円紐）と称されるタイプ
である。紐の廻りの紐座が省略された素朴な鏡である。
火災による火熱で破損部分に溶解、再凝固の痕跡が
みられる。 

第７表①　国指定重要文化財（保存処理済み）金属製品観察一覧 単位：㎜/g

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

分類 
名称 
仮称 

材質 
残存長 
（縦） 

残存幅 
（横） 

残存最大厚 
残存最小厚 
残存重量 

観　察　事　項 

第25図 
図版11 

１ 

工具類・ 
生産用具 

鎹 鉄製品 

左： 
34.0 
右： 
61.1

130.0
18.0 
5.0 
110

〃 
〃 
２ 

〃 錠 〃 46.0 74.0
7.0 
3.0 
68.4

〃 
〃 
３ 

〃 蝶番 〃 26.0 68.0
18.0 
2.0 
33.7

〃 
〃 
４ 

装身具 
金銅製 

環状製品 
青銅 
製品 

21.1 22.4
1.0 
1.0 
2.3

〃 
〃 
５ 

祭祀 
用具 

鏡 〃 206.0 208.5
11.0 
2.0 
760





口縁・底部が欠落した香炉の胴部破片。外面の区画
帯となる縦位の刻目凸帯と沿うような形で鋳型の
繋ぎ目の痕跡が縦方向に走る。文様の配置は、胴部
が区画帯を挟んで左右に反転した形の「　龍文」と「雷
文」を型で起こして浮文とする。胴上部には「波文」
を型で起こしている。頸下部での内径は21.4㎝、胴
部での最大径は31.8㎝が推定された。 

第７表②　国指定重要文化財（保存処理済み）金属製品観察一覧 単位：㎜/g

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

分類 
名称 
仮称 

材質 
残存長 
（縦） 

残存幅 
（横） 

残存最大厚 
残存最小厚 
残存重量 

観　察　事　項 

第26図 
図版13 

６ 

祭祀 
用具 

香炉 
口縁 

青銅 
製品 

35.0 126.0
6.5 
2.0 
70.9

〃 
〃 
７ 

〃 
香炉 
胴部 

〃 101.0 136.0
8.7 
2.0 
385

〃 
〃 
８ 

〃 
香炉 
把手 

〃 77.0 67.0
4.0 
2.0 
205

〃 
〃 
９ 

〃 鈴 〃 41.0 45.8
1.0 
0.5 
14.2

〃 
〃 
10

〃 〃 〃 34.9 32.0
1.5 
0.9 
10.5

型物成形の香炉。口縁破片で口縁は直口する。口縁
が逆さ「Ｌ」字状の肥厚となる。口唇の幅は７㎜、肥厚
部の幅が５㎜を計る。残存部位から口縁の口径を推
算した結果、口径が38.5㎝と求められた。表面の口
縁左側の肥厚帯下端で抉れのない部分があり、この
部分は幅６㎜と平坦な面となっていることから鋳型
の繋ぎ目と関係する部位かもしれない。表面にある
文様は型で起こしている。浮文の「圏線」で口縁上部
とを区画し、圏線直下に「雷文」を施している。表面
の口縁直下には製作直後に実施された器面調整の
粗い線状痕が左斜目方向から右下に向かって施さ
れている。口唇部の左側に砥石やヤスリの様な工具
で研いだ線状痕が内側から外方向（内面口縁の右斜
目方向に入る）に走っている。裏面は青緑色の錆で
半分程度覆われていて、部分的に錆による腐蝕で地
金が灰色となる。青錆の一部は表面の文様部分で主
に観察される。 

把手の表裏面に「饕餮文」を主文にして「雷文」を型
で起こした浮文とする。把手下部は方形状に中空と
なっている。把手上面の両側には歪な長方形状の粗
孔が観られる。把手内部には木質の素材が炭化した
状態で詰まっている状況から判断すると製品製作
時の鋳型成形と関係する木質の物質かと思われる。 

潰れて変形の著しい球形の鈴。色合いは赤茶色を呈
し部分的に青錆がみられる。鈴下部に1.3㎜の小孔
は錆による腐食とみられる。紐通しの突起は、帯状
の板材（幅4.8㎜、厚さ1.1～1.3㎜）を紐通しの輪（直
径4.6～5.6㎜）を丁寧に折り曲げて成形し、二股の
ヘアピン状に仕上げたものを鈴上部の孔から差し
込んで鈴内部で二股となった部分を広げて鈴の本
体と接合している。鈴下部の一文字の孔の両端は二
股でハート形に加工されている。 

球形の鈴で上部が欠落し、下半部のみ残存する。
色合いは赤茶色を呈し、部分的に青錆がみられる。
鈴下部の一文字の孔の両端は二股でハート形に加
工されている。 





第７表③　国指定重要文化財（保存処理済み）金属製品観察一覧 単位：㎜/g

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

分類 
名称 
仮称 

材質 
残存長 
（縦） 

残存幅 
（横） 

残存最大厚 
残存最小厚 
残存重量 

観　察　事　項 

第27図 
図版13 

11

祭祀 
用具 

青銅 
製品 

82.0 200.0
18.0 
1.0 

198.1

〃 
図版15 

12
〃 〃 〃 156.0 223.0

13.0 
0.5 

393.4

長
柄
付
片
口
銚
子
の
口
縁
（
柄
杓
の
容
器
）
 

長柄付片口銚子の身部（容器本体）及び柄部取り付
け部分の破片（第26図A参照）。柄を受ける部分は長
方形状の切り込みがあり、切り込みのサイズは、横
15.5㎜、縦６㎜である。柄を受ける金具は、逆さの浮
文で「雲形」を呈し、容器本体との接合で丸鋲を五カ
所で使用して固定している。柄を受ける金具と容器
本体の間には、帯状の金具が挟まっている。恐らく
柄を固定する際に使用された金具かもしれない。丸
形頭の鋲は、頭の直径が8.4㎜の物を使用し、鋲の身
は断面が円形状で直径３㎜を計った。鋲は容器の内
から外に向かって鋲の身を入れて、鋲の先端を外側
で潰して固定している。内側の鋲は小振りの菊座金
具（直径10㎜）と大降りの菊座金具（直径14.6㎜）の
中を通してから外へ抜いている。この鋲は外側の無
文座金具（直径9.5㎜）を抜いてから鋲の先端を潰
している。上面右側中央寄りが注ぎ口で大部分が
欠けている。火災による火熱を受けて身の内側で
は銅素材が溶けてケロイド状となる。注ぎ口近くで
身部の底部から口縁の方向に向かって縦位の繋ぎ
目が確認される補修の目痕とみられる。繋ぎ目を補
修した材料は不明。銚子の色合いは茶黒色を基調と
するが、全体的に青錆がみられる。 

　　　〃　　　　。柄を受ける部分は長方形状の切
り込みがあり、切り込みのサイズは、横14.4㎜、縦
4.5㎜である。この切り込み部分に柄を固定してい
た帯状の金具が表に露出している。柄を受ける金具
は、逆さの浮文で「雲形」を呈し、容器本体との接合
で丸鋲を五カ所で使用し固定している。丸形頭の鋲
は、頭の直径が8.2㎜の物を使用し、鋲の身の断面は
不明。鋲は容器の内から外に向かって鋲の身を入れ
て、鋲の先端を外側で潰して固定している。内側の
鋲は大降りの菊座金具（直径12.4㎜）を通してから
外へ抜いている。この鋲は外側の無文座金具（直径
9.4㎜）を抜いてから鋲の先端を潰している。注ぎ口
は左側に突出した状態で残存しているが僅かに口
が欠けている。火災による火熱を受けて身の外側で
銅素材の一部が溶けてケロイド状となる。容器本体
に「小枝」や「柳葉」を小さな丸鋲（頭の直径３㎜、身の
サイズは不明。鋲の先端が潰れた部分で直径は3.4
㎜を計った）で容器の正面と柄部寄りの４箇所に取
り付けられているが「柳葉」と「小枝」が組み合わさ
って残っているのは一箇所のみであった。繋ぎ目を
補修した材料は不明。銚子の色合いは茶黒色を基調
とするが、全体的に青錆がみられる。 





第７表④　国指定重要文化財（保存処理済み）金属製品観察一覧 単位：㎜/g

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

分類 
名称 
仮称 

材質 
残存長 
（縦） 

残存幅 
（横） 

残存最大厚 
残存最小厚 
残存重量 

観　察　事　項 

第28図 
図版15 

13
武具 

兜鉢 
斎垣 

青銅 
製品 

17.0 58.0
0.8 
0.5 
6.5

〃 
〃 
14

〃 〃 〃 18.0 68.5
3.0 
1.0 
8.9

〃 
〃 
15

〃 
兜鉢 
矧板 

青銅と鉄 
を組み合 
わせる 

109.0 31.7
10.0 
0.8 
44.1

〃 
〃 
16

〃 〃 〃 116.0 31.4
6.0 
0.8 
35.6

兜鉢の外側縁沿いに取り付けられた斎垣（桧垣とも
称する）の破片（第21図参照）。本来は内側に湾曲す
るが、本資料は外側に弓状に反っている。兜鉢の筋
が入る部分は断面を凸状に加工し、筋と筋の間を
魚尾状に切り取り、その直下に逆さハート形（半円
形状の鏨でハート形となるように三箇所を打ち抜
いている）に打ち抜いている。斎垣と兜鉢を固定す
る際に穿孔した孔は、筋近くに三孔穿たれている
が粗孔である。両端の二孔は穿孔の際に失敗したた
め、穿孔位置が上下にずれて縦長の孔となっている。 

　　〃　　。本来、湾曲するものであるが、平坦に延
びきっている。逆さハート形の打ち抜きは三箇所に
残存するが、左側が歪な状態で打ち抜いている。斎
垣と兜鉢を固定する際に穿孔した孔は、筋近くに三
孔穿たれているが、左側の孔のみ穿孔の際に失敗し、
穿孔位置が上下にずれて縦長の歪な孔となっている。 

星入り筋兜の矧板の一枚。表面が青銅製の矧板で裏
面が鉄製の矧板である。表面の矧板には筋を入れて
素材を強固とする。裏面の鉄製矧板の上に青銅製の
筋入りの矧板を接合することも考慮して星形の鋲

（単に星とも称する。或いは鋲頭とも称す。）を外か
ら入れて内側で折り曲げている。星形の鋲は６個
が残存する。残りの１個は根元から欠落する。鋲頭
のサイズは長さ５㎜、直径５㎜を最大とする。最小
の物は長さ4.4㎜、直径3.5㎜のものが打ち込まれ
ている。矧板を数十枚を重ねながら兜鉢を製作し
たものとみられる。類例を挙げると奈良県立博物
館収蔵の室町時代前期に比定されている重要文化
財の四十間四方白星兜鉢に近いようである。 

　　〃　　　。　　　〃　　　　。　　　〃　　　。
星形の鋲は５個が残存する。残りの２個は根元から
欠落する。いずれも錆で被さっている。鋲頭のサイ
ズは長さ4.4㎜、直径4.5㎜を最大とする。最小の物
は長さ4.0㎜、直径3.4㎜のものが打ち込まれている。
表面の中央より下の孔は内側からが穿たれている。
孔のサイズは2.5～3.0㎜を計測した。裏面の鉄製の
矧板は縦方向に「へ」の字状に折れている。この折れ
は製作時の折れなのか。或いは廃棄破損の際に折れ
たのかは判然としないが表面の青銅製矧板の筋と
鉄製矧板の縁がずれているので前者の可能性が高
いものとして考えられた。前記15とサイズが近い為、
同一の兜鉢の矧板とみられる。異なる素材の矧板
を利用して兜鉢を製作する。 





第７表⑤　国指定重要文化財（保存処理済み）金属製品観察一覧 単位：㎜/g

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

分類 
名称 
仮称 

材質 
残存長 
（縦） 

残存幅 
（横） 

残存最大厚 
残存最小厚 
残存重量 

観　察　事　項 

第29図 
図版17 

17
武具 

兜の立物 
（鍬形） 

青銅 
製品 

95.0 42.0
0.9
0.5
11.8

〃 
〃 
18

〃 〃 〃 78.0 48.0
2.0
0.8
22.4

〃 
〃 
19

〃 〃 〃 40.0 30.0
0.9
0.5
3.9

〃 
〃 
20

〃 〃 〃 17.0 36.0
1.0
0.5
1.8

〃 
〃 
21

〃 〃 〃 87.0 38.0
1.0
0.9
12.4

〃 
〃 
22

〃 〃 〃 72.0 42.0
1.0
0.9
10.0

〃 
〃 
23

〃 

祓立台 
の立物 

（立物中央 
飾り） 

〃 70.0 93.5
2.0
1.0
22.8

〃 
〃 
24

〃 
三鍬 
形台 

〃 52.0 115.0
1.0
0.9
27.3

立物の鍬形上部破片（第21図・第28図参照）。鍬形は二
重に重ねた形で成形。全体的に変形し、特に先端部分が
著しく変形する。下部は波状に変形する。先端の鍬形と
その直下にある鍬形の抉れ部分に近い箇所を鏨で逆さ
ハート形に打ち抜いて透彫りの文様を表現する。 

　　　〃　　。　　　〃　　。鍬形の中央付近で内側に
折れている。先端の鍬形とその直下にある鍬形の抉れ部
分近くに鏨で逆さハート形に打ち抜いて透彫りの文様
を表現する。裏面に横断するクラック（罅割れ）が横縞状
に発生している。両面に青錆が全体的に観察できる。 

立物の鍬形先端部の破片。表裏面とも部分的に青錆がみ
られる。内側に弓状に湾曲する。中央に在る隅丸方形状
の粗孔は錆瘤が破損した際に発生した孔である。参考ま
でに錆の孔は短軸3.8㎜、長軸は4.4㎜を測った。 

立物の鍬形先端破片。左側にハート状に空けられた透彫
りの孔が半分程度残っている。表裏面は鍍金され、鍍金
は表面より裏面で多く観察できる。表面の鍍金は半分以
上青錆で隠れている。 

立物の鍬形上部破片。鍬形は二重に重ねた形で成形。表
裏面の一部で緑青が被っている。先端の鍬形とその直下
にある鍬形の抉れ部分近くに鏨で逆さハート形に打ち
抜いて透彫りの文様を表現するが下部の文様は半分程
度欠損する。 

鍬形の上部と下部を欠いた破片。鍬形は他の資料（同図
17・18・19）から二重に重ねた形で成形したものと判断
した。表裏面の一部で緑青が被っている。鍬形の抉れ部
分近くを裏面から鏨で逆さハート形に打ち抜いて透彫
りの文様を表現するが、文様は歪な形となっている。 

三鍬形台中央の祓立台に取り付けられた立物（第28図参
照）。上・下部が欠落する。右側の大きな円盤は本来、中央
の幹にあったものが折れて右側に錆汁で付着したよう
である。この円盤は「日（太陽）」を表現し、小さな鍬形の
左右にある小さな円盤が「星」を表現。当該製品も火熱を
受けて金属素材が溶解して瘤状に再度、凝固している。 

兜鉢の眉庇に固定する際の孔は、菊花文の花芯にあたる
部分に三孔穿っている。裏面は三鍬形の先端近くで両側
面の縁を内側方向に強く折り曲げた為、両側面の縁の
断面が「U」の字状潰されていることから判断すると立
物を差し込んで両端の両側縁を折り曲げて固定したも
のとみられる。三鍬形の先端は魚尾状に抉れ、その近
くをハート形に打ち抜いて文様とする。文様を区画す
る縁の線は、鏨による蹴彫りで仕上げている。主文とな
る菊花文は、花弁の弁軸を毛彫りで、弁先を半円形の鏨
の刃先で打ち込んで文様とする。中央の菊花文は丁寧に
鏨で打ち込んだ文様であるが、左右の菊花文の文様は弁
軸と弁先が一致しない。文様間を埋める円環状の魚々
子は、規格的に打ち込まれてなく粗密のある状態で打
ち込まれている事から琉球独自の製品とみられる。 





第７表⑥　国指定重要文化財（保存処理済み）金属製品観察一覧 単位：㎜/g

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

分類 
名称 
仮称 

材質 
残存長 
（縦） 

残存幅 
（横） 

残存最大厚 
残存最小厚 
残存重量 

観　察　事　項 

第30図 
図版19 

25
武具 

八双金物 
の留め 
金具 

青銅 
製品 

13.0 14.0
1.0
1.0
0.6

〃 
〃 
26

〃 〃 〃 14.5 14.5
1.5
1.0
1.2

〃 
〃 
27

〃 八双金物 〃 17.0 52.0
2.0
1.0
6.4

〃 
〃 
28

〃 〃 〃 18.0 53.0
3.0
0.5
6.5

〃 
〃 
29

〃 
据文金物 
の菊座 

〃 42.5 49.0
1.0
0.9
5.0

〃 
〃 
30

〃 札 鉄製品 54.6 18.6
6.0
1.0
6.4

〃 
〃 
31

〃 〃 〃 60.0 25.0
4.0
1.0
10.8

〃 
〃 
32

〃 〃 〃 57.0 19.0
3.0
1.0
8.1

〃 
〃 
33

〃 〃 〃 51.0 23.6
2.5
1.0
8.8

〃 
〃 
34

〃 〃 〃 43.0 22.3
4.0
1.5
10.4

〃 
〃 
35

〃 〃 〃 49.0 26.2
2.0
1.0
9.3

八双金物とセット関係にある留め金具。菊花文を施した菊座（座金具）
で外面に鍍金を施す。内面に木質が付着する。菊花の弁先と弁軸は一
致させながら鏨で毛彫りする。中央に歪な粗孔を外側から二回程度
穿っている。孔のサイズは、短軸が1.7㎜、長軸で3.0㎜を測った。 

　　　〃　　　。菊花文を施した菊座（座金具）で外面にのみ鍍金を施
すが中央部分で大きく剥落する。菊花の弁先と弁軸を一致させながら
弁軸を鑿で深い毛彫りで打ち込んでいる。内面の孔を穿った際に使用
した鏨は隅丸方形状と推定され、一辺が4.0㎜と計測できた。なお、表
面には内側から打ち込まれた鏨が隅丸方形状に残っている。隅丸方
形状の痕跡は一辺が5.9㎜を測った。内面から穿たれた孔は鏨がずれ
た状態で打ち込まれていたため、歪な粗孔となる。孔のサイズは、短軸
が2.6㎜、長軸で3.8㎜を測った。 

鏨で毛彫りと蹴彫りを併用して唐草文を施す。地文は円環状の鏨で
魚々子を全体的に丁寧に打ち付けているが、部分的に鱗状となる。文
様の縁は蹴彫りで区画する。孔の周辺には魚々子を打ち付けていない
ことから菊花飾りの鋲（同図25・26）との組み合せて使用されたもの
とみられる。なお、鍍金は確認できない。左端の屈曲部分で破損して
いる。右端は魚尾状に切り取られている。鋲あるいは鋲入れの孔は二
孔とも内側から穿たれている。孔径は左側が3.7㎜×4.0㎜、右側は
3.8㎜×4.0㎜を測る。 

無文八双金物で外面にのみ鍍金を施し、内面は地金のままである。左
端で内側に屈曲する。右端は魚尾状に切り取られている。鋲あるいは
鋲入れの孔は二孔とも外側から穿たれているが粗雑である。孔径は左
側が4.7㎜×5.4㎜、右側は4.1㎜×4.8㎜を測る。内面の左側に炭化し
た麦とみられるものが一粒付着している。 

鍍金は認められない。全体的に内側に窪んで変形する。隅丸方形状の
孔を穿っている。孔の長軸は22.5㎜を測る。菊花文の弁先と弁軸は一
致する。弁軸は鏨で細線を毛彫りで施す。裏面の一部は火熱を受けて
ケロイド状となる。 

盛上札（第24図参照）の破片で下部の札足（第20図参照）を欠く。孔は半
欠の孔を含めて２行10孔が確認される。表裏面とも錆汁が染み出して
いる。表裏面とも赤茶色を全体的に帯びているが部分的に火災の際に
消失した木材などの灰が流れて付着し、灰茶色となる。特に裏面は灰
の付着が多い。また、錆汁が凝固した際に消し炭なども一緒に付着し
ている。 

碁石頭（第24図参照）の札。ほぼ完形で左側面の下位を僅かに欠いてい
る程度である。孔は肉眼観察では２行11孔を数えるが、軟X線写真撮
影の結果では２行14孔が推定された。表裏面とも錆汁が染み出して
いる。両面とも全体的に茶褐色を呈している。部分的に火災の際に消
失した木材などの炭化物が付着する。 

盛上札の破片で下部の札足の右隅を欠く。孔は肉眼観察と軟X線写真
撮影の結果から２行12孔が確認された。表裏面とも錆汁が染み出して
凝固している。両面とも全体的に茶褐色を呈している。正面札頭の左
側には火災の際に消失した木材の小破片が付着している。 

札頭を欠いている。札の幅が2.3㎝と幅広となっている状況から推定
すると碁石頭の札とみられる。孔は上部の半欠したものも含めて肉眼
観察と軟Ｘ線撮影の結果から２行12孔が確認された。表裏面とも錆汁
が染み出して凝固している。両面とも全体的に茶褐色を呈している。
錆の進行が著しかった為、表裏面の下部で剥離や罅割れがみられる。 

　　　〃　　　　。札の幅が2.2㎝と幅広であることから推定すると
碁石頭の札とみられる。孔は上部の半欠したものも含めて肉眼観察と
軟Ｘ線撮影の結果から２行10孔が確認される。表裏面とも錆汁が染み
出して凝固している。両面とも全体的に茶褐色を呈している。錆の進
行が著しかった為、表裏面で縦方向の罅割れがみられる。 

　　　〃　　　　。札の幅が2.6㎝と幅広であることなどから推定す
るとやや幅広の碁石頭の札とみられる。孔は上部の半欠したものも含
めて肉眼観察と軟X線撮影の結果から２行12孔が確認される。表裏面
とも赤茶色を全体的に帯びているが部分的に火災の際に消失した木
材などの灰が流れて付着し、灰茶色となる。特に表面は灰の付着が多
い。裏面は部分的に消し炭が付着している。表裏面とも錆汁が染み出
して凝固している。両面とも全体的に茶褐色を呈している。正面左側
の搦みの孔となわめの孔の二孔には紐革の素材が錆に置換され、折
れた角釘の様な状態で残っている。 





第７表⑦　国指定重要文化財（保存処理済み）金属製品観察一覧 単位：㎜/g

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

分類 
名称 
仮称 

材質 
残存長 
（縦） 

残存幅 
（横） 

残存最大厚 
残存最小厚 
残存重量 

観　察　事　項 

第30図 
図版19 

36
武具 札 鉄製品 50.4 24.0

3.0
2.0
10.6

〃 
〃 
37

〃 〃 〃 49.9 19.5
3.0
2.0
7.9

〃 
〃 
38

〃 〃 〃 54.0 19.6
3.0
2.0
8.9

〃 
〃 
39

〃 〃 〃 49.0 20.2
2.0
1.0
8.2

第31図 
図版21 

40
〃 鎖帷子 〃 125.0 122.0

59.0
7.0
525

〃 
〃 
41

〃 〃 〃 85.0 110.0
26.0
3.0
220

〃 
〃 
42

〃 〃 〃 75.0 65.0
44.5
10.0
150

〃 
〃 
43

〃 〃 〃 80.0 37.5
18.0
3.0
54.9

札頭を欠いている。札の幅が2.3㎝と幅広であることから推察すると碁
石頭の札とみられる。孔は上部の半欠したものも含めて肉眼観察と軟
X線撮影の結果から２行10孔が確認された。表裏面とも錆汁が染み出し
て凝固している。両面とも全体的に茶褐色を呈している。特に表面上部
は錆瘤が破裂して地金まで錆で浸食されたようであり、この部分のみ厚
みが0.8㎜と極端に薄くなっている。その他、裏面には僅かながら木片が
付着するが錆汁の影響を受けて鉄化して磁性をもっている。 

札頭を欠いている。札の幅が1.9㎝と幅が狭いことから判断すると盛上
札とみられる。札頭を欠く。孔は肉眼観察と軟Ｘ線写真撮影の結果を２
行10孔が確認された。表裏面とも錆汁が染み出して凝固していてる。孔
は１孔を除いて塞がっている。両面とも全体的に茶褐色を呈している。
裏面に錆汁が溜まって微弱な錆瘤が多くみられる。 

　　　〃　　　。札の幅が1.96㎝と幅が狭いことから推定すると盛上札
とみられる。札頭を欠く。孔は半欠した孔も含めて肉眼観察と軟X線写真
撮影の結果を２行12孔が確認された。表裏面とも錆汁が染み出して凝固
している。孔も２・３孔塞がっている。両面とも全体的に茶褐色を呈し
ている。両面に錆汁が溜まって微弱な錆瘤が形成される。罅割れは表裏
面とも縦方向に入っている。 

　　　〃　　　。札の幅が2.02㎝と幅が狭いことから推察すると盛上札
とみられる。札頭を欠く。孔は半欠した孔も含めて肉眼観察と軟X線写
真撮影の結果を２行12孔が確認された。表裏面とも錆汁が染み出して
凝固していて孔の開いているものは４孔であった。両面とも全体的に茶
褐色を呈している。両面に錆汁が発生し、裏面では錆汁が溜まって７～11
㎜大の錆瘤が３個形成される。また、裏面では青銅製品の細破片が溶け
た状態で付着している。 

　　　　　〃　　　　。火災による火熱の影響と錆によって固形化。籠
手や佩楯などの部位に使用された連結鎖が考えられる。鎖は全体的に錆
の影響が著しく茶褐色を帯び、錆で膨らんでいる。また、鉄素材内部に含
まれていた水分が錆汁になって全面に染み出して固まっている。裏面は
錆汁がガラス状に変化した部分や鎖表面が剥離して内部が繊維の束状
となる部分も散見される。単体鎖のサイズは、太さ1.8㎜、内径3.9㎜、外
径8.1㎜を計った。 

火災による火熱の影響と錆によって固形化した八重鎖で、籠手や佩楯な
どの部位に使用された連結鎖が考えられる。正面左側に赤錆がみられ
る。他は灰褐色を帯びる単体鎖の太さは1.3㎜、単体鎖の内径は3.9㎜、
外径が6.7㎜を計った。 

火災による火熱の影響と錆によって固形化した八重鎖で、籠手や佩楯な
どの部位に使用された連結鎖が考えられる。正面中央付近に中国産褐釉
陶器の壺とみられる破片が付着する。陶器の釉薬は火災の火熱を受け釉
が溶けて小さな気泡（直径１㎜前後）となった状態で固まっている。鎖
は表裏面とも錆が著しく、錆脹れや錆汁が固まった状態で観察される。
錆の影響で色合いが赤茶色となる部分が両面で観察できる。他は火熱の
影響を受けて灰褐色となる。単体鎖の太さは1.8㎜、単体鎖の内径は
4.6㎜、外径が7.8㎜を計った。 

溝のある円柱状の棒に針金を巻き付けて鑿で切り離して鎖の単体を作
り、鎖の単体を連結して八重鎖（第23図）とする。京の内倉庫跡から出土
した連結鎖の破片は、本資料も含めて13点が「八重鎖」と判断した。13点
の資料は、全て火災による火熱を受けて鉄素材の溶解・再凝固、そして
錆による素材の劣化などが進行していた。これらの資料は、全て保存処
理を終え安定している。当該資料は連結鎖を二つに折り畳んだ状態にあ
り、正面は概して横位に連結鎖の接続部分の輪が揃うような状態にあ
る。正面は全体的に錆による腐食で赤茶色を呈していて鎖表面から錆汁
や錆粉が吹き出したような状態である。単体鎖の中には鎖の表面が錆に
よって剥離して内部の鉄素材が繊維状となって露出した箇所が部分に
散見される。裏面の中央より右側には中国産褐釉陶器壺（釉薬は黄茶
色で、釉下に白色の化粧土を塗布）の胴部破片が付着している。裏面上
部は火災によって鎖が飴状に溶解し、そのままの状態で凝固した部分
がある。また、下半部においては鉄素材の内部に含まれていた水分が
錆汁となって表面に染み出してそのまま凝固した状況にある。錆は表
面より裏面の錆が進行が著しい。表裏面とも錆による素材の膨張がみ
られる。単体鎖のサイズは、太さ2.2㎜、内径5.0㎜、外径9.0㎜を計った。 





第７表⑧　国指定重要文化財（保存処理済み）金属製品観察一覧 単位：㎜/g

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

分類 
名称 
仮称 

材質 
残存長 
（縦） 

残存幅 
（横） 

残存最大厚 
残存最小厚 
残存重量 

観　察　事　項 

第32図 
図版23 

44
武具 鎖帷子 鉄製品 61.0 46.5

19.0
2.0
36.5

〃 
〃 
45

〃 〃 〃 51.0 39.0
25.0
2.0
40.3

〃 
〃 
46

〃 〃 〃 50.0 31.0
15.0
3.5
30.9

〃 
〃 
47

〃 〃 〃 57.0 30.0
18.0
3.0
35.9

〃 
〃 
48

〃 〃 〃 43.0 34.0
24.0
7.5
23.3

〃 
〃 
49

〃 〃 〃 32.0 40.0
18.0
5.0
15.1

〃 
〃 
50

〃 〃 〃 28.0 37.0
25.5
2.0
14.9

〃 
〃 
51

〃 〃 〃 27.0 15.0
10.0
1.0
4.0

〃 
〃 
52

〃 〃 〃 20.0 19.0
7.0
1.0
2.2

火災による火熱の影響と錆によって固形化した八重鎖
で、籠手や佩楯などの部位に使用された連結鎖が考えら
れる。単体鎖の連結部分は縦方向に揃っている部分がみ
られる。錆の進行が著しく、全体的に赤茶色を帯びてい
る。表裏面とも錆脹れや錆汁が発生し、表面の一部で単体
鎖の表面剥離によって内部が繊維状の束となって露出し
ている。本資料は横断面からみると波状の形状を呈する。
単体鎖の太さは2.5㎜、単体鎖の内径は5.5㎜、外径が7.8
㎜を計った。 

火災による火熱の影響と錆によって固形化した八重鎖。
籠手や佩楯などの部位に使用された連結鎖が考えられ
る。鎖の正面は全体的に単体の鎖が錆によって表面が剥
落し繊維の束状となっている。色合いは全体的に灰褐色
を呈し、正面が僅かに茶褐色に変色する。単体鎖のサイズ
は、太さ1.6㎜、内径4.2㎜、外径7.15㎜を計った。 

　　　〃　　　。　　　〃　　　。連結鎖の横断面を観察
すると左側で折り畳まれている。鎖は全体的に錆脹れや
錆汁などの影響を受けて赤茶色に変色する。単体鎖のサ
イズは、太さ2.4㎜、内径5.0㎜、外径9.2㎜を計った。 

　　　　〃　　　。　　　　〃　　　。　　　　〃　　　。
〃　　　。単体鎖のサイズは、錆汁が全体を覆っていて内
径と外径は計測ができないが、太さのみ2.2㎜を計った。 

　　　〃　　　。　　　〃　　　。正面の鎖は不規則な形
で畳み込まれているが、裏面は全体的に縦方向に畳み込
まれたような状態にある。色合いは全体的に灰褐色を呈
し、正面が僅かに錆の影響を受けて茶褐色に変色する。単
体鎖のサイズは、太さ1.4㎜、内径4.0㎜、外径7.8㎜を計っ
た。 

　　　〃　　　。　　　〃　　　。鎖の正面は全体的に同
一方向に畳み込まれたような状態にある。色合いは全体
的に灰褐色を呈し、正面が僅かに錆の影響を受けて茶褐
色に変色する。単体鎖のサイズは、太さ1.6㎜、内径4.0㎜、
外径8.05㎜を計った。 

火災による火熱の影響と錆によって固形化した八重鎖。
側面の状況から空洞部分が上下二カ所で確認される事か
ら連結鎖を２・３回折り返して畳み込まれているようで
ある。裏面のみ連結鎖が半分程度同一方向に畳み込まれ
たような状態にある。色合いは全体的に灰褐色を呈し、裏
面のみ僅かに錆の影響を受けて茶褐色に変色する。籠手
や佩楯などの部位に使用された連結鎖が考えられる。単
体鎖のサイズは、太さ1.4㎜、内径4.5㎜、外径7.8㎜を計った。 

　　　〃　　　。　　　〃　　　。正面の鎖は不規則な形
で畳み込まれているが、裏面は全体的に縦方向に畳み込
まれたような状態にある。色合いは全体的に灰褐色を呈
し、正面が僅かに錆の影響を受けて茶褐色に変色する。単
体鎖のサイズは、太さ14.5㎜、内径4.1㎜、外径6.8㎜を
計った。 

　　　〃　　　。　　　〃　　　。鎖は一枚のみで、鎖が
縮まった状態にある。色合いは正面が灰褐色を呈し、裏面
が灰黒色を帯びている。籠手や佩楯などの部位に使用さ
れた連結鎖が考えられる。単体鎖のサイズは、太さ1.5㎜、
内径4.8㎜、外径6.9㎜を計った。 





第７表⑨　国指定重要文化財（保存処理済み）金属製品観察一覧 単位：㎜/g

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

分類 
名称 
仮称 

材質 
残存長 
（縦） 

残存幅 
（横） 

残存最大厚 
残存最小厚 
残存重量 

観　察　事　項 

第33図 
図版25 

53
武器 

刀剣 
鍔 

青銅 
製品 

77.0 53.0
9.0
1.0
75.5

〃 
〃 
54

〃 〃 〃 52.0 72.0
9.0
2.0
82.3

〃 
〃 
55

〃 〃 〃 29.0 57.0
6.5
2.0
19.3

〃 
〃 
56

〃 〃 〃 59.0 25.0
6.0
0.8
13.3

〃 
〃 
57

〃 〃 〃 80.0 67.0
4.0
2.0
70.4

〃 
〃 
58

〃 切 羽 〃 45.0 38.0
4.0
2.0
20.9

〃 
〃 
59

〃 〃 〃 46.0 40.0
3.0
1.5
16.6

〃 
〃 
60

〃 〃 〃 32.5 36.0
2.0
1.5
10.9

刀剣の鍔で木瓜鍔の範疇にある。耳（鍔縁）は丸味のある所
謂環耳（玉縁状）で、文様は耳近くの抉れた箇所にハート形
に透かして中空とする。推定された茎孔は短軸で上端が5.4
㎜、下端は1.9㎜程度が推定された。長軸は21.6㎜を測った。
鋳型を二種類（鋳鍔本体と耳に分割）を組み合わせて製作さ
れたようである。 

　　　〃　　　。　　　〃　　　。茎孔は短軸で上端が7.0
㎜、下端は推定で3.0㎜程度が推定された。長軸の復元は推
定で19.5㎜前後となった｡　　　　　〃　　　　。 

刀剣の鍔で木瓜鍔の範疇にあるタイプで、鍔の上部破片と
みられる。耳（鍔縁）は丸味のある所謂環耳（玉縁状）タイ
プに含まれる鋳型を二種類（鋳型を鍔本体と耳に分割）を
利用して仕上げた鍔とみられる。 

同図53と同様の木瓜鍔の範疇にあるタイプで、鍔の縁辺部
の破片。耳（鍔縁）は丸味のある所謂環耳（玉縁状）タイプに
含まれる。鋳型を二種類（鋳型を鍔本体と耳に分割）を利用
して仕上げた鍔とみられる。 

刀剣の鍔で木瓜鍔の範疇にある。鍔の耳（鍔縁）は鍔と同じ
均一的な厚さで縁まで続き、縁辺部が面となる所謂角耳で
ある。茎孔は短軸で上端が13.2㎜、下端は4.7㎜程度が推定
された。長軸は29.9㎜を測った。茎孔のサイズから薙刀など
の鍔が考えられる。 

切羽の平面形態は木瓜形を呈する。刀剣の茎が入る茎孔は
短軸で上部は5.2㎜、下部が1.5㎜を測る。長軸は17.4㎜を計
測した。裏面の茎孔及び両側にバリの除去や面を成形した
際に生じた削り調整痕が粗い線状痕となっている。鋳型に
銅素材を流し込んで製作されたため、裏面の縁辺部に角が
できている。 

　　　〃　　　。刀剣の茎が入る。茎孔は短軸で上部は
7.3㎜、下部が5.1㎜を測る。長軸は20.6㎜を計測した。鋳物
製品である。表面の縁辺部は丸味があり、裏面の縁辺部は
角となっている。 

木瓜形の切羽とみられる資料で表面縁辺部が内側に湾曲し
た為、茎孔付近で盛り上がっている。茎孔は裏面から表面に
向かって斜位に穿っている。刀剣の茎が入る茎孔は、短軸で
上部は推定で7.1㎜、下部が2.8㎜を測る。長軸は推定で18.1
㎜と図上復元した。鋳型に裏面から流し込んで製作された
ため、裏面の縁辺部に角ができている。 





第８表　国指定重要文化財（保存処理済み）銭貨観察一覧 単位：㎜/g

肉郭 
外径 

肉郭 
内径 

方穿 

A
Ｂ 

Ｃ 
Ｄ 

Ｅ 
Ｆ 

① ② ③ 

第35図 
図版27 

61

至道 
元寶 

不明 
北宋 
995年 

銅銭 回読 破損 草書 
－ 

26.1
－ 

19.7
5.6
－ 

1.7 0.8 1.2 2.3

〃 
〃 
62

治平 
元寶 

〃 
北宋 

1064年 
〃 〃 〃 篆書 

－ 
－ 

－ 
－ 

－ 
－ 

1.5 1.0 1.1 3.0

〃 
〃 
63

元豊 
通寶 

〃 
北宋 

1078年 
〃 〃 完形 行書 

24.9
24.7

－ 
－ 

5.7
5.6

1.8 － － 4.3

〃 
〃 
64

紹聖 
元寶 

〃 
北宋 

1094年 
〃 〃 〃 〃 

24.8
24.9

19.0
18.5

6.3
6.4

1.3 1.3 1.3 4.1

〃 
〃 
65

聖宋 
元寶 

〃 
北宋 

1101年 
〃 〃 〃 〃 

25.1
24.6

19.9
20.5

5.5
5.8

1.6 1.0 1.2 3.6

〃 
〃 
66

洪武 
通寶 

〃 
明 

1368年 
〃 対読 〃 楷書 

22.3
22.2

18.9
19.2

5.7
5.8

1.6 1.0 1.4 4.4

〃 
〃 
67

洪武 
通寶 

〃 
明 

1368年 
〃 〃 〃 行書 

22.9
23.0

19.1
18.8

6.1
5.8

1.6 0.7 1.1 3.5

　注「－」：計測不可　 

素材 読み方 状態 
挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

銭種 
鋳造 
種類 

初鋳年 観　察　事　項 重量 
断面計測部位 

書体 

「至」の一字が欠落。肉郭の幅は2.8㎜と幅広であ
る。面の左側破損箇所は火熱を受けて金属素材
が溶解し、再凝固の状態で残っている。その為、
破損面が丸味を帯びている。 

軟X線写真撮影（図版26－62）の結果、「平」と「元」
の二字を判読。書体が治平元寶と一致。火災に
よる火熱で銭貨の半分以上が溶解し、歪な形
となって再凝固。背の肉郭が不鮮明である状況
から判断すると模鋳銭の可能性が高い。 

面が全体的に青錆で覆われ、脆弱な状態であ
る。軟X線写真撮影（図版26－63）の結果、「元豊
通寶」と判読された。 

面が全体的に青錆で覆われた状態であり、銭の
文字部分が一部摩滅している。軟X線写真撮影

（図版26－64）の結果、「紹聖元寶」と判読された。 

面と背の一部は火熱を受けて溶解しケロイド様に
再凝固。肉郭2.0㎜～2.2㎜と幅広である。背の孔
郭の縁幅が0.9㎜～1.7㎜と面側の孔郭より幅広
である。 

火熱を受けて面の左側が水滴の様に溶けて再凝
固。背上部は縦皺様に溶解し、再凝固。面文字
は鮮明。青錆は背より面に集中的に発生。 

上記66と同様に火熱を受けて面の右下に水滴の
様に溶けて再凝固。面文字はやや鮮明。 



第９表　国指定重要文化財（保存処理済み）ガラス玉観察一覧 単位：㎜/g

孔径 

長軸 
短軸 

厚さ 
最大 
最小 

第35図 
図版28 

68
Ⅱ・Ⅳ 

青色 
白濁 

3.00
2.80

1.5
0.7

0.90
0.50

9.5 ガラス 脆い 有 

〃 
〃 
69

Ⅱ・Ⅳ 青色 
7.70
5.30

3.7
0.5

0.90
－ 

125.4 ガラス 脆い 有 

　注「－」：計測不可 

2次的 
加熱の 
有無 

観　察　事　項 重量 素材 
残存 
状況 

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

形状 
分類 

色調 

サイズ 

第10表　ガラス玉の分類概念 
特 徴 な ど 形状 種類 

Ⅰ類 側面観が正円、若しくは円形となるもの 

Ⅱ類 側面観が臼形、若しくは扁楕円形のもの 

Ⅲ類 側面観が隅丸三角形、若しくはこれに近似するもの 

Ⅳ類 側面観が成形時に崩れて歪な形状となるもの 

Ⅴ類 － 火熱を受け癒着･溶解したガラス玉の塊で不定形となるもの 

個数 分類 

鉄 1

〃 1

〃 1

青銅 装身具 1

〃 1

香炉 口縁部 〃 1

香炉 胴部 〃 1

香炉 把手 〃 1

〃 2

長柄付片口銚子 口縁部 鉄 2

斎垣 青銅 2

矧板 青銅と鉄 2

立物（鍬形） 青銅 3

立物 〃 3

祓立台 立物 〃 1

〃 1

八双金物 留め金具 〃 2

〃 2

据文金物 菊座 〃 1

鉄 10

〃 13

青銅 5

〃 3

7

67

種　　　類 

工具類・ 
生産用具 

鎹 

錠 

鎖帷子 

鈴 

三鍬形台 

兜鉢 

祭祀用具 

金銅製環状製品 

鏡 

銭　貨 

合　計 

第11表　国指定重要文化財の保存処理済み 
　　　　点数 

蝶番 

切　羽 

武　具 

武　器 
刀剣鍔 

八双金物 

札 

ガラス製小玉の塊。淡青色のガラス小玉が火災による火熱を受けて溶解・再凝
固したガラス小玉の塊。裏面はガラス小玉が溶けて灰白色を帯びている。部分
的に灰黒色を呈する。表面の観察から製作方法を推定すると、溶けた青色ガラ
スを針金状の棒（残存する小玉の内径から0.5㎜を計った。恐らく棒の太さは
0.5㎜程度と推定される。）に巻き付けて製作された。巻き付け技法である。外観
からのガラス小玉の形状（第10表参照）は、概ね臼形（扁楕円形）のⅡ類を主体
とし、歪な形状となるⅣ類が含まれている。 

ガラス製小玉の塊。ガラス小玉（淡青色の小玉を主体に緑色、赤色、白色の四
色が用いられている）が火災による火熱を受けて溶解・再凝固したガラス小玉の
塊。裏面はガラス小玉が溶けて茶白色を帯びている。部分的に灰白色や灰黒色
を呈する。表面の観察から製作方法を推定すると、溶けたガラスを針金状の棒
（残存する小玉の内径から0.9㎜を計った。恐らく棒の太さは0.9㎜程度と推定さ
れる。）に巻き付けて製作された。巻き付け技法である。外観からのガラス小玉
の形状（第10表参照）は概ね臼形（扁楕円形）のⅡ類を主体とし、歪な形状とな
るⅣ類が僅かに含まれているようである。表面の右下から裏面左下までの範囲
内にはガラス小玉を収納した際に使用した布袋などが、火災による火熱を受け
て溶解したガラスと布繊維（0.2㎜四方）が密着した状態で消失した事を示す繊
維痕が観察できる。 





第12表　国指定重要文化財（保存処理済み）陶磁器類観察一覧 単位：㎝ 

挿図番号 
遺物番号 

名称・ 
仮称 

口　径 
器　高 
高台径 

素地・釉色 施釉・呉須（藍色）の発色 観　察　事　項　等 
出土地点 
出土層 

第36図 
１ 

　 
　 

（6.6） 
（24.3） 

8.8

灰白色の微粒子。 
劈開面から微細な 
気泡痕が僅かに観 
察できる。青白色 
の透明釉。 

SA20
第2層・ 
第3層・ 
第4層 ・ 

〃 
２ 

28.4
8.3～9.5
13.4

茶紫色の粗粒子。 
素地に細かい白色 
や黒色鉱物を多量 
に含む。希に２㎜ 
×６㎜大の粗い白 
色や淡茶色の鉱物 
を含む。 

自然釉とみられる茶色の 
釉が外面の口縁部で部分 
的に観察できる。 SA20

第2層・ 
SA19
第2層 

第37図 
３ 

14.8
5.9
7.7

淡灰白色の細粒子。 
淡灰白色の透明釉。 
貫入なし。 

残存部位（口縁～腰下部） 
は総釉。呉須の発色は悪 
く不鮮明。呉須が釉上で 
浮遊する。 

SA19・20
畦第2層・ 
第4層 
SA20
第3層 

〃 
４ 

12.6
5.7
5.1

淡灰白色の微粒子。 
淡青白色の釉。 
貫入なし。 

両面に総釉した後に畳付 
外端から高台内面途中ま 
での釉を掻き取って露胎と 
する。呉須の発色は鮮明。 

SA19
第2層・ 
第3層・ 
第4層 

第38図 
５ 

（15.6） 
（7.5） 

5.4

淡灰白色の細粒子。 
淡灰白色の釉。 
貫入なし。 

口縁端部が欠損するが総 
釉後に畳付外端から高台 
内面途中までの釉を掻き 
取って露胎する。呉須は 
やや鮮明であるが呉須 
一部釉上に浮遊し茶黒色 
に黒ずむ。 

SA19・20
畦第2層・ 

第4層 

〃 
６ 

－ 
－ 
－ 

淡灰白色の細粒子。 
劈開面から微細な 
気泡痕が多く観察 
できる。淡灰白色 
の釉。二次的な火 
熱を受けて釉の表 
面がアバタ状とな 
る。貫入なし。 

残存部の頸部は総釉。呉 
須の発色はやや鮮明。 

SA19・20
畦第3層 

〃 
７ 

－ 
－ 
－ 

光沢のある灰白色 
の微粒子。劈開面 
から細かい気泡痕 
が多く観察できる。 
淡灰白色の釉。 
〃　 。　 〃　 。 

外面は底面を除いて総釉 
し、内面が無釉で露胎とな 
る。呉須は暗青色で鮮明。 

SA20
第2層 

　注（　）：推定、「－」：計測不可　 

白
磁
瓶
 

（
玉
壺
春
瓶
）
 

ベ
ト
ナ
ム
 

青
花
水
注
 

備
前
擂
鉢
 

明
青
花
碗
 

明
青
花
〃
 

明
青
花
〃
 

明
青
花
瓶
 

外面全体を総釉後に畳付
の釉薬を掻き取って露胎
とする。瓶の内部に注ぎ
込んだ釉薬は全体に掛か
るように施すが、腰部中
央付近で釉薬が掛かって
いないところが発生した
ようである。その部分の
み露胎する。 

腰下部に胴継ぎの痕跡が確認される。畳付の内端と外端は
丸味を持たせて成形。高台内面途中から外底面縁辺部分は
丸味のある削りで成形している。両面には粗い貫入がある。
内面の成形は雑で、粗い条痕様の調整が斜位方向や横位
の方向に入っている。新たに接合できた部位は、腰部上部、
高台脇、高台であった。 
参考：首里城跡－京の内跡発掘調査報告書（Ⅰ）－沖縄県
教委1998年刊行の第68図28参照。 

口縁部は盤口状の肥厚帯に注ぎ口を設けている。内面のお
ろし目は７条で一組の単位を基本とする。櫛目（幅２㎝）は底
面から口頸部近くまで施している。外面の成形は内面より雑
である。新たに接合できた部位は、注ぎ口の破片と注ぎ口
直下の胴部片であった。新たな破片資料の追加で注ぎ口の
形状が明確となった。 
参考：同上発掘調査報告書（Ⅰ）沖縄県教委1998年刊行の
第82図１参照。 

外面の口縁と腰下部に各一条の界線（界線は幅広で2.5～
3.0㎜）、胴部に主文の宝相華唐草文を描く。内面の口縁に
一条の界線と四方襷文を描いているが、呉須は釉上で流れ
て浮遊する為、文様が確認しにくい。新たな破片（口縁～胴
部）資料の追加で、主文となる花文が胴部５箇所に配置され
たことが明かとなった。 
参考：同上発掘調査報告書（Ⅰ）沖縄県教委1998年刊行の
第57図５参照。 

外面の口縁と腰下部に二条一組の界線、胴部に松竹梅の
文様を描く。内面は口縁に雷文を施し、その上下に一条の
界線で区画界線とする。内底（見込み）に月が欠落した梅月
文を描き、これを二重圏線で閉じる。新たな破片（口縁・胴
部）資料の追加で、竹文の展開が明確となった。 
参考：同上発掘調査報告書（Ⅰ）沖縄県教委1998年刊行の
第59図26参照。 

外面の口縁には省略した雷文と二条一組の界線を描き、胴
部に草花文を描いている。腰下部にも二条一組の界線を描
く。内面は口縁に梵字？と二条一組の界線を施す。内底（見 
込み）には如意頭雲文（霊芝雲文）と二重圏線が描かれてい
る。新たな破片（胴部）資料により、渦巻き模様の草花文の一
部が追加された。 
参考：首里城跡京の内跡発掘調査報告書（Ⅰ）沖縄県教委
1998年刊行の第58図11参照。 

頸部には梵字文を並列した形で描いている。この梵字文の
上下に二条一組の界線を描き、上位にある界線から蕉葉
文の一部が描かれているようである。下位の界線から下には
宝相華唐草文の一部が描かれている。新たな破片（胴部）資
料により、宝相華唐草文の渦巻き模様の唐草文が追加さ
れ、宝相華唐草文と推定された。 
参考：同上発掘調査報告書（Ⅰ）沖縄県教委1998年刊行の
第62図49参照。 

三爪龍型の水注で龍の頭と尾などが欠落する。龍の胴部の
部分は龍の身を輪切りにしたような複数の型から起こした物を
継ぎ足して完成させている。内面に継ぎ足しの痕跡が顕
著に窺える。また、注ぎ口も龍の尾または首を縦に切ったよう
な型から起こした物を中央で貼り合わせている。鈎爪は底
部近くに三爪が描かれている。新たに追加された破片は龍
の背中の鰭の破片が接合された。 
参考：同上発掘調査報告書（Ⅰ）沖縄県教委1998年刊行の
第77図11参照。 









第13表①　国指定重要文化財（保存処理済み）陶磁器類観察一覧 単位：㎝ 

挿図番号 
遺物番号 

名称・ 
仮称 

口　径 
器　高 
高台径 

 
素地・釉色 

施釉・呉須 
（藍色）の発色 

観　察　事　項　等 
出土地点 
出土層 

第39図 
１ 

10.8
13.5
8.6

淡灰白色の 
微粒子。明 
緑色の釉。 
貫入なし。 

〃 
２ 

27.0
12.9
11.0

淡灰白色の 
微粒子。淡 
緑色の釉。 
貫入なし。 

全面施釉後に外底 
面の釉を蛇ノ目状 
に掻き取っている。 

京の内資料 
SA20第2層 

京の内資料 
SA20第2層 

下之御庭跡 
ほか資料 

下之御庭跡 

第40図 
３ 

－ 
－ 
7.4

灰色の微粒 
子。濃緑色 
の釉。貫入 
なし。 

外面の残存部（頸 
下部から高台まで） 
は総釉後に畳付を 
露胎とする。内面は 
頸下部から腰下部 
まで釉が掛かり、底 
部は露胎のままで 
ある。 

京の内資料 
SA19・20
第2層・ 
第3層 

下之御庭跡 
ほか資料 
木曳門跡 

下之御庭跡 
ほか資料 
木曳門跡 

 　注（　）：推定、「－」：計測不可 

青
磁
壺
（
小
型
壺
）
 

青
磁
瓶
（
玉
壺
春
瓶
）
 

青
磁
大
鉢
 

内外面全体を総釉
後に釉の掻き取り
を実施している。釉
の掻き取り箇所は、
外面口縁端から口
唇部、そして内面
口縁端までを露胎
とする。その他、外
面の底部近くから
畳付・高台内端ま
での範囲を露胎す
る。外底面の中央
付近は露胎となる
箇所があり、釉を掛
け忘れたのかもし
れない。 

丸味を帯びた壺で口頸部の屈曲は緩く、口縁がやや内側に内傾
する。口頸部と胴上部に叉状の工具とみられるもので二条一組
の界線を施し、胴上部の界線直下から幅広の丸箆様工具（最大幅
７㎜）で蓮弁文を描いている。新たに底部破片が確認され、壺の
形状が明確となった。 
参考：首里城跡－京の内跡発掘調査報告書（Ⅰ）－沖縄県教委
1998年刊行の第46図２および首里城跡－下之御庭跡・用物座
跡・瑞泉門跡・漏刻門跡・廣福門跡・木曳門跡発掘調査報告書
－沖縄県立埋文センター2001年刊行の第17図147参照。 

外面口縁に片切り彫りで雷文帯を描き、雷文は最初に時計回り
で中心に向かって描き、次に中心から反時計回りに外側に向
かって描いて完成させている。雷文帯直下から高台脇まで片切り
彫りの工具と三本櫛を用いて牡丹唐草文を描いている。内面に
も口縁から内底まで外面で使用した片切り彫りの工具と三本櫛
で牡丹唐草文を描いている。内底面（見込み）には圏線はなく波
状の花弁と七宝繋ぎ文を描くようである。新たに口縁部の破片
が接合でき、口縁部が９割近く接合可能となった。 
参考：首里城跡－京の内跡発掘調査報告書（Ⅰ）－沖縄県教委
1998年刊行の第51図１および首里城跡－下之御庭跡・用物座
跡・瑞泉門跡・漏刻門跡・廣福門跡・木曳門跡発掘調査報告書
－沖縄県立埋文センター2001年刊行の第19図157参照。 

文様は胴部に型で起こしたものであり、陽刻の二重線の窓枠の
中に陽刻牡丹唐草文を起こしている。窓枠と窓枠の間に小さな
菊花と草文を枠の上下に施している。 
参考：首里城跡－京の内跡発掘調査報告書（Ⅰ）－沖縄県教委
1998年刊行の第53図３および首里城跡－下之御庭跡・用物座
跡・瑞泉門跡・漏刻門跡・廣福門跡・木曳門発掘調査報告書
－沖縄県立埋文センター2001年刊行の第20図172・174参照。 



第13表②　国指定重要文化財（保存処理済み）陶磁器類観察一覧 単位：㎝ 

挿図番号 
遺物番号 

名称・ 
仮称 

口　径  
器　高 
高台径 

素地・釉色 
施釉・呉須 

（藍色）発色 
観　察　事　項　等 

出土地点 
出土層 

第40図 
４ 

元 
青 
花 
高 
足 
杯 

馬 
上 
杯 

14.2
（11.8） 
（4.7） 

淡灰白色の 
微粒子。 
淡青白色の 
釉。 
貫入なし。 

灰白色の細 
粒子。 
淡青白色の 
釉。 
貫入なし。 

残存部位は総釉。 
呉須の発色は鮮 
明。 京の内資料 

SA20
第2層 

下之御庭跡 
ほか資料 
木曳門跡 

蓋 
口径：30.4
器高：7.1
蓋甲直径： 

24.4

中蓋外側 

中蓋内側 

身 

蓋と身を 
含む全体 
の器高： 

口径：28.6
器高：2.8
底径：27.5

口径：10.7
器高：3.2

口径外側： 
30.4

口径内側： 
28.6

器高：10.2
高台径： 
22.6

17.3

京の内資料 
蓋 

SA20第2層 

中蓋 
SA19・20
畦2層 

身 
SA19第3層 

下之御庭跡 
ほか資料 
①城郭下 
⑩漏刻門 

⑪・⑬木曳門 

第41図 
５ 

元 
青 
花 
大 
合 
子 

蓋：内外面に総 
釉後に口唇部か 
ら内面口縁まで 
の釉を掻き取っ 
て露胎とする。呉 
須は暗青色でや 
や鮮明。 

中蓋：口唇部から 
内面全体に総釉 
する。外面口縁 
から底面までを 
露胎とする。呉須 
はない。 

身：露胎とする範 
囲は、外蓋と中 
蓋が接触する段 
違い二重（外側と 
内側）口縁の口 
唇部から内面口 
縁までの範囲と 
畳付から外底面 
までの範囲であ 
る。呉須は暗青 
色でやや鮮明。 

口唇部を呉須で縁取っている。外面の胴部には三爪龍と雲文
を描いている。内面の口縁部には蔓唐草文を描き、その真下に
界線を一条施している。内面胴部には型で起こした陽刻の三 
爪龍文が施されている。内底面（見込み）にはあやめ科の「ひおう
ぎ」を描いている。新たな破片（口縁・胴部・底部）資料の追加で、
三爪龍が一対であることが判明し、龍文の全体像を描くことが
できた。 
参考：首里城跡－京の内跡発掘調査報告書（Ⅰ）－沖縄県教委
1998年刊行の第55図９および首里城跡－下之御庭跡・用物座
跡・瑞泉門跡・漏刻門跡・廣福門跡・木曳門跡発掘調査報告書
－沖縄県立埋文センター2001年刊行の第27図１参照。 

蓋甲頂周に構図の中心となる人物を中央に配置（日輪とみられ
る円形文を描いていることから皇帝、皇太子、地方の国主、八仙
人などが考えられる。）し、左右に付き人とみられる女性を配置し
ているようである。左側の人物は鳥の羽で作られたとみられる大き
な団扇を持っているようである。人物の周辺には松、蕉葉文、草文
とみられる文様を描いている。蓋甲上面の周辺部には波濤文を
描く。この波濤文を内側と外側に二条一組の区画帯となる界線
で囲繞する。蓋甲上面の縁辺部は段差を設けて、段差の上下に
前述した区画帯となる二条一組の界線がある。更に蓋甲外面よ
り下位にも段差を設けて、段差の上下に二条一組の界線を施し
ている。この界線を境に上位に下向きのラマ式蓮弁を描き、弁内
に八宝文（珊瑚、陰陽板、銀錠、火炎宝珠）と樹花木を描いている。
下位には菊唐草文を描き、その真下を一条の界線で囲繞して文
様を区画する。中蓋は、蓋の外面口縁が身の内側口縁部に架か
るように口縁の断面を方形状に成形して、肥厚帯とする。中蓋の
内面中央寄りに輪状の仕切りを作って貼り付けている。この輪状
の仕切りを中心にして、板状に加工した仕切り板を５箇所に貼り
付けて区画を作っている。中蓋を６区画に仕切った盛り付け用の
容器としての利用が考えられる。身は、外側と内側に段違いの二
つの口縁を作っている。所謂二重口縁と称されるものの範疇にある。 
外側の口縁は外蓋を受け、内側口縁で中蓋を受けるように製作
されている。外蓋がずれないように内側に７㎜近く深く削り込んで
蓋受けの口唇とする。外側口縁端部から内面までの厚みは10.3
㎜を測る。参考までに内側の口唇部の幅は３㎜を測った。高台は
高めに成形されているが、外底面は平坦に浅く削り取られている。
畳付の外端を斜位に削り出して面を取っている。高台内面も斜位
に成形したため、畳付の幅は1.9～3.6㎜と狭くなっている。 
高台脇から胴下部までは丸味を持たせながら開いてきて、胴中
央付近の段差を境にして、胴部中央から口縁までほぼ垂直に移
行する器形である。身の外面口縁部には、蓋甲外面にみられる菊
唐草文を描き、上下に一条の界線を廻らして文様を区画する。胴
下部の段差直下と高台脇に一条の界線で区画し、この区画内に
ラマ式蓮弁文と垂下三葉文と滴文を描いている。内底面（見込み）
にも段差がある。この段差を利用して陰圏線を表現したようである。
新たな破片（①蓋甲上面、⑩・⑪身の口縁、⑬身の胴）部下部を
含む15片が確認）資料により、大合子の文様展開がある程度、
把握できた。 
参考：首里城跡－京の内跡発掘調査報告書（Ⅰ）－沖縄県教委
1998年刊行の第56図10～12および首里城跡－下之御庭跡・
用物座跡・瑞泉門跡・漏刻門跡・廣福門跡・木曳門跡発掘調査
報告書－沖縄県立埋文センター2001年刊行の第27図1～4参
照。人物の髪型は、特別展『吉祥－中国美術にこめられた意味』
収録の「89 八仙祝寿螺鈿八角盒子」（直径36.0㎝、高さ23.4
㎝。元時代14世紀。個人蔵。）東京国立博物館1998年10月
13日発行を参考にした。 

　注（ ）：推定、「－」：計測不可 



第13表③　国指定重要文化財（保存処理済み）陶磁器類観察一覧 単位：㎝ 

挿図番号 
遺物番号 

名称・ 
仮称 

口　径 
器　高 
高台径 

素地・釉色 
施釉・呉須 

（藍色）の発色 
観　察　事　項　等 

出土地点 
出土層 

第42図 
６ 

明 
青 
花 
花 
瓶 

京の内 
資料： 
14.0
41.4
12.8

下之御庭 
跡ほか 
資料： 
13.9
41.2
11.0

京の内資料 
：灰白色の 
微粒子。淡 
灰白色の透 
明釉。 
 
下之御庭跡 
ほか資料： 
灰白色の微 
粒子。淡青 
白色の透明 
釉。 

京の内資料：頸部に輪を銜えた獅子の面を二箇所に貼り付けた双耳 
（把手）花瓶である。口頸部からラッパ状に開いて、口縁を盤口とする。 
頸部下部より丸味を持たせながら肩部に移行し、そのまま腰部まで緩や 
かに窄まりながら、腰下部で一端くびれてから脚部で開いて、内側に閉 
まり気味にほぼ垂直に近い状態で底面まで移行する。下之御庭跡ほか 
出土資料も同一の器形であるが、胴部での器厚が10～13㎜と厚く均一 
的に調整されている。京の内資料の文様は、口縁に蔓唐草文、頸上部 
が蕉葉文を描いている。頸部中央には花唐草文、頸下部が下向きの蕉 
葉文を描く、胴部には主文となる松・竹・梅樹を描く。腰下部に雲堂手の 
波濤文を描き、脚部に幅広（12㎜）の界線を一条廻らす。その他に１条 
の界線を口縁端部、口縁部、頸部、脚部に囲繞する。二条一組の界線 
を頸部中央と下部および腰下部に施している。下之御庭跡ほか出土資 
料で、京の内資料と異なる箇所は、頸下部の下向きの蕉葉文が省略さ 
れている。表現方法では頸上部に描かれた蕉葉文の表現が京の内資 
料は中央葉脈を太く描き、白抜き葉脈の外周も太く描いているが、下之 
御庭跡ほか出土資料は、中央葉脈と外周の線が細い。また、主文の一 
つである松葉も京の内資料は細かく密に描くが、下之御庭跡ほか資料 
は松葉の線がやや太く粗目である。全体的に京の内資料より主文の表 
現が粗いようである。下之御庭跡ほか出土資料には胴部の主文に雲堂 
手の滝（縦線）と滝壺（渦巻き文）とみられるものが描かれている。下之御 
庭跡ほか出土資料も二次的な火熱を受けているものが多く、内面が黒く 
煤けるものが多い。外面への火熱の影響は少ない為、釉薬に透明感が 
あり、呉須も鮮明なものが多い。下之御庭跡ほか出土資料の新たな追 
加で、京の内資料と二個で一組のセットとして使用されたことが可能性と 
して高くなった。 
参考：首里城跡－京の内跡発掘調査報告書（Ⅰ）－沖縄県教委1998年 
刊行の第64図57および首里城跡－下之御庭跡・用物座跡・瑞泉門跡・ 
漏刻門跡・廣福門跡・木曳門跡発掘調査報告書－沖縄県立埋文セン 
ター2001年刊行の第31図18参照。 

京の内資料 
SA19・20
畦第3層 

下之御庭跡 
ほか資料 
用物座跡、 
木曳門跡、 
廣福門跡北 
西城郭下 

第43図 
７ 

白 
磁 
口 
禿 
杯 

10.5
6.9
5.2

灰白色の微 
粒子。淡灰 
白色のやや 
透明な釉。 

露胎する部位 
は、口唇部か 
ら口縁内面、 
畳付、見込み 

（内底）の三箇 
所である。特 
に見込みの釉 
は蛇ノ目状に 
掻き取ってい 
る。 
他面は総釉。 

京の内 
資料 
SA20
第3層 

下之御庭跡 
ほか資料 
廣福門跡 

〃 
8

褐 
釉 
磁 
器 
碗 
か 
鉢 

15.8
－ 
－ 

淡灰白色で 
光沢ある微 
粒子。茶褐 
色の釉。 

残存部位は総 
釉｡ 

京の内資料 
口縁部 

SA19・20
第2層 

胴部 
SA20第3層 

下之御庭跡 
ほか資料 
木曳門跡 

〃 
9

ベ 
ト 
ナ 
ム 
青 
花 
水 
注 

－ 
－ 
－ 

残存部位では 
外底面のみが 
露胎となる。 
やや鮮明な濃 
青色の呉須で 
濃淡を付けて 
描く。 

京の内資料 
SA19・20
畦第3層・ 
第4層 

下之御庭跡 
ほか資料 
用物座跡、 
城郭下 

（漏刻門一帯） 

　注（ ）：推定、「－」：計測不可 

京の内資料：
釉は内面口縁
から外面の底
部近くまで施
す。呉須の発
色 はやや鮮
明。 
 
下之御庭跡ほ
か資料：釉は
内面頸部付近
から底部近く
まで施す。 
呉須の発色は
鮮明。 

円筒形の杯。高台が若干外側に開き、高台は器壁が薄く、丁寧に仕上
げている。本来、口縁部に金環を被せたものとみられるが欠落している。
外面口縁から高台際まで、主文となる片切り彫りで蓮花を二箇所に配
置している。中国金朝（1114年～1234年）の時期に河北省曲陽縣定窯
で製作された製品である。今回、新たに確認（胴部～高台）された資料
とは、同一個体であり復元が可能となった。 
参考：首里城跡－京の内跡発掘調査報告書（Ⅰ）－沖縄県教委1998年 
刊行の第67図21および首里城跡－下之御庭跡・用物座跡・瑞泉門跡・ 
漏刻門跡・廣福門跡・木曳門跡発掘調査報告書－沖縄県立埋文セン 
ター2001年刊行の第26図49参照。 

薄手の外反碗、若しくは鉢。胴部で軽く外側に開きながら口縁部に移行
し、口縁で緩やかに外反する。口縁部から胴部までの器厚が1.6㎜～
2.5㎜と非常に薄く仕上げられている。器厚の薄さと、劈開面及び釉上か
らの観察では轆轤調整痕が認められない状況から判断すると轆轤成形
ではなく、型物成形が考えられる。茶褐色の釉を外面に施しているが 
内外面の口縁端部は、黒斑状に黒ずむ部分がみられることから焼成時
のものか。或いは二次的な火熱を受けて黒く変色したのかどうかについ
ては判然としないが、この部分のみ火熱の影響を受けてケロイド状となる。
中国景徳鎮窯の製品。類例はトルコのイスタンブールにあるオスマン・
トルコ帝国の古城であるトプカプ・サライ博物館にあるようである。 
参考：首里城跡－京の内跡発掘調査報告書（Ⅰ）－沖縄県教委1998年
刊行の第71図および首里城跡－下之御庭跡・用物座跡・瑞泉門跡・漏刻
門跡・廣福門跡・木曳門跡発掘調査報告書－沖縄県立埋文センター
2001年刊行の第53図参照。 

鳥形の水注で、鳥の胴下部から尾までの破片。型物水注で、内面の長
軸方向には底面から胴部まで繋ぎ目があり、これを雑に篦状の工具で
ナデ消している。尾の部分は中空きで、胴部の成形後に貼り合わせて
いる。外底面は二次的な火熱を受けて煤けて黒ずんでいる。文様は羽
と羽毛以外に右足のかかと及び指が一本確認されている。新たな資料

（底部：鳥の足）により、鳥の首と考えられていた部分が鳥の尾であ
ることが判明した。 
参考：首里城跡－京の内跡発掘調査報告書（Ⅰ）－沖縄県教委1998年
刊行の第77図10および首里城跡－下之御庭跡・用物座跡・瑞泉門跡・
漏刻門跡・廣福門跡・木曳門跡発掘調査報告書－沖縄県立埋文セン
ター2001年刊行の第56図20参照。 

黄灰色から
灰白色の細
粒子。劈開
面から微細
な黒色鉱物
を少量みら
れるが、希
に1 .2㎜の
サイズの茶
褐色の鉱物
が観察でき
る。釉は黄
白色の透明
釉。 



第13表④　国指定重要文化財（保存処理済み）陶磁器類観察一覧 単位：㎝ 

挿図番号 
遺物番号 

名称・ 
仮称 

口　径 
器　高  
高台径 

素地・釉色 
施釉・呉須 

（藍色）の発色 
観　察　事　項　等 

出土地点 
出土層 

第44図 
10

ベ 
ト 
ナ 
ム 
青 
花 
瓶 

玉 
壺 
春 
瓶 

京の内 
資料： 

8.9～9.2
30.8
9.0

下之御庭 
跡ほか 
資料： 

7.4～8.0
29.9

9.0～9.4

京の内資料：光 
沢のある灰白 
色の微粒子。 
素地に僅かに 
微細な灰黒色 
の鉱物を含む。 
劈開面から微 
細な気泡痕が 
多く観察でき 
る。灰白色のや 
や透明な釉。 
 
下之御庭跡ほ 
か資料：素地及 
び劈開面の状 
況や釉色は京 
の内資料と同 
じであった。 

京の内資料：外 
底面の畳付を除 
いて両面に施釉。 
外底面は鉄釉が 
雑に施され赤茶 
色となる。呉須は 
鮮明。 
 
下之御庭跡ほか 
資料：口縁および 
胴部は両面に施 
釉。高台は内面と 
高台外面まで施 
釉。畳付及び高 
台内面から外底 
近くまでが露胎と 
なる。呉須の発色 
はやや鮮明。 

京の内資料 
SA19・20
畦 第3層・ 
第4層 

下之御庭跡 
ほか資料 
木曳門跡、 
用物座跡 

第45図 
11

紅 
釉 
水 
注 

仙 
盞 
瓶 

京 の 内 
資料:
6.5
25.7
9.6

下之御庭 
跡ほ か 
資料： 
6.2
25.7
9.6

京の内資料：灰 
白色の微粒子。 
外面は紅釉（二 
次的な火熱を 
受けて赤銅色 
に変色）、内面 
及び外底面が 
青白色の透明 
釉。 
 
下之御庭跡ほ 
か資料：口縁部 
は内外面とも 
京の内資料と 
同じ。高台外面 
は全体的に濃 
赤銅色を帯び、 
部分的に紅釉。 
高台内面と外 
底面は青白色 
の透明釉。 

京の内資料：蓋は 
外面のみ施釉で、 
内面が露胎。畳付 

（高台外面途中か 
ら高台内面途中 
まで露胎）を除い 
て内外面に施釉。 
 
下之御庭跡ほか 
資料：口縁部は両 
面とも施釉。畳付 

（高台外面途中か 
ら高台内面途中 
まで露胎）を除い 
て両面に施釉。 

京の内資料 
SA19・20
畦 第3層・ 
第4層 

SA20直上・ 
第3層 

C-16 栗石内 

下之御庭跡 
ほか資料 
廣福門跡、 
木曳門跡、 
下之御庭跡 

 　注（ ）：推定、「－」：計測不可 

京の内資料：玉壺春瓶型の資料。口縁が八面に面取りされ、外
側に外反する。口縁の上面観が花弁状となる。八面の面取りは
口縁から胴上部まで実施され、胴上部では丸味のある４面とな
り、胴下部から面が取れて正円となっている。貼り付け文は一部
弁先の尖った丸味のある花弁を窓枠として胴上部（４個）、胴中
央（４個）、胴下部（４個）に貼り付けている。窓枠は12個となる。
窓枠内には本資料の主体文様が透かし彫りの浮き文が貼り付
けられていたようであるが、大半が剥落するため判然としない。
主文のあった窓枠をはじめ他の窓枠は、当初から貼り付けを想
定して、窓枠が配置される部分は白抜きとし、周辺を呉須で窓
枠を縁取るように輪郭を二重線で描き囲鐃する。呉須による文
様は、口縁から頸部中央まで蕉葉文、頸部中央に鋸歯文を上
下に噛み合うような文様を描き、その上下に二条一組の界線で
文様の区画帯とする。この区画帯直下から高台際までの文様と
文様の間には細かい菱形の格子目状の文様で空間を埋めて
いる。花唐草文は頸下部から高台脇まで描いている。 
 
下之御庭跡ほか資料：口縁が八面に面取りされ、高台が６面に
成形されている。窓枠は胴部に京の内資料と同様の花弁が貼り
付けられている。文様は外面口縁に鮮明な呉須で蕉葉文を描
き、内面口縁の八角縁に沿うように二重界線と垂下文を八角縁
の角に描いている。胴部には花唐草文を上下に描き、文様空間
をベタ塗りで空白を埋めている点が京の内資料（格子目状の
文様）とは異なっている。高台際に青海波文とみられる文様を
描き、その直下の高台脇に界線を一条施している。この青海
波文は京の内資料では確認できない。下之御庭跡ほか出土資
料の新たな追加で、京の内資料と二個で一組のセットとして使
用されたことが可能性として高くなった。 
参考①：首里城跡－京の内跡発掘調査報告書（Ⅰ）－沖縄県
教委1998年刊行の第67図21および首里城跡－下之御庭跡・
用物座跡・瑞泉門跡・漏刻門跡・廣福門跡・木曳門跡発掘調査
報告書－沖縄県立埋文センター2001年刊行の第26図49参
照。参考②：「前略・・・京の内から出土したベトナム製の青花貼
花文面取瓶である。・・・最近、ベトナム中部のホイアン沖合いか
ら引き揚げられた沈没船のなかに、完全な形のこの瓶がみつ
かった。窓の部分には鳳凰や竜の形が貼付けられていた。こ
の沈没船からは、同じようなものが数点発見されたが、・・・」亀
井明　（ベトナム青花貼花文瓶）「首里城京の内展によせて貿
易陶磁から見た大交易時代」４ 琉球新報　平成13年３月28日

（水）朝刊。 

京の内資料：口縁が盤口状となる仙盞瓶。頸下部は下張れの
扁壺気味となる水注。胴部の左側面には把手の根本が残り、右
側面に注ぎ口の一部が僅かに残存する。胴部中央に胴継ぎの
痕跡がある。高台の正面観はやや楕円形を呈する。文様は胴
部に主文となる陽蓮弁の花弁を一枚大きく逆さハートの様に高
台際から型で起こしたようである。花弁は両端を尖らせたものと
みられる。左側面の把手の根本部分は型起こしで、パルメット
文（若しくは垂下三葉文）を浮き文様で貼り付けている。 
 
下之御庭跡ほか資料：文様は胴部から高台際に京の内資料と
同一とみられる陽蓮弁文の花弁の一部が残存する。この陽蓮
弁文に内側に金彩を施した痕跡と浅い沈線で細く文様を描い
ているが構図が判然としない。新たに確認された紅釉水注から
二個一組で使用されたことが可能性として高くなった。また、下
之御庭跡ほかの資料から紅釉水注の主文となる陽蓮弁文の中
に金彩や文様を施していたことが確認できた。 
参考：首里城跡－京の内跡発掘調査報告書（Ⅰ）－沖縄県教
委1998年年刊行の第69図5～9および首里城跡－下之御庭跡・
用物座跡・瑞泉門跡・漏刻門跡・廣福門跡・木曳門跡発掘調査
報告書－沖縄県立埋文センター2001年刊行の第33図18参
照。 
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第16表　土壙SK01（倉庫跡）土器類観察一覧 
挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

観　察　事　項　等 素地・混入物・色調・釉色 名称・仮称 
出土地点 
出土層 

第46図 
図版29

１ 

土器（グスク 
土器）・壺形 

土器（グスク 
土器）・壺形 

土器の口縁 

胎土は泥質で細かい。胎土に細かい石灰 
質の砂粒を多量に含む。僅かに粗密（0.5 
～3.3㎜）な茶褐色及び灰黒色の物質（焼 
土？）を含む。色調は淡橙色を主体とする 
が、部分的に暗茶色や灰褐色を呈する。焼 
成は堅緻。 

壺の口縁破片。口縁は玉縁状に肥厚する。器面調整は内外 
面ともナデで仕上げているが、外面は内面より雑に仕上げて 
いる。内面には箆削りの痕跡がある。推算された口径は10.8 
㎝と求められた。 

SA28
第1層 

〃 
〃 
2 土器の底部 

胎土は泥質で細かい。胎土に細かい石灰 
質の砂粒を多量に含む。僅かに粗密な茶 
褐色及び灰黒色の物質（焼土？）を含む。 
特に茶褐色の物質は、粗目（５㎜前後）のも 
のが多く含まれ、目立っている。色調は淡 
橙色を基調とするが、部分的に外面が灰褐 
色を呈する。焼成は堅緻。 

SA19・20
畦第1層・ 
第2層 

SA19第4層 

〃 
〃 
3

瓦質土器・ 
浅鉢（深皿） 

胎土は瓦質で細かい。胎土に微細な雲母 
や白色鉱物を少量ながら含まれている。色 
調は灰白色。焼成は堅緻。本土産の瓦質 
土器の可能性が高い。 

植木鉢の受け皿などに利用されたものとして考えられる。口縁 
が内側に湾曲した浅鉢（深皿）で、口径推算が52.8㎝と求めら 
れた。口縁に直径２㎝の菊花文を型で起こした文様を施す。 
菊花文の上下には区画帯となる界線（幅2.4㎜）が施されてい 
る。口唇部及び外面には回転箆削りが観察される。内面は陶 
土の継ぎ足し部分に指圧を加えるが、消えきっていない。他 
は刷毛目様のナデ調整が雑に施されている。 

SA19
第4層 

〃 
〃 
4

坩堝 

胎土は泥質で細かい。胎土に細かい石灰 
質の砂粒を多量に含む。僅かに粗密な茶 
褐色及び灰黒色の物質（焼土？）を含んで 
いる。色調は外面が灰褐色を主体とする 
が、部分的に煤けたように黒ずんでいる。 
内面は灰色を呈する。焼成は堅緻。 

外面は器面の保持が悪く、軽石のようにアバタ状となってい 
る。僅かに存在する面は爛れている。内面も同様に剥落する。 
残存する面にはナデ調整が施されている。上記した１・２の土 
器と近似した素地と混入物である。 

SA20
第3層 

〃 
〃 
5

瓦製品 
（用途不明） 

胎土は瓦質で細かい。胎土に微細な雲母 
や細かい白色及び黒色の鉱物が少量含ま 
れている。色調は灰白色。焼成は堅緻。本 
土産の瓦製品の可能性が高い。 

SA19
栗石内 

〃 
〃 
6

タイ産土器 
（半練）蓋 

胎土は泥質で細かい。胎土に細かい石英？ 
を多量に含む。希に粗い（2㎜）黒色の鉱物 
を含む。色調は外面が灰白色を主体とし、 
部分的に暗褐色や黒色となる。内面は淡橙 
白色を主体とするが、部分的に暗褐色を呈 
する。焼成は堅緻。 

京の内資料 
SA20第3層 
下之御庭跡 
ほか資料 
城郭下（廣 
福門～漏刻 
門一帯か） 

第15表　土壙SK01(倉庫跡)瓦質土器出土状況 

第 
3
層 

一括 
遺物 
3層 

第 
4
層 

一括 
遺物 
第1層 

一括 
遺物 
2層 

第3層 
灰黄色 
土層 

畦床 
面清 
掃 

畦 
2
層 

11119

鉢 胴　部 11

浅鉢 口縁部 11

不明 胴　部 2 1 2 1 1 7

1 11 2 1 1 2 1 1 20

出土地 

器種 

合計 

合　計 

蓋（円盤状） 

SA19 SA20 SA19・20

第14表　土壙SK01(倉庫跡)土器出土状況 
SA28 SK01

一括 
遺物 
3層 

一括 
遺物 
4層 

畦 
第2
層 

畦床 
面清 
掃 

第 
1
層 

A下層 
第5層 

口縁部 1 1

底　部 1 1

不明 胴　部 1 2 1 2 1 1 8

1 2 1 2 1 1 1 1 10合　計 

合計 

出土地 

種類 

SA19
と20
の間 

一括遺 
物 

グスク 
土器 

壺 

SA19・20
畦第1層 
+第2層 

+SA19第 
4層 

SA19 SA19・20

上記１と同一個体とみられる。底面からの立ち上がりの部分
は、指圧を加えた後に、雑なナデ調整を加えている。立ち上
がり部分より上は箆削りや雑なナデ調整がみられる。内底
面は雑な指ナデで仕上げるが、それ以外は丁寧ナデで仕
上げている。外底面は雑なナデで調整を主体とするが、ナ
デ消しが徹底せず指圧や刷毛目が観察される。推算底径
17.2㎝。 

断面が方形状（短辺19㎜、長辺23㎜）となる用途不明の製
品。表面は摩滅する部分が多く、部分的に指圧痕をナデ消し
が確認される。上下の側面は箆削りをナデ消した痕跡やナデ
調整が観察される。裏面は陶土を継ぎ足した様な痕跡と僅か
な指圧痕が観察される程度である。全体的に大きな罅割れが
三面で確認されたことから生乾きの状態で型などから当該製
品を取り出した際に罅が発生したものとみられる。 

タイ産土器の蓋については、前回報告した京の内発掘調査
報告書（Ⅰ）では、62個体が推定されている。本資料を加える
と63個体が出土したこととなる。落し蓋で中央に宝珠形の撮を
作る。内面は蓋端部を折り返して、小さな方形状の肥厚を作っ
ている。肥厚帯の外端を箆とみられる工具を使用して削って
いる。内面は丁寧で同心円状にナデ調整を加えている。外面
はナデを主体に施しているが部分的に箆削りがみられる。
ナデの方向は一定しないが丁寧である。直径12.4㎝。 





第17表　土壙SK01（倉庫跡）陶磁器類観察一覧 
挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

観　察　事　項　等 素地・混入物・色調・釉色 名称・仮称 
出土地点 
出土層 

第47図 
図版30

１ 

元青花 
大合子 

（中蓋） 

素地は灰白色の細粒子。釉色は淡青白 
色の釉。貫入はない。 

SA20
第2層 

〃 
〃 
2

黒釉陶器 
（天目茶碗・ 

口縁） 

素地は濃灰色の粗粒子。微細な黒色鉱 
物や長石を含む。劈開面に微細な気泡 
痕が多く観察される。釉色は黒色の釉。 
貫入はない。 

いわゆる「建盞」タイプの口縁に近い破片。推算された口径が 
11.5㎝と求められた。口縁部のひねり返しが明瞭で、直口口縁 
となる。口唇部を舌状に尖らせている。口唇部の釉は薄く、褐 
色を呈する。福州　候縣南嶼窯産。 

SA20
第2層 

〃 
〃 
3

黒釉陶器 
（天目茶碗・ 

胴部） 

素地は黄白色の細粒子。微細な黒色鉱 
物を僅かに含む。劈開面に微細な気泡 
痕が僅かに観察される。釉色は茶褐色 
の釉。貫入はない。 

高台脇から破損した胴部破片。釉は残存部位の外面胴中央 
から内面に施釉。胴下部は露胎。　候縣鴻尾窯産。 SA19・20

畦第3層 

〃 
〃 
4

黒釉陶器 
（天目茶碗・ 

胴部） 

素地は灰白色の細粒子。微細な黒色や 
白色の鉱物を少量含む。釉色は黒色の 
釉。貫入はない。 

高台際に近い胴部破片。釉は残存部位の外面胴中央から内 
面に施釉。胴下部は露胎。福州寧徳市飛鸞窯。 

SA20
第3層 

〃 
〃 
5

瑠璃釉 
（碗か鉢） 

素地は灰白色の微粒子。釉色は藍色の 
釉。貫入はない。 

胴部破片。金彩は確認できない。中国景徳鎮窯。 SA19
畦第2層 

〃 
〃 
6

三彩 
瓶か緑釉瓶 

素地は黄白色の粗粒子。微細な黒色鉱 
物を僅かに含む。釉色は淡緑色。微細 
な貫入が観察できる。 

中国華南三彩瓶、若しくは緑釉瓶とみられるもので、瓶頸部の 
破片である。丸彫りで界線（幅1.4㎜）を施す。内面の器面調整 
は丁寧な回転擦痕。 

SA19・20
畦第2層 

〃 
〃 
７ 

三彩 
鶴形水注か 
鴨形水注・ 

胴部 

素地は黄白色の粗粒子。微細な黒色の 
鉱物が僅かに含まれているが、僅かな 
がら粗い長石（2.9㎜×4.9㎜）も確認 
できる。釉色は淡緑色を主体に部分的 
に黄色と茶褐色の二色が確認される。 
微細な貫入が観察できる。 

中国華南三彩鶴形水注、若しくは鴨形水注の羽の部分にあた 
る破片。羽の文様は型で起こした陽文。内面は陶土を型に押 
し込んた際の指圧痕や指ナデが観察できる。 SA19・20

畦第2層 

〃 
〃 
８ 

三彩 
鶴形水注・ 

胴部 

素地は黄白色の粗粒子。微細な茶褐色 
の鉱物が僅かに含まれている。釉色は 
淡緑色のみが確認できる。微細な貫入 
が観察できる。 

中国華南三彩鶴形水注の側面破片（型から取り出した陶土を 
合わせるために側面の補強をおこなった陶土の継ぎ足し部分 
の破片）。内面に器面調整で施された右上がりの丁寧な指ナ 
デが観察できる。 

SA19・20
畦第2層 

〃 
〃 
９ 

中国産陶器 

素地は橙白色の粗粒子。細かい長石？ 
と粗い茶褐色の鉱物を少量含む。下地 
に白化粧土を施し、絵付け後に白濁し 
た透明釉を施す。細かい貫入がみられ 
る。 

鉄釉による文様とみられるものを描いた壺の胴部破片。文様は 
筆書きでなされているが、構図は不明である。内面に雑な指ナ 
デがみられる。内面に淡い茶色の透明釉が垂れている。 

SA19北側延長 
部分で確認 
されたSK02
第9層出土 

〃 
〃 
10

ベトナム産 
の壺か瓶 

素地は灰白色の細粒子。微細な黒色及 
び白色の鉱物を少量含む。劈開面から 
微細な気泡痕が多くみられる。外面は 
露胎のままであるが、内面に灰白色の 
釉が垂れている。 

壺か瓶の頸部破片。外面に轆轤成形時の回転擦痕（指ナデ） 
を主体に刷毛目状の擦痕が部分的にみられる。内面にも回転 
擦痕が丁寧に施されているが、擦痕の目は外面よりも粗い。 

SA19
栗石内 

第41図５に報告した元青花大合子の中蓋と同一の資料とみら
れるが、器壁が3.27㎜と薄い点や肥厚帯の幅などから直線的
に接合ができなかった。同一個体の可能性もあるが判然とし
なかった。口縁に方形状に成形して、肥厚帯を作る。内面口縁
には内側を区画する板状の仕切りを貼り付けた痕跡がある。釉
は口唇から内面に施されている。外面は露胎する。外面口縁
から口唇部の一部には鉄錆が付着する。内面は火熱を受けて
黒い斑点がみられる。 



第18表　土壙SK01（倉庫跡）中世陶器観察一覧 

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

名称・ 
仮称 

観　察　事　項　等 素地・混入物・色調・釉色 
出土地点 
出土層 

第48図 
図版31

１ 

備前焼 
壺の 
口縁 

素地は灰褐色の粗粒子。素地に粗い茶黒 
色や白色（長石？）の鉱物を多量に含む。劈 
開面から白色の陶土が縞状に入っている。 
自然釉とみられ暗茶色の釉が内面口縁から 
外面まで掛かっている。焼成は堅緻。 

SA20
第3層 

〃 
〃 
2

備前焼 
壺の 

肩部～ 
底部 

素地は光沢のある灰褐色の粗粒子。素地に 
粗い茶黒色や白色（長石？）の鉱物を多量 
に含む。自然釉とみられ黄緑色の釉が外面 
にのみ観察できる。焼成は堅緻。 

文様は肩上部と胴部に施されている。肩上部に４本単位の櫛目をもちいて 
横位の沈線を廻らし、胴部は６本単位の櫛目で横位の沈線を施している。 
上下の櫛描き沈線の間に本来描かれるはずの櫛目波状文が欠落してい 
る。外面の器面調整は釉などで隠れてみえないが部分的に篦削りの痕跡が 
確認できる程度である。内面は雑な轆轤成形痕（回転擦痕）が観察できる。 
胴部の最大径は29.8㎝を求めた。 

SA19・20
畦第2層 
・第3層 

〃 
〃 
3

備前焼 
壺の 

肩部～ 
胴部 

素地は光沢のある灰褐色の粗粒子。素地に 
粗い白色（長石？）の鉱物を多量に含み、希 
に茶褐色の鉱物を含む。自然釉とみられ茶 
褐色の釉が外面の肩部から胴部で観察でき 
る。但し、肩部は火熱を受けて釉が暗褐色 
や茶白色に変色する。焼成は堅緻。 

肩部に断面が歪な扁楕円形状の耳（把手）を貼り付けている。肩部に不鮮 
明な重ね焼きの際の目跡が帯状に観察される。外面の肩部から胴部までは 
丁寧に器面を調整しているようであるが、胴下部から雑な状態となり、篦削り 
を消し忘れている部分がみられる。底部も箆削りをナデ消しているが徹底 
せず、雑な仕上げとなっている。内面も外面と同様に肩部から胴部まで比 
較的に丁寧にナデ様の轆轤成形を加えているが、底部は轆轤痕が深めに 
粗く残っている。胴部の最大径は39㎝、底部は14.8㎝を求めた。 

SA19・20
畦第2層 
・第4層 

〃 
〃 
4

備前焼 
壺の 
底部 

素地は灰褐色の細粒子。素地は他と比較し 
て細かく、微細な白色（長石？）の鉱物を多 
量に含み、希に茶褐色の鉱物を含む。施釉 
は認められない。露胎である。焼成は堅緻。 

底面からの立ち上がりは、内側に若干、閉じ気味に直線的に胴部へ移行す 
るようである。外面は雑な回転擦痕がみられる。特に底面から立ち上がり部 
分は雑に仕上げている。内面は外面よりやや丁寧な回転擦痕がみられる 
が、底面は轆轤痕が消されていない。器色は両面とも灰褐色を主体とし、部 
分的に赤茶色を帯びている。底部は26.8㎝を求めた。 

SA19・20
畦第2層 

SA19第3層 

口縁の玉縁は陶土を折り返して肥厚とする。肥厚帯下端に削りを加えて軽く
成形する。外面の肥厚帯と口縁は主に目の細かい擦痕で調整しているが、
部分的に指圧痕が確認できる。裏面は雑で目の粗い回転擦痕で調整す
る。推算された口径は17.6㎝と求められた。 





第21表　土壙SK01（倉庫跡）陶磁器類観察一覧 

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

観　察　事　項　等 素地・混入物・色調・釉色 名称・仮称 
出土地点 
出土層 

第49図 
図版32

１ 

沖縄産無釉陶器 
蓋 

素地は茶紫色の細粒子。微細な白色 
鉱物を少量含む。無釉。焼成は堅緻。 

蓋甲外端部を方形状に成形。内外面ともに回転擦痕がみられ 
る。外面の擦痕は目が細かい。推算直径13.6m。 

SA19
栗石内 

〃 
〃 
2

沖縄産無釉陶器 
蓋 

素地は茶紫色の細粒子。素地に細か 
い白色鉱物を多量に含む。希に粗い 
茶褐色の鉱物がみられる。外面にの 
み濃緑色の釉を施す。焼成は堅緻。 

蓋甲外端部を舌状に成形。外面は釉で覆われていて器面調整 
は確認できないが、端部近くが露胎するため、当該部分ではナ 
デ（水引き）のようである。内面は回転擦痕がみられる。推算直径 
14.4㎝。 

SA19・20
畦第3層 

〃 
〃 
3

本土産磁器 
小碗 

小碗の口縁破片で、口縁端部で僅かに外反する。文様は外面口 
縁に界線で囲繞し、その直下に筆書きで縦位に四本の線を描く 
が、内側の二本は太い筆書きで描く。左側に竹葉文と字款とみら 
れるものを描いている。内面には歪で横広がりとなった崩れた四 
方襷文を描いている。 

SA19
覆土 

〃 
〃 
4

円盤状製品 
（遊具） 

素地は橙白色の細粒子。外面に黄緑 
色の釉を施す。内面は茶褐色の釉が 
掛かっている。 

中国産褐釉陶器の胴部破片を遊具として加工したものである。加 
工は打割調整のみで実施されていて、主に外面から打ち欠いて 
いる。 

SA19・20
畦第3層 

〃 
〃 
5

円盤状製品 
（遊具） 

素地は黄白色の細粒子。両面に茶褐 
色の釉を施す。 

中国産褐釉陶器の胴部破片を遊具として加工したものである。加 
工は打割調整のみで実施されている。打割調整は外面から三回 
程度打ち欠き、内面から４回程度打ち欠いているようである。 

SA19
第3層 

第20表　土壙SK01（倉庫跡）円盤状製品出土状況 
SA19 SA20

第3層 第3層 畦3層 畦4層 

褐釉陶器 1 2 1 1 5

合　計 1 2 1 1 5

合計 
出土地 

種類 

SA19・20SA19・20

栗石 
内 

一括遺物 
2層 

一括遺物 
2層 

第3層 第4層 畦3層 

211

壺 胴部 1 1 1 1 1 5

1 1 1 1 1 2 7

第19表　土壙SK01（倉庫跡） 
 沖縄産無釉陶器出土状況 

合　計 

出土地 

器種・部位 

合計 

蓋 

SA19 SA20

素地は光沢のある淡灰白色の微粒子。
淡灰白色の釉。呉須は濃青色。 
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第23表①　国指定重要文化財（保存処理未）金属製品観察一覧 単位：㎜/g

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

分類 
名称 
仮称 

材　質 
残存 
重量 

残存長 
（縦） 

残存幅（横） 
残存厚 

観　察　事　項 
出土地点 
出土層 

第50図 
図版33

1

工具類・ 
生産用具 

釘 
鉄製品 93.4

194.5
（≒6寸 

4分） 

18.7
15.8

16.2 17.0
SA20
第3層 

〃 
〃 
2

〃 
釘 

鉄製品 115.5
188.7

（≒6寸 
2分） 

20.8
15.4

19.5 20.8
SA19
第4層 

〃 
〃 
3

〃 
釘 

鉄製品 74.4
136.3

（≒4寸 
5分） 

22.0
22.3

28.5 18.1
SA20
第3層 

〃 
〃 
4

〃 
釘 

鉄製品 13.4
93.2

（≒3
寸） 

7.8
7.5

7.7 9.4
SA19・20
畦2層 

〃 
〃 
5

〃 
釘 

鉄製品 10.8
64.4

（≒2寸 
1分） 

8.5
7.8

7.8 10.0
SA20
第4層 

〃 
〃 
6

〃 
釘 

鉄製品 9.9
70.2

（≒2寸 
3分） 

7.4
7.44

8.59 10.2
SA20

一括遺物 
1層 

〃 
〃 
7

〃 
釘 

鉄製品 6.8
63.2

（≒2
寸） 

5.4
6.3

9.7 9.3
SA20
第3層 

〃 
〃 
8

〃 
釘 

鉄製品 5.9
63.6

（≒2
寸） 

4.6
4.2

6.2 9.6
SA19・20
畦2層 

〃 
〃 
9

〃 
釘 

鉄製品 7.0
69.0

（≒1寸 
6分） 

8.6
7.2

7.9 11.6
SA20

一括遺物 
1層 

〃 
〃 
10

〃 
釘 

鉄製品 2.5
41.0

（≒1寸 
3分） 

4.1
3.6

― ― 
SA19・20
畦2層 

〃 
〃 
11

〃 
釘 

鉄製品 2.3
33.5

（≒1寸 
1分） 

4.7
4.6

― 9.6
SA19・20
畦4層 

〃 
〃 
12

〃 
釘 

鉄製品 2.0
27.1

（≒8
分） 

3.2
3.1

10.6 9.2
SK01-A
中層 

（4層） 

〃 
〃 
13

〃 
針？ 

鉄製品 2.2
33.2

（≒1寸 
弱） 

4.5
2.9

5.6 7.6
SA20
第3層 

〃 
〃 
14

〃 
鋲 

青銅 
製品 

0.8 18.9
2.0

全体1.7
（0.7/0.6） 

8.3 8.1
SA19
第4層 

〃 
〃 
15

〃 
八双金物の 
留め金具 

青銅 
製品 

1.4 － 
－ 
2.6

15.3 13.4
SA19・20
畦2層 

頭　部 

頭部の大部分と尖端の一部が破損した角釘。錆による劣化が著しく
非常に脆い状態にある。正面の一部と左側面に本来の形状を留め
ている程度で他面は、剥離して地金が露出した状況にある。正面の
右側は身に沿うように頭部から尖端方向に罅が入っている。 

頭部の大部分が破損した角釘。各面とも錆による罅が入り、両側面
に剥離が発生し非常に脆い状態にある。右側面の尖端近くで剥離
がみられ地金が露出している。 

頭部の大部分と尖端の一部が破損した角釘。各面には錆や罅が
入っている。表面の身部中央付近は錆の進行が著しく地金まで達
し、身が細くなっている。 

頭部が錆で脹れる。尖端が使用によって潰れて丸味を持った角釘。
全体的に錆で覆われている。裏面の頭部近くに小さな罅割れが
縦方向に入っている。 

頭部の半分程度が欠落し、身の大半が破損した角釘。身の大半が
錆によって地金を損失し、身の横断面が歪な菱形状となる。頭部は
錆脹れや錆瘤の破裂がみられる。 

頭部の作りは頭部となる部分を三角形状に尖らせてから尖端を折
り曲げて身と接着する。身上部の頭部に近い部分は身より若干
厚みが薄い。尖端は使用によって潰れている。ほぼ完形か。 

武具や調度品などに使用された飾り鋲とみられるもので、頭部の表
面を段上（圏線を表現か）に成形する。頭部裏面は窪んでいて、窪
みの中央に二股にわれた身を取り付けている。 

一部を欠損した菊座金具で、二股鋲の身（全体の厚み2.3㎜、単独
での厚み1.2㎜と1.4㎜。）が接着している。鋲の孔は方形を呈し、
サイズは一辺が2.7㎜四方であったものが、一部が使用によって
変形し五角形状の孔となっている。座の破損面及び周辺から青錆
が発生している。菊花は弁先と弁軸（花弁を一枚ずつ表現してい
る為、弁軸が二本単位となる）が一致していて丁寧であるが、青錆
による侵食や使用時の潰れなどでやや不鮮明である。 

身部の屈曲部分から折れ曲った角釘。身部の中央から下は形状
が比較的に残っている。中央付近に錆瘤が観察できる。 

　　〃　　。身の下半部で形状を窺い知ることができる程度、他の
面は錆で覆われている。右側面中央付近に錆瘤が破裂している。
裏面の身中央より下は錆による罅が観察される。 

　　〃　　。頭部近くの身上部では錆による地金の侵食で身幅が
3.5㎜と細くなっている。表裏面とも罅が身に沿うような形で入っ
ている。身下部分も地金が浸食されている。 

尖端部が僅かに欠損した角釘。身部が楔に近い形状や類例などか
ら判断すると船釘などに多用される特殊な釘に近似するようである。
表裏面とも錆汁が凝固する際に細片化した炭を取り込んでいる。 

頭部の大部分と尖端の一部が破損した角釘。火災によって焼失し
た建築部材などの木片や炭などの細片が各面に多量に付着してい
て釘の形状が把握しにくいため、角釘の頭部及び身部が殆ど観察
できない。 

頭部の大部分が破損した角釘。身の尖端は使用によって潰れて小
さな磨面となっている。表面の錆には罅が入っている。右側面と裏
面に一部は錆が剥離し地金が露出している。また、裏面の一部に
は小さな錆汁が凝固した錆瘤がみられる。 

頭部の大部分と尖端の一部が破損した角釘。正面の身部中央より
下に錆瘤が発生し表面に石灰岩の細片や炭などが付着する。錆で
釘全体が覆われて観察が困難ではあるが、各面の縁端部分で僅かに
釘の形状を窺い知ることができる程度である。 





第23表②　国指定重要文化財（保存処理未）金属製品観察一覧 単位：㎜/g

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

材質 
残存 
重量 

残存長 
（縦） 

残存幅 
（横） 

残存 
厚 

観　察　事　項 
出土地点 
出土層 

第51図 
図版34

16

工具類・ 
生産用具 
受け金具 

鉄 
製 
品 

4.8 26.9 16.0 6.0
SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
17

〃 
受け金具 

鉄 
製 
品 

4.0 30.2 13.2 4.5
SA20
第2層 

〃 
〃 
18

〃 
受け金具 

青 
銅 
製 
品 

4.5 27.7 19.7 5.7
SA19・20
畦床面 
清掃 

〃 
〃 
19

〃 
受け金具 

鉄 
製 
品 

3.3 26.1 － 6.0
SA20
第2層 

〃 
〃 
20

〃 
蝶番受け 

金具 

鉄 
製 
品 

36.8 36.3 62.9

身2.9
身と 

軸受け 
12.2

SA20
第4層 

〃 
〃 
21

〃 
蝶番 

青 
銅 
製 
品 

7.7
12.4～ 
13.7

84.4

身0.6
身と 

軸受け 
11.0

SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
22

〃 
把手 

青 
銅 
製 
品 

9.2 46.4 5.6 5.6
SA20
第3層 

〃 
〃 
23

〃 
調度品 
飾金具 

（縁金具） 

青 
銅 
製 
品 

18.1
縦28.4
～34.2

横67.5
～86.3

0.4～ 
0.6

SA19・20
畦2層 

〃 
〃 
24

〃 
蝶番？ 

青 
銅 
製 
品 

7.9 44.2 42.8
0.5～ 
1.1

SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
25

〃 
装飾金具 

青 
銅 
製 
品 

12.8 30.1 49.2
1.4～ 
4.4

SA20
一括遺物 

2層 

〃 
〃 
26

〃 
装飾品？ 

青 
銅 
製 
品 

32.4 8.5 9.2
0.1
0.05

SA19・20
畦3層 

環状の受け金具は厚さ2.4～3.3㎜、幅4.9～6.1㎜の棒状となった鉄板を輪状に加
工した軸受け金具である。受け金具の内径は8.4㎜を測る。外側の受け部の下端
から二股に折れた屈曲部までの長さは7.5㎜を測ることから使用された板材は厚さ
7.5㎜程度が推定される。表面は全体的に錆で覆われていて部分的に錆汁がバリ状
に身からはみでている。罅割れも観察される。 

環状の受け金具は厚さ2.4～3.1㎜、幅4.3～6.0㎜の棒状となった鉄板を輪状に加
工した軸受け金具である。受け金具の内径は4.6㎜を測る。外側の受け部下端か
ら二股に折れた屈曲部までの長さは12.0㎜を測ることから使用された板材は厚さ
12.0㎜程度が推定される。全体的に錆で覆われている。特に表面の頭部左側は錆
汁が円形状に凝固したバリとなって頭部からはみでている。 

蝶番受け金具。正面観が扁楕円形となる受け金具で中央に軸受けの筒金具が折り
返しによって製作されている状況から判断すると鋳物製法で製作された可能性が
ある。正面軸受けの左側には、隣接した形で頭部が丸形となる鉄鋲を軸受の中央
よりに上下２ヶ所、左端に１ヶ所、計三ヶ所に打ち込んでいる。左側の鋲は錆で覆わ
れ、確認しにくいが、裏面では折れた鋲の身部などが三ケ所で確認できる。正面
右側も軸受けに隣接するように上下２ヶ所に打ち込まれているが、下位の鋲は頭部
が欠落している。右端の鋲は欠損している。使用された丸形鋲の直径は9.6㎜を測
った。軸受け内部は鉄汁などで孔の空間が塞がれているが、錆汁など形状から直
径3.7㎜程度の孔が推定される。軸受けの中央には中国産褐釉陶器壺の胴部片が
錆汁によって付着している。 

青銅製の蝶番受け金具。正面観が隅丸の短冊状となる受け金具で、右端に軸受け
の筒を設けている。軸受けの筒は鉄製の棒などに巻き付けながら製作したようであ
る。正面左端は鋏、若しくは鏨で切り落とされている。端よりに直径2.7㎜の小孔が
穿たれている。孔の中には折れた鋲の身部が残っている。軸受けの内径は6.2～
7.4㎜を測る。 

把手のサイズや形状などから推定すると小振りの調度品や小型の容器などに取り付
けられたものと推察される。把手表面は無造作に細かく削り込んだような調整があ
り、削り様の調整後に、多面となった稜の潰しを兼ねた研磨が施されている。屈曲部
分の内側には折り曲げの際に発生した罅が二・三箇所で確認できる。把手右上端
面は他の金具との接合部とみられこの面から折れている。 

大型の櫃など調度品の角縁に使用された飾金具。文様は火災の影響を受けて表面
がケロイド状となる部分が多く、主体となる文様は不明であるが、葉文と唐草文の二
種類が確認できる程度である。縁沿いの沈線は蹴彫りで表現される。文様間の隙間
を埋める魚々子は規則的に並列に打ち付けた部分とまばらに充填打とする部分
がみられる。縁金具の右側に二箇所の小孔（上位の孔径は2.4㎜、下位の孔径が1.9）
㎜）を穿っている。上位の孔には青銅製の丸釘が填った状態で折れている。左端沿
いの角縁は、別の飾金具との接合部分に当たり、当該部位の下部は火熱を受けて
溶けて氷柱状に固まっている。裏面も大半が火災の影響を受けてケロイド状となる。
緑青は表面上部に多くみられる。 

蝶番金具、若しくは扉金具とみられる。正面観が花弁を半裁した花弁形の金具で、
釘孔の痕跡が三箇所で確認されている。釘孔は3.2㎜を測る。火災による火熱の影
響で金属が溶けている部分やケロイド状となる箇所が表裏面で観察できる。花弁は
形状（幅2.4㎜）に合わせて表面に鏨を打ち込んで、単線を繋ぎ合わせるように蹴
彫りで花弁を表現している。他の文様は緑青や火熱の影響でケロイド状となるた
め判然としない。 

調度品や容器などに取り付けられたと考えられる飾金具の破片。鋳型による型物製
品で、内面が大きく窪んで凹面となる。縁沿いの縁辺部と裏面は火災による影響を
受けてケロイド状となっている。部分的に二次的な火熱を受けて素材が溶けて、
再度凝固している。文様の構図は植物なのか動物なのか不明。 

調度品などに利用された装飾品、若しくは刀剣や薙刀などの逆輪が開いたような製
品。上部が魚の尾鰭状となり、尾鰭の根本近くを逆さハート形に刳り取っている。
ハート形の刳り抜き以外に釘孔はない。表面は緑青で全体的に覆われている。内面
は外面よりも面の保持が悪く、緑青の進行によって黄白色や白色を帯びる部分がみ
られる。その他に鉄錆汁が固まったものや青銅片などの不純物が付着している。 

形状や身の折り曲げがないことから柱や厚手の板材に打ち込んで使用した環状の
受け金具とみられる。受け金具は厚さ3.3～3.5㎜、幅4.5㎜に棒状となった鉄板を折
り曲げて軸受け金具として製作。受け部の輪は変型はしているが輪の歪みが小さい
ところでは内径が5.5㎜を測る。身の中央には錆瘤や錆汁が凝固し、身からはみで
ている。 

両端の尖った青銅製の板材を環状に加工した受け金具。板材の厚さは1.2～2.4
㎜、幅2.7～5.7㎜板材を折り曲げて製作。受け金具の内径は8.6～13.8㎜を測る。
外側の受け部下端から二股に折れた屈曲部までの長さは7.7㎜を測ることから使用
された板材は厚さ7.7㎜程度が推定される。頭部は板材への打ち込みで楕円形状
に変形している。青錆は表面に露出した部分に集中し、板材に打ち込まれた身部
は錆が極端に少ない。 

分類 
名称 
仮称 
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第51図 
図版34

27

装身具 
簪 

青 
銅 
製 
品 

1.4 12.6 14.5
1.4
2.5

SA20
一括遺物 

2層 

〃 
〃 
28

工具類・ 
生産用具 
透し飾り 

金具 

青 
銅 
製 
品 

0.7 9.7 19.2 0.7～1.3
SA20
第3層 

〃 
〃 
29

〃 
刀子 

鉄 
製 
品 

18.9
18.4～ 
21.7

84.4 1.6～2.2
SA20

一括遺物 
1層 

〃 
〃 
30

装身具 
簪 

青 
銅 
製 
品 

9.1 116.6
頭部 
12.6

2.8～3.6
SA20

一括遺物 
1層 

第52図 
図版35

31

祭祀用具 
鈴 

青 
銅 
製 
品 

23.3 37.1
31.4～ 
37.0

0.7～0.9
SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
32

〃 
鈴 

青 
銅 
製 
品 

11.7 27.8

紐通し 
の輪： 
3.7

身：76.4

紐通しの 
輪：1.1
身：0.7
～0.8

SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
33

〃 
鈴 

青 
銅 
製 
品 

10.0 33 38.4 0.7
SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
34

〃 
花瓶 

青 
銅 
製 
品 

114.8 62.7 133.9
肥厚部： 

6.1
身：1.6

SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
35

〃 
花瓶 

青 
銅 
製 
品 

73.6 58.0 75.9
肥厚部： 

5.2
身：1.6

SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
36

生活用具 
鍋 

鉄 
製 
品 

69.2 71.4 87.9 1.4～3.1
SA20
第2層 

〃 
〃 
37

〃 
鍋？or蓋 

鉄 
製 
品 

160.0 65.8 87.1 2.1～6.9
SA20
第2層 

〃 
〃 
38

〃 
鍋 

鉄 
製 
品 

130.7 110.3 78.2 3.8

鍋の底部破片。底面からの立ち上がりの部分で緩やかに丸味を保持しながら外 
側に大きく開いて胴部に移行するタイプの鍋が推定される。内外面は錆で厚く 
覆われている。両面とも錆汁の凝固、錆瘤、罅割れ、石灰分の付着などが観察 
できる。特に錆瘤は底面で大きく成長している。その他に底面には錆汁が凝固 
する際に取り込まれた中国産青磁碗の破片が付着している。 

SA19
第3層 

簪（髪差）の頭部（カブ）。表面の一部と裏面は火災の影響を受けてケロイド状と
なっている。特に裏面は火災の影響が著しい。カブは精巧な梅花を表現したも
のとみられ、中央の凸部に雄蕊の花糸と葯（花粉の入った袋）を陽刻（別途で文
様の型を彫り込んだ工具で打ち抜いた為、中央の凸部から文様がずれている）
で表現している。中央に竿と連結する際の四角形状の小孔（１㎜四方）が穿た
れている。 

透しのある飾り金具の破片で、二次的な火熱の影響を受けて表裏面ともケロイ
ド状となり器面の保持が悪く、文様の構図が把握できない。中央付近の透しは、
二箇所のみ残存し歪な扁楕円形状となっている。縁辺部は摩滅している。 

切先の先端にみられる突起は、錆汁が凝固して膨らんだもので錆瘤とみられ
る。表裏面とも錆で覆われていて錆汁が凝固しケロイド状となる。刃から切先まで
は緩やかに湾曲する。刃の欠落箇所は使用時に欠損したのか、或いは錆によっ
て欠落かどうかについては判然としない。 

全体的に錆の影響を受けていて竿の上部に鉄分が付着して赤茶色となる。竿上
部から先端までは緑青による腐蝕で面の保持が悪い。髪差頭部（カブ）の花径
は上部10.4㎜、下部が12.5㎜、花厚5.4㎜を測る。竿長は110.9㎜を測る。竿の
断面は丸形となっている。カブの側面には二条の沈線（幅1㎜）が囲繞する。カ
ブの上面は凹面で、中央から若干ずれた箇所に竿が接続されている。 

球形の鈴で上部が欠落する。全体的に緑青で覆われ、下部は錆汁によって取り
込まれた石灰岩の小礫（５㎜×10㎜）や砂礫などが付着する。また、鈴内部にも
青銅製品の破片や砂礫が溜まっている。鈴下部の一文字の孔の両端は二股で
ハート形に空いている。 

鈴が縦方向に割れたものが再度、錆汁で付着した資料で、左側が鈴の下部で
一文字の孔を境に割れている。右側が鈴上部の破片で紐通しの輪が残ってい
る。表裏面とも火災の影響を受けて表面がケロイド状となる。緑青は右側の内
面に集中し、液体のように染み込んだ痕がみられる。紐通しの輪と鈴上部の接
合は強固で隙間がない。 

上記、32と同一の個体。鈴上部と下部が重なった状態にある。表面は鈴上部と
下部を接合する際の凸帯があり、その直下に鈴下部に設けられた一文字の孔が
観察できる。内面は火災による高温で鈴上部が虫食いの様な状態で消失し、一
部は素材が溶けて密着している。緑青は両面で部分的に観察できる。 

口縁部が半分近く残存。推算された口径は14.5cmであった。口縁の肥厚は断
面が三角縁状を呈する。腰下部で「く」の字状に屈曲する。口縁形態や腰下部
の屈曲状況などから類似資料を求めると、時代は下るが18～19世紀に琉球で
製作された龍耳花瓶（沖縄県立博物館・美術館収蔵品）の口縁部などに近似す
るようである。緑青が器面全体に広がり、一部に於いては地金が白く変色する
部分もみられる。器面の保持が悪く、非常に脆くなっている。外面には陽刻の鋳
型で雷文帯と二条一組の界線を雷文帯の上位と下位に施している。単体の雷
文は二種類の文様パターンで構成され、左側の雷文は、雷文の中心で反時計
回りと時計回りに外側方向に広がっている。右側の雷文は中心から時計回りに
外側に広がっている。 

上記、34と同一の個体とみられる。外面の口唇付近と内面に他の破片が密着し
た状態で重なっている。合計３枚の破片が重なっている。口縁の肥厚は断面が
三角縁状を呈する。腰下部で「く」の字状に屈曲する。緑青が器面全体に広がっ
ている。外面には陽刻の鋳型で雷文帯と二条一組の界線を雷文帯の上位と下
位に施している。雷文は一種類のみ文様の展開パターンが確認される。確認さ
れた雷文の文様展開のパターンは中心から時計回りに外側に広がっているもの
であった。内面の一部は地金が白く変色する部分や罅割れもみられる。器面の
保持が悪く、非常に脆くなっている。 

口径の推算が25.4cmと求められた資料である。器形は、口縁部が外側に逆さ
「ハ」の字状に外傾するタイプの鍋で、口縁部が微弱に外反する。表裏面とも錆
で厚く覆われ、錆汁がそのまま凝固する部分が目立ち、表面は錆瘤も観察でき
る。裏面には錆汁が凝固する際に、中国産褐釉陶器の細片が３片と石灰岩の細
片が取り込まれている。 

円盤状に割れた製品。残存部の右側縁辺部は側面に面を形成する状況や重量
感があることなどから判断すると急須などの容器に付属する蓋などが想定さ
れるが、外観の観察では撮みの欠落や蓋底に取り付く突起の有無などが確認
できない為、明確に言及することができない。表裏面とも全体的に錆で覆われ
て錆汁の凝固や錆瘤、罅割れの発生が観察できる。その他に石灰分が付着し
て灰白色を帯びた部分も散見される。 

分類 
名称 
仮称 





第23表④　国指定重要文化財（保存処理未）金属製品観察一覧 
挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

材質 
残存 
重量 

残存長 
（縦） 

残存幅 
（横） 

観　察　事　項 残存厚 
出土地点 
出土層 

第53図 
図版36

39

祭祀用具 
長柄付片口銚子 

の口縁 
（柄杓の容器） 

青 
銅 
製 
品 

58.8
左側：75.4
右側：30.0

107.1

口唇部外端： 
2.9

胴部：0.5
柄部の 

取付金具：2.0

SA19
第 3層 

〃 
〃 
40

〃 
長柄付片口銚子 

の口縁 
（柄杓の容器） 

青 
銅 
製 
品 

160.4 69.7 164.3

口唇部外端： 
3.6

胴部：0.7
底部：0.9

SA19
第 3層 

〃 
〃 
41

〃 
長柄付片口銚子 

の胴部 
（柄杓の容器） 

青 
銅 
製 
品 

18.4 45.0 80.2

装飾品 
（小枝：1.0

葉：0.2
胴部： 

0.4～1.2

SA19
第3層 

〃 
〃 
42

〃 
長柄付片口銚子 

の補強金具 
（柄杓の柄と身を 

連結した金具） 

青 
銅 
製 
品 

53.6

渡し部分： 
13.1～ 
17.0

固定部分： 
16.1～ 
21.5

151.3

渡し部分： 
5.7～6.8
固定部分： 
5.0～7.1

SA19
第3層 

第54図 
図版37

43

武具 
兜 

頭立の管 

青 
銅 
製 
品 

5.0 12.5

管頭部： 
28.2

管身部： 
20.6

SK01-C
淡褐色土層 
（上層） 

管頭部：0.6
管身部：0.7

単位：㎜/g

長柄付片口銚子の身部（容器の口縁）および柄部取り付け部分の
破片（第26図A参照）。柄を取り付ける金具の上部には長方形状
の切り込みがあり、そのサイズは横12.8㎜、縦2.7㎜を測る。切り
込み部分には、金具の断面が逆さ「L」字状となる金具が差し込ま
れている。柄を受ける金具は、逆さの浮文で「雲形」を呈し、容器本
体との接合には丸鋲を５カ所で使用して固定している。丸形頭
の鋲は、頭の直径が9.0～1.2㎜を使用し、無文の座金具（直径12.0
㎜）と一緒に内側から外側に向けて打ち込まれている。外側は穴
あきの無文丸形座金具（直径8.6～9.6㎜）を使用して、鋲の身部を
座から抜いてから鋲の先端を潰している。銚子の色合いは茶黒
色を基調とするが、表面の一部と裏面の大半は緑青がみられる。 

長柄付片口銚子の身部（容器の口縁～底部）の破片（第26図A参
照）。唯一銚子の注ぎ口が確認された資料であり、注ぎ口の反対
側にも取り付けられた注ぎ口の破片も得られているが直接は接合
ができないようである。注ぎ口のサイズは長さ46.3㎜、先端部分で
の外幅26.9㎜、内幅21.1㎜、厚み2.4～3.8㎜を測った。注ぎ口は
胴部と一本化していることと、容器の厚みが薄いことなどから判断
すると鋳型による成型の可能性は低い。仮に鋳型成型となる高度
な技術が存在したものとして考えられる。口唇部の大部分と底面
の一部は火災の影響でケロイド状となる。銚子の色合いは茶黒色
を基調とする。緑青は表裏面の一部と底部（内外面）でみられる。
緑青による影響で素材が脆くなっている。 

長柄付片口銚子の身部（容器の胴部と装飾品）の破片（第26図A
参照）。本資料は保存処理を終えた第27図12と接合できた破片
資料であり、当該製品も第27図12に図示してある。銚子の全体的
な記述については、これを参照されたい。ここでは第27図12か
ら分離（接合前に図化）したものを掲載し、特徴などを記す。表面
の上部は火災による火熱で素材が溶けてケロイド状となっている。
裏面の一部は火災によって面が消失している。装飾品の小枝の
先端と身部が溶けて固まっている。装飾品の小枝や三つ枝が分
かれている。葉は枝が二つ分かれはじめたところに小型の丸鋲
を身の内側から差し込んで予め穿たれた枝や葉の孔を抜いてか
ら鋲の先端を潰して固定している。銚子の色合いは茶黒色を基
調とし、緑青は表裏面の一部で観察できる。緑青による影響で
素材が脆くなっている。 

長柄付片口銚子の柄と身部を補強した連結金具の破片（第26
図A参照）。型抜きの鋳造品で仏具の如意に近似したデザインで
ある。柄から身の反対側まで延びる渡し金具の部分は型で抜き
取った後に裏側から新たに靴べら状に加工された板材を接着して
強度を高めている。身に固定する如意頭部分には直径4.1～5.0
㎜の粗孔が空いている。粗孔の周辺には身部を固定した際に使
用された座金具や鋲を通した痕跡が窺える。参考までに表面で
使用された座金具の痕跡は直径12.7㎜である。裏面は粗孔周辺
部の一部が破損しているが座金具の推定直径は11.5㎜内外の
ものを使用したようである。当該製品も火災による火熱の影響で
部分的にケロイド状となっている。また、身の一部破片が溶解し
て癒着している。渡し金具の色合いは茶黒色を基調とするが、緑
青が裏面で部分的に観察できる。 

兜鉢頂辺（天辺）の座金具を固定する頭立の管（第21図参照）。
頭立の管は、頭部が外径28.2㎜、内径18.4㎜。身部は外径20.6
㎜、内径19.9㎜を測る。身下部には７カ所で切り込みが設けられ
ていたようであり、存在する４カ所での切り込みの間隔は幅7.4
～8.4㎜であった。この頭立の管に設けられた切り込みは各種の
座金具を通した後で兜鉢内部で外側に押し広げて固定したよう
である。頭立の管の頭部は各種の座金具が抜け落ちないように
外側に折り曲がっている。頭部外端から身下部の切り込み上端
までの長さは5.8㎜を測った。表裏面とも全体的に緑青で覆われ
ていて部分的に灰色や白色を帯びる部分がみられる。その他に
錆脹れや剥離も一部でみられる。 

分類 
名称 
仮称 





第23表⑤　国指定重要文化財（保存処理未）金属製品観察一覧 単位：㎜/g

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

分類 
名称 
仮称 

材質 
残存 
重量 

残存長 
（縦） 

残存幅 
（横） 

観　察　事　項 残存厚 
出土地点 
出土層 

第54図 
図版37

44

武具 
鉢 

鉄 
と 
青 
銅 
を 
組 
み 
合 
わ 
せ 
る 

37.7 64.3 81.8

外部 
青銅板： 

1.0
内部 

鉄製板： 
0.1～0.7

SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
45

〃 
鉢 

鉄 
と 
青 
銅 
を 

組 
み 
合 
わ 
せ 
る 

24.3 56.2 54.8

外部 
青銅板： 
1.0～1.3
内部 

鉄製板： 
0.15～ 
0.6

SA20
第2層 

〃 
〃 
46

〃 
鉢 

鉄 
製 
品 

12.0 36.6 45 1.0～1.4
SA20
第3層 

〃 
〃 
47

〃 
鉢 

鉄 
製 
品 

7.6 42.3 29.4 0.9～1.4
SA20
第3層 

〃 
〃 
48

〃 
鉢 

鉄 
と 
青 
銅 
を 

組 
み 
合 
わ 
せ 
る 

13.3 3.6 4.08

外部 
青銅板： 
0.5～1.3
内部 

鉄製板： 
1.0～1.4

SA20
第2層 

〃 
〃 
49

〃 
鉢 

鉄 
製 
品 

11.9 59.4 30.5 1.2～1.3
　　〃　　。　　〃　　。　　〃　　　。全体的に錆で覆われ、錆瘤や罅割れが 
発生し非常に脆弱である。裏面の一部で緑青が発生している。鉄製矧板の先端部 
分、若しくは先端に近い破片とみられる。 

SA20
第3層 

〃 
〃 
50

〃 
斎垣 

青 
銅 
製 
品 

3.3 17.4 23.3 0.8～1.2
SA19・20
畦2層 

〃 
〃 
51

〃 
眉庇 

鉄 
製 
品 

8.5 32.5 57.2 1.1～1.7
SA19・20
畦4層 

〃 
〃 
52

〃 
立物 

（鍬形） 

青 
銅 
製 
品 

6.6 43.4 45.3 0.7
SA19・20
畦2層 

〃 
〃 
53

〃 
立物 

（鍬形） 

青 
銅 
製 
品 

7.7 57.2 41.0 0.6
　　〃　　。鍬形の抉れ部分に近い部分が欠損し、逆さハート形の透かし文様が 
半分程度残っている。緑青が表面では下部で部分的にみられが、裏面では半分近 
く広がっている。 

SA19・20
畦2層 

〃 
〃 
54

〃 
立物 

（鍬形） 

青 
銅 
製 
品 

4.9 36.3 34.6 0.6～0.9
SA20
第3層 

一枚張筋伏せの兜。矧重ねによる構成ではなく、一枚の鉄板を半球状に打出して星
鋲で留めた兜鉢（平安～鎌倉時代）とみられるタイプ。この形式の兜は高度な鍛鉄
技術の発達の基で製作されたようである。本資料は半球状となった鉄鉢と青銅の
鉢を星形鋲で打ち付けて一本化させた特殊な兜鉢とみられる。兜鉢の破片には筋
が四条観察される。兜鉢の下部には、兜鉢と　（しころ）の最上段と重なる腰巻板

（鉢付板）を取り付けた際の鎖が４カ所で確認される。身部を二股とする星形の鋲は、
座をとおして表面から差し込んで、二股の身部の先端を内側で開いて固定している。
座は錆で覆われ判然としないが錆の具合や座表面の形状などから判断すると菊座と
みられる。星形の鋲は５カ所が残存し、残りの１カ所は鋲の頭部と一緒に座金具が
剥がれ落ちている。鋲頭の直径は6.5～7.3㎜を測る。座の直径は9.5～11.5㎜であ
った。表面（青銅）は、裏面の鉄製鉢からの錆の影響を受けて鉄錆と緑青がみられ、
青銅の一部は地金が白色化して腐蝕する。その他に罅割れも発生している。裏面
も表面同様に罅割れがみられ、それ以外に鉄汁の凝固によって砂粒が付着する。
また、表面の青銅や青銅製星形鋲の影響を受けて緑青がみられる。 

星入り筋兜の矧板。鉄製の矧板が二枚重なった破片。潰れた星形の鋲とみられるも
のが中央より下で１本確認される。星形鋲の頭とみられる部分の直径は9.8㎜を測
る。筋は矧板の左端に二条確認され矧板の縁を横断面が「L」字状となるように折り
曲げて強度を上げている。表面は錆で覆われていて錆汁の凝固や錆瘤が二カ所（内、
一カ所は星形鋲に被さる）で観察される。錆汁凝固の際に中国産青磁の小破片を取
り込んでいる。表裏面には一部緑青が付着している。裏面も表面と同様に錆で覆わ
れ、錆汁が凝固して砂粒などが付着している。 

星入り筋兜の矧板。鉄製の矧板が二枚重なった破片。右端に星形の鋲、若しくは錆
瘤とみられるものが存在するが全体が錆で覆われていて判断できない。筋は矧板の
右端で二条確認され、矧板の縁を横断面が「L」字状に折り曲げて強度を上げている。
表裏面とも全体的に錆で覆われ膨張している。両面とも錆汁の凝固や錆瘤が観察
される。特に表面は錆汁凝固の際に砂粒や青銅の細片を取り込んでいる。裏面で
は錆瘤が破裂した箇所が２カ所で確認される。 

　　〃　　。鉄製矧板の破片。筋は矧板の右端に一条確認され鉄板の縁を横断面
が「L」字状となるように折り曲げて強度を上げている。表裏面とも錆で覆われ錆脹れ
や錆汁の凝固が確認される。上部にある小孔（2.1～2.8㎜）は錆瘤の破裂などによっ
て空いたようである。 

　　〃　　。　　〃　　　。筋は矧板の右端に二条確認され矧板の縁を横断面
が「L」字状となるように折り曲げて強度を上げている。下部には鉄製の鉢を表面か
ら覆っていた青銅製の鉢の一部が観察される。青銅製の鉢から緑青が発生してい
る。表面は部分的に錆脹れや錆汁の凝固などの他に緑青が付着している。裏面は
全体的に錆で覆われ大きな錆瘤（18.2㎜×54.2㎜）とみられるものが発生している。
一部に緑青が付着している。 

兜鉢の外側縁沿いに取り付けられた斎垣（第21図参照）の破片。第28図14に掲載
資料と接合できたものであり、全体的な記述はこれを参照されたい。ここでは接合破
片の資料のみ記載する。本資料は兜鉢の筋が入る部分を凸状に盛り上げて加工
し、筋の右脇に尖り気味の星形鋲を打ち付けている。斎垣上部は筋と筋の間を魚の
尾鰭状に加工し、その直下に逆さハート形の透かしが両脇に半分ずつ残っている。
星形鋲のサイズは直径3.9㎜、頭の長さ4.9㎜、身部直径2.2㎜、残存長9.0㎜を測る。 

兜鉢の正面に取り付けられた眉庇とみられる。左側縁辺部が「く」の字状となる部分
が眉庇の角に該当するようである。表裏面とも錆で覆われ、錆によって破損面が岩石
の節理のように錆の層が薄く重なって器面が剥離しやすい状況にある。表裏面の錆
瘤や剥離している部分は地金が脆くなっている。 

立物の鍬形上部（先端部）の破片。鍬形の抉れ部分に近いカ所を鏨で逆さハート形
に打ち抜いて文様を表現する。両面に緑青が部分的にみられ、裏面では緑青によ
って白く変色している。 

立物の鍬形を二重に重ねた鍬形で、破片は下位の鍬形である。鍬形の抉れ部分に
近いカ所を鏨で逆さハート形に打ち抜いて文様を表現するが、歪なハート形の孔と
なっている。両面とも緑青で覆われて、錆汁が凝固する際に鉄製鋲の身部（長さ
9.5㎜、直径2.1㎜）とみられる破片や砂粒などを取り込んでいる。 





第23表⑥　国指定重要文化財（保存処理未）金属製品観察一覧 
挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

分類 
名称 
仮称 

材質 
残存 
重量 

残存長 
（縦） 

残存幅 
（横） 

残存 
厚 

観　察　事　項 
出土地点 
出土層 

第55図 
図版38

55

武具 
兜鉢の 
立物 

（鍬形） 

青 
銅 
製 
品 

21.5
復元長： 
14.8

中段鍬形： 
57.9

鍬形基部： 
17.5～ 
20.4

0.7～ 
0.9

SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
56

〃 
兜鉢の 
立物 

（鍬形） 

青 
銅 
製 
品 

4.8 43.3 22.3
0.8～ 
1.1

SA19・20
畦2層 

〃 
〃 
57

〃 
兜鉢の 
立物 

（鍬形） 

青 
銅 
製 
品 

7.5 41.3 40.7
0.7～ 
1.0

SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
58

〃 
兜鉢の 
立物 

（鍬形） 

青 
銅 
製 
品 

13.4 103.9 44.1
0.6～ 
1.1

SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
59

〃 
兜鉢の 
立物 

（鍬形） 

青 
銅 
製 
品 

15.2 94.5 44.6
0.5～ 
0.9

SA19・20
畦1層 
畦2層 

〃 
〃 
60

〃 
兜鉢の 
立物 

（鍬形） 

青 
銅 
製 
品 

7.6 67.9 37
0.5～ 
1.2

SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
61

〃 
兜鉢の 
立物 

青 
銅 
製 
品 

10.0 51.5 52.6
0.8～ 
0.9

SA20
第3層 

〃 
〃 
62

〃 
兜鉢の 
立物 

青 
銅 
製 
品 

3.3 31.5 32.5
0.6～ 
0.7

SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
63

〃 
兜鉢の 
立物 

青 
銅 
製 
品 

63a： 
3.4
63b： 
0.7

63a： 
22.8
63b： 
16.8

63a：33.9
63b：12.4

63a： 
0.8
63b： 
1.0

 SA19・20
第2層 
不明 

〃 
〃 
64

〃 
兜鉢の 
立物 

青 
銅 
製 
品 

9.6 35.7 66.9
0.7～ 
0.9

SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
65

〃 
兜鉢の 
立物 

青 
銅 
製 
品 

0.9 10.2 22.3
0.5～ 
0.8

SA19・20
畦2層 

単位：㎜/g

立物の鍬形破片。本資料は鍬形の中央付近で「U」の字状に折れ曲がって破損したも
のを図上で復元したものである。鍬形上部の左側の先端が欠落する程度で鍬形の
形状を窺い知ることのできる良好な資料である。鍬形は二重に鍬形を重ねた形で成
形されている。上部と下部の鍬形の抉れ部分に近い箇所に鏨で逆さハート形の打
ち抜いて透彫りの文様とする。鍬形の色調は緑青が変色し暗褐色を帯びている。緑
青は表裏面とも観察できるが、特に裏面で緑青が広がり部分的に灰白色を呈してい
る。鍬形が三鍬形台に差し込まれる鍬形の下部付近では幅が23.2㎜幅を測り、差
し込み部分（根本）で20.4㎜と幅が狭くなっている。差し込み部分の幅は先端で
17.5㎜、根元20.4㎜。長さが22.7～25.4㎜を測る。 

　　　〃　　　。鍬形下部の破片。両面は緑青によって覆われている。鍬形が三鍬
形台に差し込まれる鍬形の下部付近では幅が22.3㎜を測り、差し込み部分（根本）
で19.7㎜と幅が狭くなっている。差し込み部分の幅は先端で17.9㎜、根元で19.7
㎜。長さが19.2～19.9㎜を測る。 

　　　〃　　　。鍬形上部（先端）の破片で右端が欠落する。上部の鍬形の抉れ部
分に近い箇所に鑿で打ち抜いて透彫りの文様とするが、形が歪で滴状の文様とな
っている。両面とも緑青で覆われ錆脹れている。また、両面とも錆汁の影響で全体
的にケロイド状となる。 

　　　〃　　　。鍬形の下部が欠落したもので、鍬形を二重に鍬形を重ねた形で
成形されている。上部に鍬形の抉れ部分に近い箇所に鑿で逆さハート形に打ち抜
いて透彫りの文様とするが、ハート形の透かしは半分程度が残っている。鍬形は全
体的に緑青で覆われ、部分的に白色に変色する箇所もみられる。特に裏面では錆
が濃青色に変色した部分も観察される。 

　　　〃　　　。鍬形上部の大半と差し込み部分の一部を欠いた資料である。鍬
形の抉れ部分に近い箇所に鑿で逆さハート形に打ち抜いて透彫りの文様とする。鍬
形は全体的に緑青で覆われていて罅割れも観察できる。特に裏面は錆汁が凝固す
る際に砂粒や炭片などが付着し、部分的に白色に変色する箇所もみられる。全体
的に緑青の影響を受けて脆弱である。鍬形が三鍬形台に差し込まれる鍬形の下部
付近から差し込み部分（根本）の右側縁辺が欠落している。残存する差し込み部分
の幅は先端で18.7㎜。左側縁辺部の長さは20.5㎜を測る。 

　　　〃　　　。鍬形上部の半分以上と差し込み部分の一部を欠いた資料であ
る。鍬形は全体的に緑青で覆われていて錆の影響を受けて表裏面がケロイド状とな
る。錆の影響を受けて脆弱である。鍬形が三鍬形台に差し込まれる鍬形の下部付
近から差し込み部分（根本）の右側縁辺部が欠落している。残存する差し込み部分
の左側縁辺部の長さ21.8㎜を測る。 

　　　〃　　　。先端の如意頭雲は左右に抉れた部分から破損し、抉れた部分に
は逆さハート形となるように鏨で打ち抜いて透彫りとするが、両側のハート形の透か
しは半分程度欠けている。表裏面とも緑青の影響を受けての罅割れや錆汁凝固の
際に表面がケロイド状となり、同時に炭の細片も取り込んで付着している。 

図63aと図63bは、同一の破片ではないが、破片の部位を理解を助ける目的で整理
した。二点もと三鍬形台中央の祓立台に取り付けられた立物の先端破片及び関連
破片である。図63aは、如意頭雲の先端は尖りがなく。扁平な半円形状に成形する。
如意頭雲の左右に抉れた部分から破損し、抉れた部分に近い箇所に逆さハート形
となるように鏨で打ち抜いて透彫りとするが、両側のハート形の透かしは半分程度欠
けている。表面は緑青が全体的に広がっている。部分的に濃青色を呈する。裏面も
緑青の影響を受けて錆汁凝固の際に砂粒などを取り込んでいる。図63bは、如意頭
雲文が左右に広がる雲文の何れかの破片である。上部の雲文は抉れた部分と逆さ
ハート形の透彫りが施された部分から縦位に破損している。緑錆は両面で観察さ
れ、表面はケロイド状となっている。裏面は緑青によって白く変色している。 

三鍬形台中央の祓立台に取り付けられた立物上部破片。文様は左側に如意頭雲、 
右側に三日月を配置し、雲に隠れた三日月を表現か。如意頭雲は上記した図63aと
同じタイプで先端の尖りがない。如意頭雲の抉れた部分に近い箇所に逆さハート形
を鏨で打ち抜いて透彫りとするが、如意雲の下位は欠落する。表裏面とも緑青で全
体的に覆われている。火災による火熱の影響を受けて溶解し、再凝固した部分がみ
られる。緑青の影響で地金がアバタ状に浸食する箇所もみられる。 

三鍬形台中央の祓立台に取り付けられた立物上部の一部破片。立物上部にあった
三日月の先端破片。表裏面とも緑青で全体的に覆われている。表面は緑青の錆汁
が凝固した際に砂粒や炭の細片を取り込んでいる。裏面は緑青の小さな錆瘤が
みられる。 

三鍬形台中央の祓立台に取り付けられた立物の先端破片。文様は先端に如意頭
雲、その直下に三日月が配置されている。前記、如意頭雲の左右に抉れた部分に
近い箇所に逆さハート形を鏨で打ち抜いて透彫りとする。表裏面とも緑青の錆汁が凝
固する際に鉄分を多量に取り込んだ為、全体的に黄茶色を帯びる。一部は茶褐色
を呈する。緑青の部分は僅かに観察される程度である。その他に両面には炭の
細片や砂粒などの付着がみられる。本資料と近似するサイズのものが西のアザナ周辺（15
世紀～16世紀に青銅製品の加工生産や鋳銭生産跡）で出土している。西のアザ
ナ資料は鍍金されていることから判断すると当該製品も鍍金の可能性が高い。 





第23表⑦　国指定重要文化財（保存処理未）金属製品観察一覧 単位：㎜/g

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

分類 
 名称 
仮称 

材質 
残存 
重量 

残存長 
（縦） 

残存幅 
（横） 

残存 
厚 

観　察　事　項 
出土地点 
出土層 

第55図 
図版38

66

武具 
兜鉢の 
立物 

青 
銅 
製 
品 

6.6 32.9 34.8
0.8～ 
0.9

SA19・20
畦2層 

〃 
〃 
67

〃 
兜鉢の 
立物 

青 
銅 
製 
品 

2.2 23.7 24.3
0.6～ 
0.9

SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
68

〃 
兜鉢の 
立物 

青 
銅 
製 
品 

19.6 92.0 76.0
0.5～ 
0.8

SA19・20
畦2層 

〃 
〃 
69

〃 
兜鉢の 
立物 

青 
銅 
製 
品 

6.2 56.9 33
0.8～ 
0.9

SA20
第3層 

第56図 
図版39

70

〃 
兜鉢の 
鍬形台 

青 
銅 
製 
品 

6.3 22.6 41.3
0.8～ 
1.0

SA20
第2層 

〃 
〃 
71

〃 
兜鉢の 
鍬形台 

青 
銅 
製 
品 

12.2 29.9 62.8
0.8～ 
1.1

SA20
第3層 

〃 
〃 
72

〃 
兜鉢の 
鍬形台 

青 
銅 
製 
品 

8.7 22.5 49.3
0.7～ 
0.9

SA19・20
畦2層 

〃 
〃 
73

〃 
笠鞐 

青 
銅 
製 
品 

4.7 9.7 33.3
3.5～ 
4.3

SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
74

〃 
責鞐 

青 
銅 
製 
品 

3.2
右：9.1
左：9.4

17.4 5.3
SA19・20
畦3層 

三鍬形台中央の祓立台に取り付けられた立物中央部（中心）にあたる破片。円形文は
日輪（太陽）を表現したものと判断される。円形文の上下・左右に延びる枝板が折れて
いる。表裏面とも緑青で全体的に覆われている。表面の右下には鉄錆の汁が付着して
凝固したようである。両面とも緑青の進行が著しく、非常に脆い。裏面では緑青の錆瘤
が固まりとなって白色化している部分もみられる。裏面は錆汁凝固の際に折れた小さ
な円盤（小さな円形文）が取り込まれている。この小さな円形文（直径17.0㎜、厚さ0.7
㎜）は、星を表現したものと判断される。その他に炭の細片が付着している。 

三鍬形台中央の祓立台に取り付けられた立物中央部から左右に配置された小さな円
形文の一部。小さな円形文は星を表現したものとみられる。小さな円形文は左側と下
側が折れている。表裏面とも緑青で全体的に覆われている。鉄錆が凝固してケロイド
状となっている。錆汁が凝固した際に周辺にあった砂粒を取り込んでいるようである。 

三鍬形台中央の祓立台に取り付けられた立物の下部破片。中心の枝（幅12.6㎜）から
左上に円形文（直径22.5～22.8㎜）が配置される。下段には中心の枝から左右対称の鍬
形が延びていて、鍬形の途中から上方に小さな円形文（左側：直径13.7㎜、右側：直
径13.8㎜）が左右に配置されているが、右側は鍬形が内側に折れて隠れている。左上
の円形文と下段の小さな円形文は星を表現したものとみられる。表面は緑青で部分的
に観察される。裏面は緑青が汚れて暗褐色を帯びる。緑青が白く変色する部分や錆
が凝固してケロイド状となる部分もみられる。 

三鍬形台中央の祓立台に取り付けられた立物の下部破片。下段の中心の枝が折れ
て、左側が半分程度残っている。下段の鍬形の途中から上に小さな円形の星文（直径
12.9㎜）が配置されている。表裏面とも大部分が緑青で覆われ、緑青の凝固によって
ケロイド状となる部分や小さな錆瘤の他に錆脹れがみられる。 

三鍬形台の左側破片。左端の鍬形先端部は魚の尾鰭状に二股に抉られ、抉れ部近く
にハート形の文様を鑿で打ち抜いて透かし文とするが、透彫りも雑でハート形の文様
が「く」の字状となる。菊花文の右側には外側から孔（推算直径5.4㎜）を穿っている
が、孔の大部分は破損している。左端は縦位の断面が「U」の字状を呈し、この部分
に立物の根元を差し込んでから両側の屈曲部分を締め付けて固定していたようであ
る。文様を区画する線は鏨による蹴彫りで点線同士を繋ぐような方法で線を表現する
が、線のずれや隙間がみられ雑な仕上げである。菊花文の弁先は多様で、丸くなるも
の、剣先状に尖るもの、波状となるもの、など三種類が混在し、雑な表現となっている。
花芯には格子目状に鑿で文様を入れるが、線もずれて、横線と縦線が完全にずれて、
格子目文となっていない。菊花と葉の間に円環状の鑿を密に打ち詰めた魚々子を
施すが、魚々子が不完全な半円となるものが多く、中には魚々子が菊花や葉の部分
まで打ち込んでいる。緑青は表裏面に部分的に観察され、一部は緑青の上に鉄分が
付着する。裏面には破損時に発生した小さな罅割れがみられる。 

三鍬形台の右側破片。右端の鍬形先端部は魚の尾鰭状に二股に抉られ、抉れ部近
くにハート形の文様を鑿で丁寧に打ち抜いた透かし文を施す。菊花文の左斜め下
には内側から孔（直径4.8～5.0㎜）を穿っている。鍬形先端から16.6～22.6㎜の範囲
は縦位の断面が、「U」の字状に折り曲げられていいる。この部分に立物の根元を差し
込んでから両側の屈曲部分を締め付けて固定したようである。他の縁沿いは「L」
字状に折り曲げられているが、中央の破損部分は外側に開いている。文様を区画す
る線は鏨による蹴彫りで丁寧に細かく打ち込んで点線同士を繋いで線として表現さ
れている。菊花文の弁先を半円形の鑿で比較的、丁寧に打ち込んで弁先を丸く仕上
げる。花芯には菱形様の格子目文様を入れる。菊花と葉の間に円環状の鑿を密に打
ち詰めた魚々子も丁寧に施された区画線や文様の輪郭に沿うように並列に打ち付け
た部分もみられる。表面よりも裏面が緑青で覆われ、地金が観察できない。裏面には
緑青が凝固する際に砂粒や小さな鉄鋲の身部（直径1.8㎜）を取り込んでいる。 

　　　〃　　。右端の鍬形先端部は魚の尾鰭状に二股に抉られ、抉れ部分は火災
による火熱の影響を受けて溶けて爛れている。抉れ部近くのハート形の文様は鑿で
雑に打ち抜いた透かし文を施す。透かし文以外は、他の文様は認められない無文の
三鍬形台とみられる。左側破損部分の中央近くには内側から穿孔された半欠の孔（推
算直径4.5㎜前後）がある。鍬形先端から15.9～30.1㎜の範囲は縦位の断面が、「U」
の字状に折り曲げられている。この部分に立物の根元を差し込んでから両側の屈曲
部分を締め付けて固定していたようである。他の縁沿いは破損時の潰れなどによって
内側に強く折れて断面が「V」字状に折れた部分もみられる。表裏面とも緑青で覆われ
ている。特に表面は火災による火熱の影響を受けて火膨れやケロイド状となる。 

笠鞐。表裏面とも緑青で全体的に覆われ、錆の表面がケロイド状となる。錆汁が凝固
した際に石材の細片などを取り込んでいる。錆瘤などもみられる。紐通しの孔は二孔
開いているが、孔（左側：3.8～4.6㎜、右側：4.2～4.4㎜）の大きさは一定しない。孔の
サイズが一定しないのは、笠鞐に通された二本の紐に掛かった異なった加重の偏り
による紐ズレなどが原因で孔の大きさや形が変形したのかも知れない。 

責鞐。上記、73とセット関係にある金具。二本一組で使用される紐を束ねて紐の輪を
作って笠鞐に引っ掛けて、紐の輪を締めつけて間接的に固定するなどの機能が主で
ある。その他、紐の捩れ防止を兼ねたものとみられる。現代風に言い換えればボタン
やフックの穴を締める際の金具やループタイの締め金具に近似するものである。紐通
しの孔は二孔が開いている。孔の大きさは右側が直径5.1㎜、左側で4.6㎜を測った。
全体的に緑青で覆われ、器面が錆でケロイド状となってる。裏面は緑青の影響で地金
の浸食が進行し、白く変色している部分がみられる。 



第23表⑧　国指定重要文化財（保存処理未）金属製品観察一覧 単位：㎜/g

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

分類 
名称 
仮称 

材質 
残存 
重量 

残存長 
（縦） 

残存幅 
（横） 

残存 
厚 

観　察　事　項 
出土地点 
出土層 

第56図 
図版39

75

武具 
覆輪 

青 
銅 
製 
品 

4.5
身：4.1
先端： 
6.7

50.5
0.9～ 
1.1

SA20
第3層 

〃 
〃 
76

〃 
鎧の胴部 

鉄 
製 
品 

20.1 47.6 54.9
1.8～ 
2.3

SA19
一括遺物 

2層 

〃 
〃 
77

〃 
鎧の胴部 

鉄 
製 
品 

17.3 22.1 102.9 2.9
SA19・20
畦2層 

〃 
〃 
78

〃 
鎧の胴部 

鉄 
製 
品 

42.8 60.8 71.8
2.2～ 
3.0

SA19
第2層 

〃 
〃 
79

〃 
籠手？ 

鉄 
製 
品 

15.8 5.6 5.5
0.25
0.1

SA20
第2層 

〃 
〃 
80

生産用具 
縁金具 

青 
銅 
製 
品 

20.7 36.5 74.2
1.0～ 
1.3

SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
81

〃 
調度品の 
金具？ 

青 
銅 
製 
品 

12.6

左側： 
19.7
右側： 
20.3

左側： 
17.3
右側： 
61.2

左側： 
1.0

右側： 
0.9～ 
1.0

SA19・20
畦床面 
清掃 

〃 
〃 
82

武具 
八双金物 

青 
銅 
製 
品 

7.8
17.7～ 
18.3

54.6
0.6～ 
0.8

SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
83

〃 
八双金 
物？ 

青 
銅 
製 
品 

4.6
16.0～ 
16.4

52.8
0.5～ 
0.9

SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
84

〃 
八双金 
物？ 

青 
銅 
製 
品 

3.4
16.3～ 
17.0

42.4
0.6～ 
0.8

SA19・20
畦3層 

覆輪の縁部分の破片。製作方法は左側先端付近に鋲孔の穿孔と如意頭文を型取っ
てから内側へ「U」の字状に折り曲げている。先端の半分に折れた如意頭文に穿たれ
た孔の直径は外側が1.3㎜、内側で1.9㎜を測った。覆輪の横断面は「U」の字状となり、
溝の内幅は、2.3～2.4㎜を測った。この溝に鉄製板の縁が入る。全体的に緑青で覆
われ、先端部分に炭片が付着している。また、緑青は部分的に白く変色している。 

鎧の胴部（胸板、脇板など）、冠板、大袖板などに使用されたとみられる板材の破片。
左隅は角の部分とみられる。両面とも錆で覆われ、表面は錆瘤が多く発生し、錆瘤の
破裂している部分もみられる。裏面は表面と異なり、錆汁がケロイド状に凝固してい
る。全体的に錆の影響を受けて脹れている。 

　　　〃　　。残存部の両側がやや丸味を持った形状となっていることから部位を推
定するとすれば、障子板が考えられる。両面とも錆で覆われ、錆で脹れている。表面は
部分的な錆瘤の発生や錆瘤が破裂した痕跡が窺える。裏面は部分的に錆汁がケロ
イド状に凝固している。錆汁が凝固する際に陶磁器の細片も取り込んでいる。 

　　　〃　　。残存部の角が丸味を持った部分と緩やかに反り返っている部分から推
定するとすれば、胸板が考えられる。縁辺部には青銅製の覆輪が取り付けられていた
ようであるが、緑青による地金の損失や鉄板の膨張など覆輪の形状が損なわれてい
る。両面とも錆で覆われ、錆で脹れている。表面は部分的に錆瘤が破裂した痕跡が窺
える。両面とも錆汁がケロイド状に凝固しているが、特に裏面は著しい。 

断面の形状などから籠手の摘手甲などの板材の破片が考えられるが判然としない。両
面とも錆で器面が損なわれ、地金のみが残存し、その表面も錆が発生し表面がケロイド
状となり、部分的な剥離もみられる。また、断面からの観察では錆が節理状となってい
るところもみられる。この節理状となる部分の表面に剥離が集中している。 

鎧の胴部（胸板、化粧板）などの使用が考えられるが、素材が青銅である事や幅が36.5
㎜を測る事などから大型の櫃などの調度品に使用された縁金具の可能性が高い。左
下の隅寄りと中央寄り右側に孔が穿たれている。左隅寄りの孔は直径2.4㎜、右側
の孔が直径4.6㎜を測る。下部の縁沿いは玉縁状に肥厚させてから内側に「L」字
状に折り曲げて突出させている。突出部分での幅は屈曲部分から縁辺部まで6.0㎜
を測る。両面とも緑青で覆われ、錆汁がケロイド状に凝固し、錆瘤（0.5～11.4㎜）が全
体的に観察される。錆瘤が破裂している部分もみられ、その内部は白色を呈している
ことから地金が損なわれているようである。その他、錆汁がケロイド状に凝固する際に
炭の細片も取り込でいる。 

調度品などに利用されたとみられる無文の金具。左右とも同一個体であるが、直接
は接合ができなかった。左側の金具は部分的に鍍金が確認される。この金具の横断
面は「L」字状に折り曲げられ、部分的に外側に開いている。右側の金具は鋲や釘を打
ち込んだ孔は確認されていない。両資料とも全体的に緑青がみられるが、特に左側
が緑青で覆われている。右側は部分的に緑青の影響で白く変色している。 

六枚花弁の座を鋲で八双金具に取り付けたものである。右側を魚尾状に抉り、根本近
くにハート形に鑿で透して文様とする。左端を「L」字状に折り曲げているが屈曲部の
先端を欠いている。左側に方形状（3.6～3.9㎜）の孔を穿っている。六枚花弁の座の裏
側の孔は歪で辺（長さ2.1㎜）のある円形（直径3.9㎜）である。六枚花弁の座金具の下
に菊花文の弁先とみられるものが確認される。この菊花文の花芯とずれた位置に六
枚花弁の座を取り付けている。葉文は丁寧に葉脈を鏨で彫っている。その他の文様
は、表面に発生した緑青による侵食や錆瘤などで把握できない。裏面は部分的に緑
青で覆われ、緑青の一部が白色化しているところがある。 

八双金物か調度品の飾金具とみられる。金具が上下に二枚組み合わせてひとつの文
様となるように左側は魚の尾鰭を半分のみ抉り取っていることから組み合せの金具で
上位にある金具。金具の上縁は折り曲げていたようであるが、折れ部の大半は残って
いない。残存する範囲内には孔が確認できない。文様は鏨で蹴彫りし区画線や蕨手様
の唐草文を彫っている。円環状の鏨で魚々子を丁寧に文様や区画沈線に沿うように打
ち付けている。文様の施文状況などから図84と同一個体、若しくは図84と組み合わる
金具とみられる。表面は部分的に火災による火熱の影響で文様が溶けたのか、或いは
緑青による地金表面の損傷で文様が消えたのかは判然としない。表面の左側に緑青
が部分的にみられる。裏面は地金を成形・加工の段階で地金を延ばす際に生じたとみ
られる工具による調整痕（粗い条痕様の痕跡）が部分的に斜位方向に観察できる。裏
面の大半に緑青がみられる。部分的に緑青が白く変色し地金を浸食している。 

八双金物か調度品の飾金具とみられる。金具が上下に二枚組み合わせてひとつの文
様となるように左側は魚の尾鰭を半分のみ抉り取っていることから組み合せの金具で
下位にある金具。金具の下の縁は折り曲げていたようであるが、折れ部の大半は欠落
する。左側に直径2.2㎜の孔が穿たれている。文様は鏨で蹴彫りし区画線や蕨手様の
唐草文を彫っている。円環状の鏨で魚々子を丁寧に文様や区画沈線に沿うように打ち
付けている。表面は部分的に火災による火熱の影響で文様が溶けたのか、或いは緑
青による地金表面の損傷で文様が消えたのかは判然としない。この部分のみ暗褐色に
変色する。表面の緑青は部分的にみられるが、一部は濃青色となっている。裏面は地
金を成形・加工時に地金を延ばす際に生じたとみられる工具による調整痕が（粗い条
痕様の痕跡と細かい擦痕様の痕跡）斜位方向に観察できる。裏面にも半分程度、緑青
の発生がみられる。 





第23表⑨　国指定重要文化財（保存処理未）金属製品観察一覧 単位：㎜/g

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

分類 
名称 
仮称 

材質 
残存 
重量 

残存長 
（縦） 

残存幅 
（横） 

残存 
厚 

観　察　事　項 
出土地点 
出土層 

第57図 
図版39

85

武具 
兜鉢or鎧 
の総角付 
の鐶座 

青 
銅 
製 
品 

5.4

鋲頭： 
10.2
鐶座： 
15.0

鋲頭： 
10.4
鐶座： 
23.5

鋲頭： 
6.3

鐶座： 
2.8

SA19・20
畦4層 

〃 
〃 
86

武器 
刀剣の 
目貫 

青 
銅 
製 
品 

3.1 22.5 26.8
1.2～ 
1.3

SA20
一括遺物2

層 

〃 
〃 
87

武具 
鎧の総角 
付の鐶座 

青 
銅 
製 
品 

38.8

鋲頭： 
18.8
鐶座： 
23.7

鋲頭： 
19.1
鐶座： 
23.4

鋲頭： 
13.1
鐶座： 
1.1

SA19・20
畦3層 

〃 
図版40

88

〃 
札 

鉄 
製 
品 

14.0 64.0 19.4
2.1～ 
2.3

SA20
一括遺物3

層 

〃 
〃 
89

〃 
札 

鉄 
製 
品 

7.2 59.5 19.4
1.6～ 
2.0

SA20
第2層 

〃 
〃 
90

〃 
札 

鉄 
製 
品 

13.3 58.3 18.6 2.3
SA20
第2層 

〃 
〃 
91

〃 
札 

鉄 
製 
品 

10.1 59.4 19.6 2.1
SA19

一括遺物 
2層 

〃 
〃 
92

〃 
札 

鉄 
製 
品 

9.0 60.2 19.7 2.1
SA19

一括遺物3
層 

〃 
〃 
93

〃 
札 

鉄 
製 
品 

18.8 58.4 18.6 2.1
SA19・20
畦4層 

〃 
〃 
94

〃 
札 

鉄 
製 
品 

12.2 58.9 19.1 2.2
SA20
第2層 

〃 
〃 
95

〃 
札 

鉄 
製 
品 

5.6 48.6 18.9
1.6～ 
2.0

SA20
第2層 

〃 
〃 
96

〃 
札 

鉄 
製 
品 

5.6 45.5 18.4 1.7

　　〃　　　。　　〃　　　。札の孔は、８孔が開いていて、残り2孔は孔が僅かに 
痕跡と留める。残り１孔は錆で塞がっている。孔は計11孔が存在する。表裏面とも全 
体が錆で覆われていて錆脹れや錆瘤も観られる。両面とも下部に於いては錆による 
剥離が進行し、厚みが極端に薄く（0.6㎜）なっている。 

　　〃　　　。札の札足（第20図参照）を欠いている。札の孔は、９孔が開いていて、 
残り２孔は孔が僅かに痕跡と留める。合計11孔が確認される。表裏面とも全体が錆で 
覆われ、錆脹れや錆瘤も観られる。裏面では部分的に小規模な罅割れが観られる。 

SA19
一括遺物2

層 

兜鉢後面の総角付きの鐶（笠印付きの鐶）、若しくは鎧後面に取り付けられる総角付
の鐶（水呑の鐶）。鐶の大きさなどから兜鉢後面の総角付きの鐶の可能性が高い。鋲
頭は無文で、形状が饅頭に近似する。鋲の身は途中から欠落し、頭に近い部分が
残っている。鋲の身は断面が四角形（3.2㎜四方）で身が二股（身の各断面サイズ：幅
3.2㎜×厚み1.6㎜。幅3.2㎜×厚み2.0㎜）に割れている。鐶が潰れて楕円形となる。
鋲頭の両側には鐶を通す孔がある。左側の孔は緑青が被さり隠れているが右側の孔
は縦長の楕円形状の孔（縦：4.9㎜、横：3.1㎜）である。鐶の断面は円形で厚みが2.7
～2.9㎜を測る。全体的に緑青で覆われ錆汁が凝固した際に砂粒などを取り込んでい
る。部分的に緑青が白く変色している。 

刀剣の柄に装飾された目貫。文様は菊を立体的に透かしている。菊花（花弁を八重
とし立体感を表現）と葉（葉脈）を丁寧に表現。菊花の花芯も格子目状に表現される。
表面の左下の葉と左上の茎の一部は二次的な火熱の影響と緑青の影響で爛れてい
る。縦位の断面は扁平な半円形状で柄に取り付けやすい形状となるように成形。裏
面は平坦面ではなく、微弱な起伏面が主体であり、部分的に工具による箆状工具に
よる調整痕などが確認されることから鋳造品とみられる。緑青は表裏面とも部分的に
観察される。 

鎧後面に取り付けられる総角付の鐶（水呑の鐶）に付属する鋲。鋲頭は切子頭の無
文鋲。鋲頭は面取りがなされていて、菱形（６面）、三角形（８面）の合計14面で構成
されている。両側面には直径6.9～7.7㎜の孔が開いている。孔内部には鋲身の尖っ
た身の一部が確認できる。鋲頭と鋲の身の間には菊座が挟まっている。菊座の花弁
は細かく弁先の幅が0.9㎜～1.2㎜間隔で鏨などで打ち込んでいる。菊座の裏面は凹
面となり、座の孔は側面観察から四角形であることから孔のサイズは身の断面サイズ
に近似した四角形のようである。鋲の身は先端（身上部は細身の三角錐）が尖り、途
中から断面が四角形（6.1㎜×7.7㎜）となっているが身の下部で二股（身の断面サ
イズ：幅6.8㎜×厚み2.1㎜）に割れているが、一端は根本から折れている。切子頭の
鋲は全体的に緑青が観られ、部分的に白く変色している。菊座の表面は半分程度、
緑青や白く変色する箇所もみられる。菊座の裏面は緑青で覆われ錆汁が凝固した
際に砂粒や鉄の細片などを取り込んでいる。 

盛上札（第24図参照）。ほぼ完形の札で孔の大半は錆で塞がれているが、孔の部分
の錆は浅く窪んでいる事などから孔の位置の推定が容易であった。孔の数は２行13
孔を数えた。表裏面とも錆で覆われていて部分的に錆瘤が観られる。表面には錆汁
が凝固した際に陶磁器の細片を取り込んでいる。 

　　〃　　　。完形の札で孔は錆で塞がれていて確認できる孔は２行７孔のみであっ
た。表裏面とも錆で覆われている。裏面は錆で脹れて、錆瘤も観られる。表面には錆
汁が凝固した際に石材の細片を取り込んでいる。 

　　〃　　　。完形の札で孔の大半は錆で塞がれているが、孔の部分の錆は浅く窪
んでいる事などから孔の位置の推定が容易であった。孔の数は２行13孔を数える。表
裏面とも全体が錆で覆われていて錆で脹れている。表面は錆汁と錆瘤が観られる罅
割れが発生している。裏面は錆汁でケロイド状となり、凝固の際に石材の細片などを
取り込んでいる。 

　　〃　　　。完形の札で孔は、５孔が開いている程度で残りは錆で塞がれている
が、孔の部分の錆は浅く窪んでいる事などから孔の位置の推定が容易であった。孔の
数は２行13孔を数えた。表裏面とも全体が錆で覆われていて錆で脹れている。表面
は錆汁でケロイド状となっている。裏面は錆汁が凝固した際に石材の細片などを取り
込んでいる。裏面の一部には石灰分が薄く付着している。 

　　〃　　　。完形の札で孔は、７孔が開いている程度で残りは錆で塞がれている
が、孔の部分の錆は浅く窪んでいる事などから孔の位置を推定すると孔の数は２行
13孔が考えられる。表裏面とも全体が錆で覆われていて錆で脹れている。表面は錆
汁でケロイド状となり、錆瘤も発生している。裏面も表面と同様に錆瘤が観察される。
その他に裏面では錆汁が凝固した際に炭の細片などを取り込んでいる。 

　　〃　　　。完形の札で孔は、９孔が開いている程度で残りは錆で塞がれてい
が、孔の部分の錆は浅く窪んでいる事などから孔の位置を推定すると孔の数は２行
13孔が考えられる。表裏面とも全体が錆で覆われていて錆で脹れや錆汁でケロイド
状となる。表面には錆瘤も発生している。両面には錆汁が凝固した際に中国産褐釉陶
器壺（釉薬は灰白色）破片１点と同陶器の細片などを取り込んでいる。 

　　〃　　　。完形の札で孔は、11孔が開いている程度で残りは錆で塞がれている
が、孔の部分の錆は浅く窪んでいる事などから孔の位置を推定すると孔の数は２行
13孔が考えられる。表裏面とも全体が錆で覆われていて錆で脹れや錆汁でケロイド
状となり、錆瘤も発生している。裏面の一部では石灰分が薄く付着する。裏面の一部
では縦方向に罅割れが発生している。 





第23表⑩　国指定重要文化財（保存処理未）金属製品観察一覧 単位：㎜/g

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

分類 
名称 
仮称 

材質 
残存 
重量 

残存長 
（縦） 

残存幅 
（横） 

残存 
厚 

観　察　事　項 
出土地点 
出土層 

第57図 
図版40

97

武具 
札 

鉄 
製 
品 

5.6 40.6 18.4 1.9
SA20
第3層 

〃 
〃 
98

〃 
札 

鉄 
製 
品 

20.3 70.7 23.7 2.6
SA19・20
畦2層 

〃 
〃 
99

〃 
札 

鉄 
製 
品 

20.2 67.4 22.4 2.7
SA20

一括遺物 
3層 

〃 
〃 
100

〃 
札 

鉄 
製 
品 

11.9 56.1 22.6 2.6
SA19・20
畦2層 

〃 
〃 
101

〃 
札 

鉄 
製 
品 

10.3 45.2 21.4 3.1
SA19・20
畦2層 

〃 
〃 
102

〃 
札 

鉄 
製 
品 

14.5 58.1 20.3 2.3
SA20

一括遺物 
2層 

〃 
〃 
103

〃 
札 

鉄 
製 
品 

16.2 62.4 23.5 2.2
SA19・20
畦4層 

〃 
〃 
104

〃 
札 

鉄 
製 
品 

3.8 29.1 23.2 2.1
SA20
第2層 

第58図 
図版41
105

〃 
札 

鉄 
製 
品 

13.5 48.1 23.6 1.6
SA20
第3層 

〃 
〃 
106

〃 
札 

鉄 
製 
品 

8.8 53.3 19.5 1.9
SA19
第3層 

〃 
〃 
107

〃 
札 

鉄 
製 
品 

7.5 50.8 20 1.5
SA20
第3層 

〃 
〃 
108

〃 
札 

鉄 
製 
品 

14.2 51.7 23.6 3.0
SA20
第2層 

〃 
〃 
109

〃 
札 

鉄 
製 
品 

4.6 31.8 19.2 2.4
SA19
第3層 

〃 
〃 
110

〃 
鎖帷子 

青 
銅 
製 
品 

29.3 41.9 59.6
6.9～ 
16.0

SA20
第2層 

盛上札（第24図参照）。札の札足（第20図参照）を欠いている。札の孔は、６孔が開
いていて、残り2孔は孔が僅かに痕跡を留めるものと孔錆で塞がっているものである。
孔は計８孔が存在する。表裏面とも全体が錆で覆われていて錆脹れや錆瘤も観ら
れる。表裏面は錆汁が凝固する際に石材の細片や炭の細片を取り込んでいる。 

碁石頭（第24図参照）の札。札の札足と左側下端を欠いている。碁石頭の孔の数は２
行14孔を基本とするが、孔の大半は錆で塞がれているが、孔の部分が錆で浅く窪
んでいる箇所と欠落の孔を数えると13孔を数える。表裏面とも錆で覆われ、全体的に
錆瘤の破裂による剥離や罅割れが観られる。 

　　　〃　　。ほぼ完形。孔は４孔が開いていて、残りの孔は錆で塞がれているが、
孔の部分が錆で浅く窪んでいる箇所と欠落の孔を数えると５孔を数える程度であっ
た。表裏面とも錆で覆われ、錆で脹れている。表面は錆瘤が２箇所で観察される。裏
面では錆瘤の破裂による剥離と錆汁が凝固する際に中国産褐釉陶器の破片２点を
取り込んでいる。 

　　　〃　　。右側の札足（第20図参照）を欠いている。孔は錆で塞がれているが、
孔の部分が錆で浅く窪んでいる箇所と欠落の孔を数えると10孔を数える程度であ
った。表裏面とも錆で覆われ、錆で脹れている。表裏面とも錆によってケロイド状とな
り、器面の剥離痕や新たな剥離が両面で観察される。器面の保持が悪い。 

　　〃　　。札の札足（第20図参照）を欠いている。孔は３孔が開いていて、残りは錆
で塞がれている。孔の部分が錆で浅く窪んでいる箇所と欠落の孔を数えると８孔を数
える程度であった。表裏面とも錆で覆われ、錆で脹れている。表裏面とも錆によってケ
ロイド状となる。両面とも小さな錆瘤が観察される。一部では罅割れが観られる。 

　　〃　　。ほぼ完形であるが、右側札頭の一部を欠いている。孔は全て錆で塞が
れている。表裏面とも錆で厚く覆われ、錆脹れや錆瘤がみられる。表裏面とも錆によっ
てケロイド状となる。裏面の中央には錆汁が凝固する際に板材の破片を取り込んでい
る。札足（第20図参照）近くで横位方向の罅割れがみられる。 

　　〃　　　。完形であるが、孔は７孔のみ開いていて残りは錆で塞がっている。表
裏面とも錆で厚く覆われ、錆脹れや錆瘤がみられる。表裏面とも錆によってケロイド状
となる。表面は錆汁が凝固する際に砂粒などを取り込んで白く変色している。 

　　〃　　。札頭を除いて大半が欠落する。孔は３孔のみ開いている。他の１孔は
半分程度欠けている。残りは錆で塞がっている。表裏面とも錆で覆われケロイド状と
なり、錆脹れや錆瘤もみられる。裏面は器面が全体的に剥離している。小規模な罅
割れも観られる。 

札頭（第20図参照）を欠いている。孔は２孔のみ開いていて、残りの孔は錆で塞がっ
ているが、孔の部分が錆で浅く窪んでいる箇所と欠落の孔を数えると12孔を数える。
表裏面とも錆で覆われていて錆で脹れている。また、錆汁や錆瘤が観られる。表面
には錆汁が凝固する際に中国産白磁の細片や木片などを取り込んでいる。 

札頭（第20図参照）の一部を欠いているが、残存部位から碁石頭（第24図参照）の札
と観られる。孔の数は６孔のみ開いていて、残りの孔は錆で塞がれているが、孔の部
分が錆で浅く窪んでいる箇所と欠落の孔を数えると12孔を数える。表裏面とも錆で
覆われていて錆脹れや錆瘤の破裂が確認される。また、錆の進行で剥離し、罅割れも
両面で観察される。 

札頭（第20図参照）を欠いている。孔は２孔のみ開いていて、残りの孔は錆で塞が
れているが、孔の部分が錆で浅く窪んでいる箇所と欠落の孔を数えると11孔を数える。
表裏面とも錆で覆われていて錆脹れによる膨張で器面が全体的に剥離している。部
分的に錆瘤や罅割れが確認できる。 

　　　〃　　。孔は２孔のみ開いていて、残りの孔は錆で塞がれているが、孔の部
分が錆で浅く窪んでいる箇所と欠落の孔を数えると６孔を数える。表裏面とも錆で
覆われ、裏面は錆瘤の破裂や剥離によって大半が失われている。表面には錆汁が凝
固した際に中国産褐釉陶器の細片を取り込んでいる。 

盛上札（第24図参照）の札頭。孔は５孔のみ開いていて、残りの孔は半欠した１孔が
確認される。欠落した孔を含めると６孔が存在する。表裏面とも錆で覆われている。
錆による剥離が著しく進行した為、身の厚みがなくなり痩せている。また、小規模な罅
割れも観られる。 

溝のある円柱状の棒に針金を巻き付けて鏨で切り離して鎖の単体を作り、単体の鎖を
連結して八重鎖（第23図参照）とする。本資料は裏面の状況（連結鎖の輪が平行に
揃っている）からすると連結した鎖を二つから三つに折り畳んだ状態で破損したよう
である。火災による火熱を受けて鉄素材は溶解・再凝固している。裏面は錆が半分程
度広がっている。また、部分的に錆の影響で鎖の表面が剥離して内部の鉄素材が繊維
状となって露出する箇所もみられる。単体鎖のサイズは、太さ1.2㎜、内径4.3㎜、外
径6.7㎜を測った。 





第23表⑪　国指定重要文化財（保存処理未）金属製品観察一覧 単位：㎜/g

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

分類 
名称 
仮称 

材質 
残存重 

量 
残存長 
（縦） 

残存幅 
（横） 

観　察　事　項 残存厚 
出土地点 
出土層 

第58図 
図版41
111

武具 
鎖帷子 

青 
銅 
製 
品 

33.4 39.4 44.2
12.1～ 
21.7

SA19
第層 

〃 
〃 
112

〃 
立拳？ 

青 
銅 
製 
品 

4.6 23.4 24.8 1.9
SA20

一括遺物 
2層 

〃 
〃 
113

〃 
籠手の摘 

青 
銅 
製 
品 

5.4 23.8 35.4
1.3～ 
1.8

籠手（第23図参照）の摘とみられる破片。摘は指や拳の保護を目的とする為、指 
や拳の形状に合わせて表面を凸状に盛り上げ、内面を凹状となるように製作さ 
れている。また、摘の縁辺も指や拳の保護目的で、軽く外側に折り曲げている。 
摘の上部は、籠の摘手甲とを繋ぐ鉄製の輪が４個程度残っている。輪の１個は 
歪な扁楕円形状（太さ1.6㎜、内径1.8㎜×2.9㎜、外径4.0㎜×5.4㎜）となり、残 
りの３個の輪は1/2～2/3程度が破損している。輪は4.1㎜～6.1㎜間隔で取り付 
けられているようである。表裏面とも錆で覆われ、表面は錆瘤や罅割れなどが観 
られる。内面は剥離が縁沿いで観察され、剥離面から地金が露出している。 

SA19
一括遺物 

3層 

〃 
〃 
114

武器 
刀剣の鍔 

青 
銅 
製 
品 

57.9 79.6 54.9
1.9～ 
7.9

SA19
2層 

〃 
〃 
115

〃 
切羽 

青 
銅 
製 
品 

21.3 46.0 42.6 2.0

切羽の平面形態は木瓜形を呈する。刀剣の茎が入る茎孔は短軸で上部が6.1 
㎜、下部は2.5㎜を測った。長軸は18.7㎜を計測した。鋳型に銅素材を流し込ん 
で製作された鋳物であることから裏面の縁辺部に角が生じている。表裏面とも 
緑青で覆われている。 

SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
116

〃 
切羽 

青 
銅 
製 
品 

4.8 34.5 17.7 1.8
SA20

一括遺物 
2層 

SK01-C
淡褐色土層 
（上層） 

〃 
〃 
117

〃 
切羽 

青 
銅 
製 
品 

5.9 20.6 33.4 2.1

〃 
〃 
118

〃 
切羽 

青 
銅 
製 
品 

8.2 25.2 17.7 2.0
SA19
第3層 

〃 
〃 
119

〃 
切羽 

青 
銅 
製 
品 

4.4 36.8 25.6 1.8

　　〃　　。切羽の1/2以上が欠落する。縦位の断面が「く」の字状に折れ曲 
がっている。鋳型に銅素材を流し込んで製作された鋳物であることから裏面の 
縁辺部に角が生じている。表裏面とも緑青で覆われている。表面は錆によって 
ケロイド状となり器面の保持が悪く、部分的に小さな剥離がみられる。裏面は錆 
で脹れて、錆瘤によって面に小さな凹凸ができている。 

　　〃　　。切羽の1/4程度が残存する。刀剣の茎が入る茎孔を推定で復元し 
たところ、短軸上部は4.6㎜、下部2.2㎜、長軸22.2㎜となった。鋳型に銅素材 
を流し込んで製作された鋳物であることから裏面の縁辺部に角が生じている。 
表裏面とも緑青で覆われている。 

　　〃　　。切羽の上部破片。刀剣の茎が入る茎孔のサイズは、短軸の上部 
で4.9㎜を測った。鋳型に銅素材を流し込んで製作された鋳物であることから裏 
面の縁辺部に角が生じている。表裏面とも緑青で覆われている。部分的に緑青 
で地金がケロイド状となっている。 

　　〃　　。切羽と判断できる程度の小破片。鋳型に銅素材を流し込んで製 
作された鋳物であることから裏面の縁辺部に角が生じている。表裏面とも緑青で 
覆われ、全体的に緑青で地金がケロイド状となり面の保持が悪い。錆汁が凝固 
する際に細片化した炭を取り込んでいる。 

SA19・20
畦2層 

〃 
〃 
120

〃 
薙刀の 
逆輪 

青 
銅 
製 
品 

42.4
41.6～ 
45.3

60.4 1.0

薙刀の逆輪（第24図参照）。右側を魚尾状に抉り込んでいて、抉れ部分に近い 
箇所にハート形の透かしで中空きとする。表面の下側面は縁辺の端同士を合わ 
せている。この接合部分の裏側には幅5.8㎜、長さ61.5㎜、厚さ0.6～1.0㎜の板 
材が接着されている。表裏面とも緑青が全体的にみられ、緑青の一部は白く変 
色している。 

SA19・20
畦2層 

溝のある円柱状の棒に針金を巻き付けて鏨で切り離して鎖の単体を作り、単体
の鎖を連結して八重鎖（第23図参照）とする。本資料は裏面の状況（連結鎖の
輪が平行に揃っている）からすると連結した鎖を三つに折り畳んだ状態で破損
したようである。火災による火熱を受けて鉄素材は溶解・再凝固している。全体
的に鉄が炭化したような雰囲気がある。錆は表面の右下で僅かに観察される。
また、表面の左下から左側面の下半部には石灰分が付着して白くなっている。
単体鎖のサイズは、太さ1.3㎜、内径4.2㎜、外径7.1㎜を測った。 

臑当（第23図参照）の立拳の一部か、若しくは臑当飾り金具として考えられたも
のであるが、明確な用途については不明である。形状は方形状を呈する。中央
に直径5.1㎜の孔が開いていて、上下左右の各辺の中央部が抉れている。内面
の孔の周辺は鐶を取り付けたようであるが錆で盛り上がっている。表裏面とも錆
で覆われ、錆脹れや錆瘤が部分的に観られる。錆による剥離は表裏面で確認
される。特に裏面の大半は剥離によって損なわれ浅く窪んでいる。表面も剥離
によって本来の面を失なって錆によってケロイド状となっている。 

刀剣の鍔で木瓜鍔の範疇にあるタイプ。耳（鍔縁）は丸味のある環耳（玉縁状）
で、文様は環耳の抉れた箇所にハート形の透かしで中空きであったが、火災に
よる火熱の影響を受けてハート形の透かしが歪に変型（左下はハート形の頭が
観られる。左上は消失や爛れで形状不明）している。推定された茎孔は短軸で
上端が5.4㎜、下端2.8㎜、長軸31.9㎜であった。鋳型を二種類（鍔本体と環耳
に分割）組み合わせて製作されたようである。 



第23表⑫　国指定重要文化財（保存処理未）金属製品観察一覧 単位：㎜/g

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

分類 
名称 
仮称 

材質 
残存 
重量 

残存長 
（縦） 

残存幅 
（横） 

観　察　事　項 残存厚 
出土地点 
出土層 

第59図 
図版42
121

武器 
銅弾 

青 
銅 
製 
品 

50.6 23.9 24.2 21.7
SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
122

〃 
石火矢の 
筒（砲身） 

青 
銅 
製 
品 

65.2 64 36.9 3.5～5.4
SA19・20
畦2層 

〃 
〃 
123

〃 
締め金具 

青 
銅 
製 
品 

12.8 19.8 82.5 0.6

石火矢の筒（砲身）を締め付けた金具とみられる。右端近くに金具を重ねて鋲を二 
個を使用して締め付けたものとみられる。鋲は内側より差し込んで外側で潰してい 
る。鋲の頭は扁平な円形で直径3.4㎜を測る。身の断面は、鋲を通した孔（孔径1.7 
㎜）内部に残る身の状況から判断すると断面が円形である。表裏面とも緑青が観 
察され、特に内面は緑青が2/3以上広がっている。表裏面とも部分的に錆瘤がみ 
られる。錆瘤の周辺や一部では小規模ながら緑青が白く変色する。 

SA19
一括遺物 

2層 

〃 
〃 
124

〃 
石火矢の 
鐶金具？ 

青 
銅 
製 
品 

151.3 116.7 60.6
7.0～ 
17.0

SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
125

銭貨の塊 

青 
銅 
製 
品 

141.0 46.5 56.2
4.5～ 
28.9

SA20
一括遺物 

2層 

〃 
〃 
126

工具類・ 
生産用具 
鐶状の鋲 

青 
銅 
製 
品 

3.9 21.9 17.3

鐶鋲頭： 
2.3

鐶鋲身： 
1.2

SK01-C
淡褐色土 
層（上層） 

石火矢の弾。青銅製の球体で、弾鋳型によって製作された鋳物製品として考えら
れるが全体的も緑青で覆われ鋳型の繋ぎ目が観察できない。部分的に緑青の影
響を受けて白色や灰褐色に変色する。文献記録では確認できない唯一、年代の
特定できる貴重な石火矢の弾である。京の内以外で首里城内では此までに青
銅製の弾が18点が出土している。弾のサイズは最小で直径1.4㎝、最大が直径
2.8㎝と山本正昭（『紀要 沖縄埋文研究 ２』2004年３月）によって紹介されている。
文献記録では1450年に小型の「火筒（石火矢）」が記録されている。また、1466
年に琉球の使者が室町幕府の将軍足利義政に謁して、辞去に際して「火砲（石火
矢）」を鳴らして京人を驚かす。文献記録からみても年代の特定できる石火矢の弾
で実存する最古の資料とみられる。 

石火矢の筒（砲身）破片とみられる。推定復元による砲身の内径は、36.6㎜であった。
表裏面とも全体的に緑青で覆われ、緑青の影響を受けて白色や灰褐色に変色
する。特に内面は緑青による変色が著しい。破損した右側面の上部には鉄錆が付着し
ている。文献記録では確認できない唯一、年代の特定できる貴重な石火矢の筒であ
る。文献記録では1450年に小型の「火筒（石火矢）」が記録されている。また、1466
年に琉球の使者が室町幕府の将軍足利義政に謁して、辞去に際して「火砲（石火矢）」
を鳴らして京人を驚かすとあり、文献記録からみても第59図121の弾と同様に年代の
特定できる石火矢の筒破片として考えられ実存する最古の資料とみられる。 

中空きの鐶金具で、特殊な断面構造となっていることなどから石火矢の砲身と関係
する鐶金具かもしれない。表面の外側縁辺部と裏面内側縁辺部を玉縁の肥厚帯
を作っていて、肥厚する玉縁の位置が内側のみ裏面で肥厚する。外側の肥厚部
は厚さ15.4㎜、内側の肥厚部が10.3㎜を測る。推定復元による鐶の外径は縦位と
横位とも12.0㎝、内側の内径は5.7㎝を求めた。表裏面とも火災による火熱の影響
を受けて裏面の大半と表面の一部が爛れている。また、緑青により全体が被覆し、
錆で脹れて部分的な亀裂がみられる。また、緑青の影響で一部は表面がケロイド
状となる箇所や白く変色する箇所もみられる。 

火災により火熱を受けて溶解・凝固した銭貨の固まりとみられる。表面には楷書
体の洪武通寶（1368年初鋳造）と不明銭貨（「寶」の一字のみ判読）の二枚が青
銅の固まり中で溶けて固まっている。表面は青銅が火熱により歪で起伏のある不
定形な状態で溶けて固まったようである。表面で観察できた銭貨は上記した二枚
以外に銭貨の破片が10枚程度確認されるが、その大部分は溶けて窪んだ隙間
から観察できる。裏面は銭貨の破片８枚が固まりの中から観察でき、空洞化した部
分が多く目立っている。銭貨の固まりは、表裏面とも緑青がみられ、錆の進行は停
滞気味のようである。表面および裏面には火熱を受けて溶解した際に、白色のガ
ラス製品の一部が溶けて一緒に固まっている。 

調度品などの紐金具（引手金具）の一部とみられる。厚さ1.2㎜（身部先端）～2.3
㎜（鐶鋲頭）、幅3.1（身部先端）～5.6㎜（鐶鋲頭）の青銅の板材を鐶状に折り曲
げて加工し、両端は鋲の身となるように二股の身部を作って使用したものである。
身部の先端は欠落する。鐶鋲頭の下端から身の内側屈曲部までの長さは4.1㎜を
測ることから対象となった素材の厚みは４㎜程度が考えられる。緑青は表裏面で部
分的に観察される程度であり、強度の高い素材とみられる。 





第24表　国指定重要文化財（保存処理未）銭貨出土状況 
SA28

延長 
栗石 
内 

一括 
遺物 
3層 

東側 
ﾄ ﾚ ﾝ 
ﾁ 壁 

第2層 第 3層 第 4層 

ﾄ ﾚ ﾝﾁ 第 
2層灰 黄 
色堀(覆 
土直下)

畦床面 
清掃 

第 2層 第3層 

完形 1 1

破損 1 1

紹聖元 寶 破損 11

政和通 寶 破損 1 1

開禧通 寶 破損 1 1

完形 76

破損 21

完形 5

2

9

9
121

1

1

破損 4111

厭勝 銭 破損 1 1

無文 銭 破損 1 1 2

不 明 破損 2 11 1 1 6

1 1 2

1

1 12 4

1

2 1 1 1 5 1 32

合計 

洪武通寶 

元豊通寶 

合　計 

出土地 

種類 

永樂通寶 

SA19･20

SK01
-C

SA20SA19



第25表①　国指定重要文化財（保存処理未）銭貨観察一覧（計測部位は第34図参照） 単位：㎜/g

肉郭 
外径 

肉郭 
底径 

方穿 

A
Ｂ 

Ｃ 
Ｄ 

Ｅ 
Ｆ 

① ② ③ 

第60図 
図版43

1

元豊 
通寶 

公 
鋳 
銭 

北宋 
1078
年 

銅 
銭 

回 
読 

完 
形 

篆 
書 

24.6
24.9

19.9
20.2

7.3
7.1

1.5 1.0 1.3 4.2

面・背ともに摩耗し、特に背は肉郭および孔郭の縁ま 
でが摩滅している。面で明瞭な文字は「元」の一字の 
みで、他の三文字は字の表面が摩耗し、「豊」・「寶」の 
二文字が拓影で確認された。「通」の一字は完全に摩 
滅し判読ができない。面の肉郭は幅2.7㎜を測る。 

 SA19
延長 

〃 
〃 
2

元豊 
通寶 

公 
鋳 
銭 

北宋 
1078
年 

銅 
銭 

回 
読 

破 
損 

行 
書 

－ 
24.7

－ 
20.4

7.6
6.7

1.1 1.0 1.2 2.2
　　　〃　　　。1/4程度が欠落し、面で明瞭な文字 
は「元」の一字のみで、「豊」・「寶」の二文字が辛うじて 
拓影で確認された。面の肉郭は幅2.5㎜を測る。 

SA20
第2層 

〃 
図版44

3

紹聖 
元寶 

公 
鋳 
銭 

北宋 
1094
年 

銅 
銭 

回 
読 

破 
損 

行 
書 

－ 
－ 

－ 
－ 

－ 
－ 

1.8 1.2 1.5 2.1
面の保持は良好であるが、背は摩耗が著しい。面の文 
字と肉郭はやや明瞭で、「聖」と「元」の二文字が確認 
できる。面の肉郭は幅2.3㎜を測る。 

SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
4

政和 
通寶 

模 
鋳 
銭 

北宋 
1111
年 

銅 
銭 

対 
読 

破 
損 

篆 
書 

－ 
25.3

－ 
20.5

6.9
6.7

1.3 0.8 1.2 2.5

面の文字は「政」の文字が明確であり、「通」・「寶」は若 
干、火災による火熱と緑青の影響を受けている。「通」 
の文字の右側肉郭には青銅製の鋲や釘の先端部（長 
さ4.0㎜、厚さ0.9㎜）が折れたものが付着している。面 
の肉郭は幅2.1㎜を測る。 

SA20
第2層 

〃 
〃 
5

開禧 
通寶 

不 
明 

南宋 
1205
年 

銅 
銭 

回 
読 

破 
損 

楷 
書 

－ 
－ 

－ 
－ 

－ 
－ 

1.2 0.9 1.1 1.5
SA19
栗石内 

〃 
〃 
6

洪武 
通寶 

公 
鋳 
銭 

明 
1368
年 

銅 
銭 

対 
読 

完 
形 

楷 
書 

23.5
23.5

19.6
19.7

6.5
6.7

1.4 0.7 1.3 3.4
SA20

一括遺物 
3層 

〃 
〃 
7

洪武 
通寶 

公 
鋳 
銭 

明 
1368
年 

銅 
銭 

対 
読 

完 
形 

楷 
書 

23.8
23.7

19.9
19.4

6.1
6.1

1.9 1.0 1.5 4.5
SA20
第2層 

〃 
〃 
8

洪武 
通寶 

公 
鋳 
銭 

明 
1368
年 

銅 
銭 

対 
読 

完 
形 

楷 
書 

23.9
22.7

19.5
19.1

6.1
6.0

1.6 0.6 1.0 3.3
SA20

一括遺物 
2層 

〃 
〃 
9

洪武 
通寶 

公 
鋳 
銭 

明 
1368
年 

銅 
銭 

対 
読 

完 
形 

楷 
書 

24.7
24.2

19.4
18.8

5.1
5.3

2.5 1.4 2.1 4.4
SA20
第2層 

〃 
〃 
10

洪武 
通寶 

公 
鋳 
銭 

明 
1368
年 

銅 
銭 

対 
読 

完 
形 

楷 
書 

24.2
23.8

19.2
19.1

5.6
5.5

1.8 1.0 1.4 4.3
SA20
第2層 

注　｢－｣：計測不可 

重 
量 

観　察　事　項 
出土地点 
出土層 

断面計測部位 
素 
材 

読 
み 
方 

状 
態 

書 
体 

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

銭種 
鋳造 
種類 

初鋳年 

面・背ともに火災による火熱の影響を受け文字もケロイ
ド状となり、背も全体的にケロイド状となる。緑青は面の

「通」と孔郭の一部で観察されるが、背では小規模にみ
られる程度である。特に面では緑青が白く変色する部
分もみられる。面の肉郭は幅2.0～2.7㎜を測る。肉郭
の幅のバラツキは銭鋳型のずれなどが考えられる。断面
観察では面・背の鋳型のずれによって縁の断面の一部
が垂直ではなく丸味のある「く」の字状となっている。 

面・背ともに火災による火熱の影響を受けていて、面の
「洪」・「通」・「寶」の三文字がケロイド状となり、背も全
体的にケロイド状となっている。緑青は面の肉郭の一
部で観察されるが、背では肉郭に集中して肉郭の
3/4におよんでいる。部分的に鉄分が付着する。緑青
の影響で肉郭の一部が浸食されている。面の肉郭は
幅2.1㎜を測る。 

火災による火熱の影響を受けて面の「武」・「寶」の二
文字と背の一部がケロイド状となる。緑青は面で僅か
に観察されるが、背では肉郭部分に集中する。面の
肉郭には銅素材が火熱で溶解・凝固した際に細片化
した炭や鉄、そして細片化した黒釉天目の破片も取り
込んでいる。面の肉郭は幅2.1㎜を測る。 

火災による火熱の影響を受けて面の「洪」・「寶」の二
文字と背の一部がケロイド状となる。緑青は面で僅か
に観察できる程度であるが、背では孔郭の部分に緑青
が集中している。面の肉郭は幅2.1㎜を測る。 

他の資料と比較して面・背ともに両面の保持は良好で
ある。若干、背が軽く摩耗する程度である。「武」の一
字のみが、火災による火熱の影響を受けて一部がケロ
イド状となる。他の三文字は字が鮮明である。面の肉
郭は幅1.7㎜を測る。 

銭貨の1/2強を欠落する。面・背ともに摩耗する。面の
文字は不鮮明ではあるが「禧」の一字のみが判読で
きるが、「通」の文字は摩耗が著しく拓影で確認された。
肉郭の幅は面・背で大きく異なっている面で幅2.5㎜、
背が4.3㎜と幅で1.8㎜の差が生じている。 





第25表②　国指定重要文化財（保存処理未）銭貨観察一覧（計測部位は第34図参照） 単位：㎜/g

肉郭 
外径 

肉郭 
底径 

方 
穿 

A
Ｂ 

Ｃ 
Ｄ 

Ｅ 
Ｆ 

① ② ③ 

第61図 
図版44

11

洪武 
通寶 

公 
鋳 
銭 

明 
1368
年 

銅 
銭 

対 
読 

完 
形 

楷 
書 

23.8
23.6

19.4
19.1

5.5
5.5

2.1 1.3 1.7 4.9

面・背とも火災による火熱の影響を受けて素材そのものが 
脹れて全体がケロイド状となり、微細な気泡痕が多くみられ 
る。銭貨が脆弱な状況にある。面及び背の肉郭の一部は 
火熱や緑青の影響で欠落する。文字も爛れてケロイド状と 
なる為、不鮮明である。面の肉郭は幅2.8㎜を測る。 

SA20
第2層 

〃 
〃 
12

洪武 
通寶 

不 
明 

明 
1368
年 

銅 
銭 

対 
読 

破 
損 

楷 
書 

28.0
26.2

21.9
19.4

4.9
5.5

2.4 1.0 1.8 6.3
SA19・20
畦3層 

〃 
図版45

13

洪武 
通寶 

模 
鋳 
銭 

明 
1368
年 

銅 
銭 

対 
読 

破 
損 

楷 
書 

－ 
－ 

－ 
－ 

－ 
6.6

1.7 0.9 1.3 1.8
SA20
第2層 

〃 
〃 
14

永樂 
通寶 

公 
鋳 
銭 

明 
1408
年 

銅 
銭 

対 
読 

完 
形 

楷 
書 

25.4
25.2

21.1
21.2

6.4
6.2

1.6 0.7 1.2 4.0

面と背の一部は素材の銅が火熱で溶けて再凝固してい 
る。文字は鮮明であるが、一部分に再凝固した銅が被さっ 
ている。鋳造時に銭鋳型のズレが発生して面の孔郭と背の 
孔郭の位置がずれている。背のズレが大きく肉郭の幅が 
1.3㎜～3.2㎜と1.9㎜の差が生じている。 

SA28
ﾄﾚﾝﾁ第2
層灰黄色 
土層（覆土 

直下） 

〃 
〃 
15

永樂 
通寶 

公 
鋳 
銭 

明 
1408
年 

銅 
銭 

対 
読 

完 
形 

楷 
書 

25.7
25.5

21.1
21.4

5.3
5.4

1.6 0.6 1.1 3.7
SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
16

永樂 
通寶 

模 
鋳 
銭 

明 
1408
年 

銅 
銭 

対 
読 

完 
形 

楷 
書 

24.2
24.1

19.9
20.0

5.7
5.7

1.2 0.8 1.3 3.2

面・背とも火災による火熱の影響を受けてケロイド状とな 
る。「永」と「樂」の二字はやや鮮明であるが、「樂」の字は摩 
滅している。「通」の字は潰れ気味で辛うじて判読ができ 
る。「寶」の字は「ウ冠」を除いて潰れている。背は部分的に 
緑青が凝固する際に細片化した炭を取り込んでいる。面の 
肉郭は幅1.7～2.7㎜を測る。 

SA20
第3層 

〃 
〃 
17

永樂 
通寶 

公 
鋳 
銭 

明 
1408
年 

銅 
銭 

対 
読 

完 
形 

行 
書 

25.7
25.8

21.2
20.9

5.0
5.2

1.6 0.7 1.2 3.6

面は背よりも火災による火熱の影響が著しく全面がケロイド 
状となる。文字も摩滅の傾向が見受けられ「永」の字が辛う 
じて判読できる程度である。「通」・「寶」の字には鉄分の付 
着や緑青の白錆がみられる。背は全体的に観察され鉄分 
の付着や緑青による影響で白く変色する部分がみられる。 
肉郭の一部は緑青に侵食されている。面の肉郭は幅1.6～ 
2.2㎜を測る。 

SA20
第2層 

〃 
〃 
18

永樂 
通寶 

不 
明 

明 
1408
年 

銅 
銭 

対 
読 

完 
形 

楷 
書 

25.3
24.3

20.5
20.2

5.3
5.5

1.8 1.2 1.8 3.8
SA20
第3層 

〃 
〃 
19

永樂 
通寶 

明 
1408
年 

銅 
銭 

対 
読 

破 
損 

楷 
書 

－ 
－ 

－ 
－ 

－ 
－ 

1.3 0.7 1.0 1.2

銭貨の2/3程度が欠落する。面・背ともに摩耗する。火災に 
よる火熱の影響は軽微であるが若干、面がケロイド状と 
なっている。「永」・「寶」の字はやや鮮明であるが、字の 
上に鉄分が付着している。背は全体的に緑青が被さってケ 
ロイド状となる。面の肉郭は幅2.2㎜を測る。 

SA20
東側 

ﾄﾚﾝﾁ壁 

〃 
〃 
20

永樂 
通寶 

公 
鋳 
銭 

公 
鋳 
銭 

明 
1408
年 

銅 
銭 

対 
読 

破 
損 

楷 
書 

－ 
－ 

－ 
－ 

－ 
－ 

1.7 1.4 1.6 2.4

銭貨の1/2強が欠落する。面・背ともに火災による火熱の影 
響は軽微であるが若干、面がケロイド状となっている。 

「通」・「樂」の字は比較的に鮮明である。背は全体的に縁 
青が被さってケロイド状となる。面の肉郭は幅2.5㎜を測る。 

SA20
第2層 

注　「－」：計測不可 

重 
量 

観　察　事　項 
出土地点 
出土層 

断面計測部位 
素 
材 

読 
み 
方 

状 
態 

書 
体 

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

銭種 
鋳造 
種類 

初鋳年 

面・背とも火災による火熱の影響を強く受けて素材の溶解
と変形で全体がケロイド状となる。その影響で面や背に
微細な気泡痕が発生し、脆くなっている。確認された「洪」
と「寶」の字は、前者が一部欠落し、後者は変形する。「通」・

「武」の字は火熱や緑青の影響でケロイド状となり、判読
できない。内面の孔郭は溶けて孔が塞がり位置も不明で
ある。面の肉郭は幅3.2㎜を測る。 

銭貨の1/2程度が欠落する。面は背よりも火熱の影響は微
弱である。「武」・「寶」の字はやや鮮明である。背は火災や
緑青の影響を受けてケロイド状となる。面の肉郭は幅1.6㎜
を測る。 

面は全体的に火熱や緑青の影響を受けてケロイド状とな
る。銅素材の一部は溶けて「通」の字に流れ被さって再凝
固し、緑青で腐蝕する。文字は比較的に鮮明であるが、「寶」
部分は緑青の影響で潰れ気味となる。「樂」の字には鉄
錆が付着する。背は面よりも火熱の影響は軽微であるが、
部分的に緑青の錆瘤や鉄分の付着が観察される。面の
肉郭は幅は2.0～2.4㎜を測る。 

　　　　〃　　　　。文字も摩滅の傾向が見受けられ
「永」の字が辛うじて判読できる程度である。残りの三文字
は火熱の影響で爛れてケロイド状に潰れている。緑青は
面の一部と背の全面にみられる。背は緑青の上に細片化
した炭や石灰分が付着している。背の肉郭部分で罅割れ
がみられる。面の肉郭は幅1.7～2.5㎜を測る。 





第25表③　国指定重要文化財（保存処理未）銭貨観察一覧（計測部位は第34図参照） 単位：㎜/g

肉郭 
外径 

肉郭 
内径 

方穿 

A
Ｂ 

Ｃ 
Ｄ 

Ｅ 
Ｆ 

① ② ③ 

第62図 
図版45

21

永 
樂 
通 
寶 

模 
鋳 
銭 

明 
1408 
年 

銅 
銭 

不 
明 

破 
損 

不 
明 

24.9
－ 

－ 
－ 

5.3
6.0

1.4 1.2 － 2.7
SA19

〃 
〃 
22

厭 
勝 
銭 

不 
明 

明 
1408
年?

銅 
銭 

不 
明 

破 
損 

不 
明 

－ 
－ 

－ 
－ 

－ 
－ 

2.3 1.2 1.8 2.2
SA20
第3層 

第3層 

注　｢－｣：計測不可 

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

銭種 
鋳造 
種類 

初鋳年 
素 
材 

読 
み 
方 

状 
態 

書 
体 

重 
量 

観　察　事　項 
出土地点 
出土層 

断面計測部位 

摩滅の著しい銭貨が火災による火熱の影響を受けて
背の全てと面の一部がケロイド状となり脆くなってい
る。摩滅が著しい為、字は判読しがたいが、「永」と

「樂」の一部が拓影で確認できる程度である。背は緑
青で覆われ、一部に錆瘤と緑青により侵食され白く変
色する。面の肉郭は幅2.4㎜を測る。 

銭貨の1/2近くが欠落する。火災による火熱の影響を
強く受け、脹れてケロイド状となる。火熱の影響で文字
も脹れて判読ができない。面には文字、若しくは絵の
一部が緑青で覆われている。背は面よりも火災による
火熱の影響を強く受けてケロイド状となり、その上から
緑青が被さっている。孔郭が亀甲郭（六角形の孔）とな
っていることから特殊な銭貨とみられる。面の肉郭は
幅2.3㎜を測る。 



第28表　土壙SK01（倉庫跡）炉壁・羽口観察一覧 
挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

分類・ 
名称・ 
仮称　 

観　察　事　項　等 素地・混入物・色調・焼成 
出土地点 
出土層 

第63図 
図版46

１ 

Ⅰ類 
炉壁か 

胎土は細かい泥質。混入物として多量の籾 
殻や稲藁の痕跡がみられる。その他に僅か 
に微細な雲母片や細かい石英が含まれてい 
る。希に赤茶色の物質（7.7㎜前後で、焼土 
の塊とみられる）が観察できる。器色は橙白 
色。焼成は悪く脆い。 

断面及び側面観が凸レンズが割れたような形状となる。上部及び上部 
側面が灰褐色に変色している状況から鍛冶関係の炉壁や羽口などの 
破片の可能性もあるが判然としない。外面は雑なナデ調整を主体とす 
るが、ナデ調整が徹底せずに刷毛目様のナデと箆削りの消し忘れが確 
認できる。内面は器面の大半が剥離し、部分的に箆削りやナデ調整が 
観察できる。サイズは縦軸8.9㎝、横軸17.5㎝、厚さ2.1～4.6㎝、重さ 
375.8gを測った。 

SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
2

Ⅰ類 
炉壁か 

上記、１と同質の素材で、同一個体の可能性がある。縦断面が凸レン 
ズが割れたような形状となる。内外面はナデで調整されているが、外面 
は内面より雑な指ナデを施している。サイズは縦軸4.6㎝、横軸3.4㎝、 
厚さ0.8～2.0㎝、重さ21.7gを測った。 

SA19
第2層 

〃 
〃 
3

Ⅰ類 
炉壁か 

SA19
第2層 

〃 
〃 
4

Ⅰ類 
炉壁か 

Ⅲ類 

SA19
第2層 

〃 
〃 
5

Ⅱ類 
炉壁か 
羽口 

下面のみが本来の面であり、他は破損面である。下面は平坦面ではあ 
るが器面の調整が雑であり、ナデと指圧痕がみられる。破損面の一部 
は火災による影響を受けてケロイド状となる。サイズは縦軸4.3㎝、横軸 
6.1㎝、厚さは破損のため不明。重さ60.2gを測った。 

SA19
第2層 

〃 
〃 
6

Ⅱ類 
炉壁か 
羽口 

　　　〃　　。混入物として多量の籾殻や 
稲藁の痕跡がみられる。少量ながら微細な 
雲母片、粗密な石英、粗密な茶褐色の鉱物 

（マンガンノジュルの塊）などが含まれてい 
る。その他、巻貝の破片なども観察できる。 
器色は黄褐色。焼成は悪く脆い。 

　　　〃　　。　　　〃　　。微細な雲母片 
や粗密な石英、赤茶色の物質が少量ながら 
観察できる。器色は外面が橙白色、内面は 
暗茶色。焼成は悪く脆い。 

　　　〃　　。　　　〃　　　。　　　〃 
。赤茶色の物質は確認できない。器色は橙 
白色。焼成は悪く脆い。 

　　　〃　　。混入物として稲藁の痕跡、微 
細な雲母片、粗い石英及び赤茶色の物質が 
多量に観察できる。その他、マンガンノジュ 
ルの小さな塊（１㎝前後）が含まれている。器 
色は灰褐色。焼成は悪く脆い。 

　　　〃　　。混入物として多量の籾殻や 
稲藁の痕跡がみられる。僅かではあるが微 
細な雲母片や粗い石英が含まれている。器 
色は外面が暗褐色、内面は茶褐色。焼成は 
悪く脆い。 

SA19・20
畦2層 

〃 
〃 
７ 

羽口か 細粒砂岩製（俗称：ニービ）。 
円筒形の羽口とみられるが風道と木呂が破損しているため、判然としな 
い。推算された直径は11㎝であった。表裏面及び外面にガラス製品が 
溶けて付着し、ガラス質鉄滓のような状況にある。重さ55.3gを測った。 

SA20
第3層 

第27表　土壙SK01（倉庫跡）焼土出土状況 

延 
長 
東 
側 

一 
括 
遺 
物 

2
層 

一 
括 
遺 
物 

第 
2
層 

第 
3
層 
B

畦 
一 
括 
遺 
物 

2
層 

畦 
2
層 

畦 
3
層 

畦 
4
層 

焼土 1 2 1 5 1 3 3 1 17

合計 1 2 1 5 1 3 3 1 17

合 
計 

出土地 

種類 

SA19 SA19・20SA20

第26表　土壙SK01（倉庫跡）炉壁・羽口出土状況 
SA19

第 
2
層 

一 
括 
遺 
物 

2
層 

第 
3
層 

畦 
2
層 

畦 
3
層 

炉壁か 8314

炉壁か羽口 211

羽　 口 211

合　 計 5 1 1 2 3 12

出土地 

種類 

合 
計 

SA19・20SA20

横断面が凸レンズが割れたような形状となる。外面は火熱を受けて部
分的にケロイド状となり、表面及び側面の破損面に青銅製品などの溶
解物が付着している。内面は器面の保持が悪く、判然としないがナデ
調整が考えられる。サイズは縦軸3.7㎝、横軸4.8㎝、厚さ1.1～2.3㎝、
重さ21.3g。 

　　　〃　　。内外面ともナデ調整である。内面は外面よりナデが丁
寧に施されている。サイズは縦軸4.8㎝、横軸4.4㎝、厚さ1.3～2.7㎝、
重さ43.7gを測った。 

裏面が本来の面とみられる。正面は素材の継ぎ足し面からきれいに外
れた面とみられる。裏面は平坦面であり、全体的に器面の保持が悪く、
剥離する面が多く、残存する部分にはナデ調整が観察される。サイズ
は縦軸7.1㎝、横軸3.7㎝、厚さは破損のため不明。重さ43.6gを測
った。 





第29表ａ　全体の色別点数 第29表ｂ　全体の色別点数 

235統 系 色 青 

302濁 白 

不明（火熱で変色：焦げ茶色） 23

31明 透 

4統 系 色 灰 

3統 系 色 黄 

2統 系 色 茶 赤 

2統 系 色 茶 

1統 系 色 緑 

1統 系 緑 黄 

1統 系 色 黒 

不明（炭化：灰色・黒色） 10

合　 計 795

注１. 玉の塊を含む全体の数 
注２. 火災による火熱で癒着した玉 
　　 資料で実測図を試みた資料は1点づつ数えた。但し、玉の塊を除く、写真のみ掲載した資料は、2～3個癒着したものを1点と数えた。 

203
(26%)

532
(67%)

10
1

1

1

23
13

3
4

22
青色系統 

白濁 

不明（火熱で変色：焦げ茶色） 

透明 

灰色系統 

黄色系統 

赤茶色系統 

茶色系統 

緑色系統 

黄緑系統 

黒色系統 

不明（炭化：灰色・黒色） 



第30表ａ　Ⅰ類～Ⅳ類までの直径と重量 
重量（g） 

直径（㎜） 

0.010
～ 

0.019

0.020
～ 

0.029

0.030
～ 

0.039

0.040
～ 

0.049

0.050
～ 

0.059

0.060
～ 

0.069

0.070
～ 

0.079

0.080
～ 

0.089

0.090
～ 

0.099

0.100
～ 

0.149

0.200
～ 

0.249

0.300
～ 

0.349

0.350
～ 

0.399

0.400
～ 

0.449

0.450
～ 

0.499

0.500
～ 

0.549

0.550
～ 

0.599

0.600
～ 

0.649

0.650
～ 

0.699

0.700
～ 

0.749

0.750
～ 

0.799

0.800
～ 

0.849

0.850
～ 

0.899

1.000
～ 

1.999
合計 

2.0～2.49 6 6

2.5～2.69 4 4 8

2.7～2.89 5 20 10 35

2.9～3.09 110143937 92

3.1～3.29 3 23 53 24 4 107

3.3～3.49 10 40 50 23 2 2 127

3.5～3.99 10 30 62 42 14 3 1 1 163

4.0～4.49 1 4 10 13 4 1 1 1 35

4.5～4.99 5 2 5 12

5.0～5.49 11

2

111 5

5.5～5.99 1

2

1 2

6.0～6.49 2 2

7.0～7.49 211

7.5～7.99 31

2

2

8.0～8.49 11

8.5～8.99 511111

9.0～9.49 11

9.5～9.99 7112

2

111

10.0～10.49 3111

11.5～11.99 1 1

12.0～12.49 1 1 2

計 25 108 176 157 85 26 6 3 1 4 2 3 2 4 2 1 1 2 1 2 619

注　玉の塊を除く 

第30表ｂ　Ⅰ類～Ⅳ類までの直径と重量 
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9
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9

0
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0
～

0
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9
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0
～

0
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4
9

0
.0
5
0
～

0
.0
5
9

0
.0
6
0
～

0
.0
6
9

0
.0
7
0
～

0
.0
7
9

0
.0
8
0
～

0
.0
8
9

0
.0
9
0
～

0
.0
9
9

0
.1
0
0
～

0
.1
4
9

0
.2
0
0
～

0
.2
4
9

0
.3
0
0
～

0
.3
4
9

0
.3
5
0
～

0
.3
9
9

0
.4
0
0
～

0
.4
4
9

0
.4
5
0
～

0
.4
9
9

0
.5
0
0
～

0
.5
4
9

0
.5
5
0
～

0
.5
9
9

0
.6
0
0
～

0
.6
4
9

0
.6
5
0
～

0
.6
9
9

0
.7
0
0
～

0
.7
4
9

0
.7
5
0
～

0
.7
9
9

0
.8
0
0
～

0
.8
4
9

0
.8
5
0
～

0
.8
9
9

1
.0
0
0
～

1
.9
9
9

重量 
g 

個数 

2.0～2.49 2.5～2.69 2.7～2.89 2.9～3.09 3.1～3.29 3.3～3.49 

3.5～3.99 4.0～4.49 4.5～4.99 5.0～5.49 5.5～5.99 6.0～6.49 

7.0～7.49 7.5～7.99 8.0～8.49 8.5～8.99 9.0～9.49 9.5～9.99 

10.0～10.49 11.5～11.99 12.0～12.49 

直径 
㎜ 



第31表ａ　Ⅰ類の直径と重量 
重量（g） 

直径（㎜） 

0.040～ 
0.049 

0.050～ 
0.059 

0.200～ 
0.249 

0.400～ 
0.449 

0.450～ 
0.499 

0.500～ 
0.549 

0.550～ 
0.599 

0.800～ 
0.849 

1.000～ 
1.999 

合計 

3.5～3.99 1 1 

1 

2 

5.0～5.49 1 1 

5.5～5.99 1 1 

2

7.0～7.49 2 1 1 

1 1 

7.5～7.99 3 1 2 

1 2 

8.5～8.99 1 

1 

1 

11.5～11.99 1 1 

12.0～12.49 1 1 

合　 計 1 2 12 

注　玉の塊を除く 

第31表ｂ　Ⅰ類の直径と重量 

0 

1 

2 

0.040～ 
0.049 

0.050～ 
0.059 

0.200～ 
0.249 

0.400～ 
0.449 

0.450～ 
0.499 

0.500～ 
0.549 

0.550～ 
0.599 

0.800～ 
0.849 

1.000～ 
1.999 

重量 
g 

個数 

3.5～3.99 5.0～5.49 5.5～5.99 7.0～7.49

7.5～7.99 8.5～8.99 11.5～11.99 12.0～12.49

直径 
  ㎜ 



第32表ａ　Ⅱ類の直径と重量 
　　    重量（g） 

直径(㎜) 

0.010 
～ 

0.019 

0.020 
～ 

0.029 

0.030 
～ 

0.039 

0.040 
～ 

0.049 

0.050 
～ 

0.059 

0.060 
～ 

0.069 

0.070 
～ 

0.079 

0.080 
～ 

0.089 

0.090 
～ 

0.099 

0.100 
～ 

0.149 

0.300 
～ 

0.349 

0.400 
～ 

0.449 

0.450 
～ 

0.499 

0.500 
～ 

0.549 

0.550 
～ 

0.599 

0.600 
～ 

0.649 

0.650 
～ 

0.699 

0.750 
～ 

0.799 

0.800 
～ 

0.849 

0.850 
～ 

0.899 
合計 

2.0～2.49 6 6 

2.5～2.69 4  4 8 

2.7～2.89 4  2 0  9 33 

2.9～3.09 901 1 9 4 3 9 3 6 

3.1～3.29 3  2 1  5 0  2 4  4 102 

3.3～3.49 1 0  3 9  5 0  2 3  2  2 126 

3.5～3.99 7  2 7  5 9  3 9  1 3  3 1  1 150 

4.0～4.49 1 4  9  1 0  4 1  1  1 31 

4.5～4.99 3  1  3 7 

5.0～5.49 1 1 

6.0～6.49 1 1 

8.0～8.49 1 1 

8.5～8.99 3 1 1 1 

9.0～9.49 1 1 

9.5～9.99 1 1 2  1  5 

10.0～10.49 3 1 1 1 

合　 計 23 102 166 151 78 22 6 2 1 2 3 2 1 2 1 2 1 1 1 1 568 

注　玉の塊を除く 

第32表ｂ　Ⅱ類の直径と重量 
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重量 
g 

個数 

 2.0～2.49  2.5～2.69  2.7～2.89  2.9～3.09 

 3.1～3.29  3.3～3.49  3.5～3.99  4.0～4.49 

 4.5～4.99  5.0～5.49  6.0～6.49  8.0～8.49 

 8.5～8.99  9.0～9.49  9.5～9.99  10.0～10.49 

直径 
 ㎜ 



第33表ａ　Ⅲ類・Ⅳ類の直径と重量 
重量（g） 

直径(㎜) 

0.010～ 
0.019 

0.020～ 
0.029 

0.030～ 
0.039 

0.040～ 
0.049 

0.050～ 
0.059 

0.060～ 
0.069 

0.080～ 
0.089 

0.300～ 
0.349 

0.350～ 
0.399 

0.650～ 
0.699 

0.700～ 
0.749 

合計 

2.7～2.89 1 1 2 

2.9～3.09 2 1 * 1 

3.1～3.29 2 3 5 

3.3～3.49 1 1 

3.5～3.99 111 2 2 3 3 

4.0～4.49 4 3 1 

4.5～4.99 5 2 1 2 

5.0～5.49 3 1 1 1 

5.5～5.99 1 1 

6.0～6.49 1 1 

8.5～8.99 1 1 

9.5～9.99 1 1 2 

12.0～12.49 1 1 

合　 計 2 6 10 5 6 4 1 1 2 1  1 39 

注　「*」：Ⅲ類、玉の塊を除く 

第33表ｂ　Ⅲ類・Ⅳ類の直径と重量 
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Ⅲ類 



第34表①　国指定重要文化財（保存処理未）ガラス玉観察一覧（計測部位は第64図参照） 
挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

形状 
分類 

色調 
素 
材 

残存 
状況 

観 　 察 　 事 　 項 
出土地点 
出土層 

第65図A
図版47

1
白濁 

ガ 
ラ 
ス 

脆い 
火災による火熱の影響で、表面がケロイド状となりざらついている。色調は本来の色合いを失い灰褐色を呈する。部分的に煤 
けている。上位の孔は使用時に生じた細かい剥離痕が若干観察できる。下面の破損部分の観察から巻き付け技法であること 
が確認できる。サイズ：長軸11.90㎜、短軸11.79㎜、厚さ9.0㎜、重量1.45g。孔径：最大2.64㎜、最小2.56㎜。製法：巻き付け。 

SA20
第2層 

〃 
〃 
2

透明 
水 
晶 

良好 

火災による火熱の影響で、表面が部分的にケロイド状となり、微細な気泡痕もみられる。全体的に罅割れが入っている。色調 
は本来、無色透明であるが、火熱の影響を受けて半分程度透明感を失い白濁（微細な気泡痕の影響で白濁）している。孔の 
周辺は使用時に生じたとみられる微細な剥離面が集中する。サイズ：長軸8.57㎜、短軸8.55㎜、厚さ8.1㎜、重量0.80g。孔径： 
最大1.63㎜、最小1.47㎜。製法：研磨。 

SA19・20
畦2層 

〃 
〃 
3

茶色 
ガ 
ラ 
ス 

脆い 
SA19・20
畦床面 
清掃 

〃 
〃 
4

透明 
水 
晶 

良好 
SA28
灰黄色 
土層 

〃 
〃 
5

透明 
水 
晶 

良好 
SA20
第2層 

〃 
〃 
6

透明 
水 
晶 

脆い 
SA19・20
畦覆土 

〃 
〃 
7

透明 
水 
晶 

脆い 
SA19・20
畦2層 

〃 
〃 
8

透明 
水 
晶 

脆い 

火災による火熱で割れた玉で、破損面に白色の溶けた素材が付着している。火熱の影響で部分的にケロイド状となり、微細な 
気泡痕や微細な剥離がみられる。このケロイド状となる部分は白色や黒色に変色している。上位の孔の周辺には微細な剥離 
が観察できるが、剥離の縁辺部は角が潰れていないことから玉が破損した際に新たな剥離を発生させた可能性が高い。サイ 
ズ：長軸－、短軸－、厚さ－、重量0.29g。孔径：最大－、最小－。製法：研磨。 

SA19・20
畦11層 

〃 
〃 
9

透明 
水 
晶 

脆い 
SA19・20
畦2層 

〃 
〃 
10

Ⅰ類 白濁 
ガ 
ラ 
ス 

脆い 
SA20
第2層 

〃 
〃 
11

青色 
ガ 
ラ 
ス 

脆い 
SA19・20
畦4層 

〃 
〃 
12

透明 
ガ 
ラ 
ス 

良好 
SA20
第3層 

〃 
〃 
13

透明 
ガ 
ラ 
ス 

良好 
SA19

一括遺物 
4層 

〃 
〃 
14

青色 
ガ 
ラ 
ス 

良好 
SA20
第2層 

〃 
〃 
15

透明 
ガ 
ラ 
ス 

良好 
SA19

一括遺物 
4層 

〃 
〃 
16

青色 
ガ 
ラ 
ス 

良好 

青色の玉が火災による火熱の影響で全体的に白濁する。白濁した部分は表面がケロイド状となり、微細な亀裂や焼け脹れ及 
び微細な気泡痕が観察される。白濁部分の表面が薄く剥離し、剥離した部分は青白色を帯びているところもある。青白色の部 
分もケロイド状となる。上位の孔の周辺は剥離痕の大半は潰れて光沢があり滑らかである。下位の孔の周辺は破損時の剥離 
が目立っている。サイズ：長軸8.20㎜、短軸8.17㎜、厚さ5.48㎜、重量0.46g。孔径：最大2.83㎜、最小2.68㎜。製法：巻き付け。 

SA19
第2層 

〃 
〃 
17

Ⅳ類 白濁 
ガ 
ラ 
ス 

良好 

火災による火熱の影響を強く受けて歪に変形している。白濁は玉の外面から内部まで及んでいる。火熱で表面は溶けて歪と 
なる。残存する表面は火熱で爛れ灰褐色となり、微細な気泡痕も観察できる。孔も変形し歪な三角形状となっている。上位の 
孔の周辺は破損時の剥離痕や使用時の剥離痕が混在して判然としない。上位と下位の孔の周辺は破損時の剥離が目立って 
いる。サイズ：長軸9.98㎜、短軸7.59㎜、厚さ6.22㎜、重量0.38g。孔径：最大2.23㎜、最小1.24㎜。製法：巻き付け。 

SA19
東側 
ﾄﾚﾝﾁ 

栗石直下 

Ⅰ類 

Ⅳ類 

Ⅱ類 

火災による火熱の影響でアバタ状となる部分もみられるが、表面から内部までは微細な罅割れが全体的に入り、非常に脆い
状態にある。本来の色調は不明であるが、現状は茶白色と茶褐色が上部と下部の二つに分かれるような状態にある。上面の
孔は真新しい大きな剥離と使用時の微細な剥離痕が観られる。上位と下位の孔の周辺にみられる微細な剥離の縁沿いや剥
離面の一部は使用によって摩耗する。サイズ：長軸7.77㎜、短軸7.73㎜、厚さ6.1㎜、重量0.51g。孔径：最大1.84㎜、最小1.74
㎜。製法：不明。 

火災による火熱の影響で、表面が微細なアバタ状となっている。表面の一部ではケロイド状となり、微細な気泡痕や微細な亀裂
もみられる。ケロイド状となる部分は白く変色し、煤が付着しているようである。上位と下位の孔の周辺は使用時に生じたとみら
れる微細な剥離や大きな剥離がみられ、この部分まで微細な気泡が観察できる。孔の周辺に観られる剥離の縁沿いは使用に
よって摩耗する。サイズ：長軸7.68㎜、短軸7.56㎜、厚さ6.15㎜、重量0.50g。孔径：最大1.80㎜、最小1.75㎜。製法：研磨。 

　　〃　　。　　〃　　。　　〃　　。側面の一部は火熱の影響で変形し、罅割れが発生している。上位と下位の孔の周辺
は使用時に生じたとみられる微細な剥離と微細な気泡が観察できる。孔の周辺に観られる剥離の縁沿いや剥離面は使用によ
って摩耗する。サイズ：長軸7.43㎜、短軸7.32㎜、厚さ5.86㎜、重量0.44g。孔径：最大1.74㎜、最小1.56㎜。製法：研磨。 

　　〃　　。　　〃　　。　　〃　　。　　〃　　。側面の一部は火熱の影響で変形、罅割れ、剥離がみられる。表面に
は鉄の錆汁が付着している。上位と下位の孔の周辺は使用時に生じたとみられる微細な剥離の縁沿いと剥離面は使用によっ
て摩耗する。孔内側の剥離した縁沿いは紐ズレによって潰れている。サイズ：長軸7.36㎜、短軸7.25㎜、厚さ7.18㎜、重量
0.47g。孔径：最大1.87㎜、最小1.63㎜。製法：研磨。 

　　〃　　。　　〃　　。　　〃　　。　　〃　　。表面には白色の溶けたガラスが付着している。この溶けた白色ガラス
には微細な繊維とみられる物が凝固の際に取り込まれている。上位と下位の孔の周辺は使用時に生じたとみられる微細な剥
離があり、微細な気泡が観察できる。孔の周辺に観られる剥離の縁沿いや剥離面は使用によって摩耗する。孔内側の剥離
痕の縁辺部も紐ズレによって潰れている。サイズ：長軸7.88㎜、短軸6.51㎜、厚さ7.14㎜、重量0.58g。孔径：最大1.48㎜、最小
0.64㎜。製法：研磨。 

火災による火熱で割れた玉の破片で、火熱の影響で部分的にケロイド状となり、微細な気泡痕がみられる。このケロイド状とな
る部分は変色して黒ずんでいる。上位の孔の周辺には微細な剥離がある。剥離の縁辺部と孔内側の剥離痕の縁辺部は紐ズレ
によって角が潰れている。素材や質感などの諸特徴から上記、図８と同一個体の可能性が高い。サイズ：長軸－、短軸－、厚
さ－、重量0.14g孔径：最大－、最小－。製法：研磨。 

火災による火熱の影響で、表面がケロイド状となりざらついている。色調は本来の色合いを失い灰褐色を呈する。部分的に煤
けている。上位の孔の周辺は小規模な面を形成する。孔の周辺は半分程度垂直に孔が開いていて、孔の周辺の剥離痕は
完全に紐ズレで潰れて摩滅している。下位の孔は周辺が大きく破損し、新鮮は剥離面となっている。サイズ：長軸12.43㎜、短
軸12.26㎜、厚さ9.25㎜、重量1.42g。孔径：最大2.82㎜、最小2.64㎜。製法：巻き付け。 

火災による火熱の影響で、形状が歪となる。表面がケロイド状なりざらつき、微細な気泡痕や部分的な空洞が2ケ所（サイズ：
直径0.2～0.4㎜、直径0.7～1.1㎜）みられる。上下の孔の周辺は微細な剥離痕が紐ズレで潰れて白く変色する。サイズ：長
軸6.10㎜、短軸5.37㎜、厚さ5.51㎜、重量0.31g。孔径：最大0.94㎜、最小0.86㎜。製法：巻き付け。 

　　〃　　。白濁部分はケロイド状となり、微細に薄く剥離している。剥離した部分は白く変色している。上下の孔の周辺は剥
離痕があり、その縁辺部は角が潰れて白く変色する。サイズ：長軸9.83㎜、短軸9.68㎜、厚さ6.54㎜、重量0.77g。孔径：最大
3.52㎜、最小3.30㎜。製法：巻き付け。 

透明であった玉の表面が火災による火熱の影響で半分程度が白濁する。白濁した部分から表面が薄く剥離し、剥離した部分
が透明となるが、透明な部分もケロイド状となる。白濁した部分の表面は火熱の影響を受けて焼け脹れてケロイド状となり、部
分的に虫食い様に溶けている。上位の孔の周辺は磨面様となる。孔の周辺の微細な剥離痕の縁辺部は角が潰れて白く変色
している。下位の孔の周辺は破損時の剥離が目立っている。サイズ：長軸9.34㎜、短軸8.75㎜、厚さ6.86㎜、重量0.65g。孔径：
最大3.13㎜、最小2.86㎜。製法：巻き付け。 

火災による火熱の影響で半分程度が白濁する。白濁した部分から表面が薄く剥離し、剥離した部分は透明となる。白濁した部
分の表面は火熱の影響を受けてケロイド状となり、部分的に虫食い様に溶けて、罅割れも発生している。その他、表面にはガ
ラスが溶け流れて、滴となって痕跡が窺える。この痕跡は製作時によるものとみられる。上下の孔の周辺は磨面様で微細な
剥離痕があり、その縁辺部は角が潰れて白く変色し目立っている。サイズ：長軸8.93㎜、短軸8.72㎜、厚さ6.18㎜、重量0.57g。
孔径：最大2.92㎜、最小2.68㎜。製法：巻き付け。 

表面観察からは火災による火熱の影響は極めて微弱で、火熱を受けた部分は半分程度が白濁する。表面には製作時に溶け
て流れた部分があり、その先端は滴状に凝固している。上下の孔の周辺は磨面様となり、孔の周辺の微細な剥離痕の縁辺部
は角が潰れて白く変色し目立っている。サイズ：長軸10.22㎜、短軸10.22㎜、厚さ6.75㎜、重量0.87g。孔径：最大4.09㎜、最
小3.56㎜。製法：巻き付け。 



第34表②　国指定重要文化財（保存処理未）ガラス玉観察一覧（計測部位は第64図参照） 
挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

形状 
分類 

色調 
素 
材 

残存 
状況 

観　察　事　項 
出土地点 
出土層 

第65図A
図版47

18
Ⅱ類 黄色 

ガ 
ラ 
ス 

良好 

火災による火熱の影響を強く受けて歪に変形している。白濁は玉の外面から内部まで及んでいる。火熱で表面は溶けて歪と 
なる。残存する表面は火熱で爛れ灰褐色となり、微細な気泡痕も観察できる。上位の孔の周辺は破損時の剥離痕や使用時 
の剥離痕が混在して判然としない。サイズ：長軸8.91㎜、短軸８.８８㎜、厚さ5.54㎜、重量0.31g。孔径：最大３.２３㎜、最小3.22 
㎜。製法：巻き付け。 

SA28
灰黄色 
土層 

〃 
〃 
19

白濁 
ガ 
ラ 
ス 

良好 

玉の表面は火災により大部分が消失し、内部の面が露出した状態となっている。残存する表面は白色を呈している。露出し 
た面はガラスを巻き付けた際の溝が明瞭となる。露出面の表面は火熱の影響を受けてケロイド状となり、微細な気泡痕が多く 
観察できる。上位と下位の孔の周辺は素材の溶解により判然としない。サイズ：長軸5.46㎜、短軸5.35㎜、厚さ5.35㎜、重量 
0.21g。孔径：最大1.21㎜、最小0.94㎜。製法：巻き付け。 

SA20
一括遺物2

層 

〃 
〃 
20

茶黒 
色 

ガ 
ラ 
ス 

良好 

玉の表面は火災により大部分が消失し、内部の茶黒色が面となって露出する。残存する表面は白色を呈している。露出した 
面はガラスを巻き付けた際の溝が明瞭となる。露出面の表面は火熱の影響を受けて細かい気泡痕が多く観察できる。上位と 
下位の孔の周辺は気泡痕や素材の溶解により判然としない。サイズ：長軸5.53㎜、短軸5.44㎜、厚さ4.59㎜、重量0.23g。孔 
径：最大1.47㎜、最小1.40㎜。製法：巻き付け。 

SA19
一括遺物4

層 

〃 
〃 
21

Ⅱ類 青色 
ガ 
ラ 
ス 

良好 

玉の表面は火災により大部分が消失し、内部の淡青色が面となって露出する。残存する表面は白色を呈している。露出した 
面はガラスを巻き付けた際の細かい溝が確認できる。露出面の表面は火熱の影響を受けて微細な気泡痕が集中的に観察 
できる。上位と下位の孔の周辺は丸味を帯びていて、部分的に微細な剥離が観察される。上下には巻き付け成形時のガラス 
を切り離した際の痕跡が歪な突起状となる。サイズ：長軸3.60㎜、短軸3.45㎜、厚さ2.65㎜、重量0.06g。孔径：最大0.79㎜、 
最小0.67㎜。製法：巻き付け。 

SA19・20
畦4層 

〃 
〃 
22

Ⅳ類 透明 
ガ 
ラ 
ス 

脆い 

玉の表面は火災により大部分が消失し、変形して歪な形状となる。内部の白色が面となって露出する。露出した面はガラスを 
巻き付けた際の微細な溝が確認できる。露出面の表面は火熱の影響を受けて微細な気泡痕が僅かに観察できる。上位と下 
位の孔の周辺は破損により不明。サイズ：長軸9.58㎜、短軸7.37㎜、厚さ6.36㎜、重量0.66g。孔径：最大1.23㎜、最小1.21 
㎜。製法：巻き付け。 

SA19
第4層 

〃 
〃 
23

透明 
ガ 
ラ 
ス 

良好 
SA20

一括遺物1
層 

〃 
〃 
24

透明 
ガ 
ラ 
ス 

良好 

SA19
東側 
ﾄﾚﾝﾁ 

栗石直下 

〃 
〃 
25

Ⅳ類 黄色 
ガ 
ラ 
ス 

脆い 
SA19

一括遺物3
層 

〃 
〃 
26

Ⅱ類 青色 
ガ 
ラ 
ス 

良好 

玉の表面は火災により消失し、内部の面が露出する。露出した面はガラスを巻き付けた際の微細な溝が不鮮明ながら確認で 
きる。全面に火熱の影響を受けて粗密な気泡痕が観察できる。粗い気泡痕は最大で直径1.2㎜を測る。上位と下位の孔周辺 
にも細な気泡痕が集中し、微細な剥離面は確認できない。サイズ：長軸5.38㎜、短軸5.36㎜、厚さ4.26㎜、重量0.14g。孔径： 
最大2.57㎜、最小2.45㎜。製法：巻き付け。 

SA20
第3層 

〃 
〃 
27

Ⅳ類 青色 
ガ 
ラ 
ス 

脆い 
SA19・20
畦4層 

〃 
〃 
28

青色 
ガ 
ラ 
ス 

良好 
SA19・20
畦2層 

〃 
〃 
29

青色 
ガ 
ラ 
ス 

良好 
SA19・20
畦4層 

〃 
〃 
30

青色 
ガ 
ラ 
ス 

良好 
SA19・20
畦4層 

〃 
〃 
31

白濁 
ガ 
ラ 
ス 

良好 
SA19・20
畦床面 
清掃 

〃 
〃 
32

白濁 
ガ 
ラ 
ス 

良好 
SA19・20
第4層 

Ⅱ類 

Ⅱ類 

Ⅰ類 

火災による火熱を受けて表面が部分的に白色となる面が散見される。この白色の面が本来の表面とみられる。露出した面は
ガラスを巻き付けた際の微細な溝が確認できる。露出面の表面は火熱の影響を受けて部分的に渦巻き様の罅として残っ
ている部分もみられる。大きな気泡痕（直径1.8㎜、直径2.0㎜の二箇所）が観察できる。上位の孔の周辺の剥離痕は摩滅し
ている。下位の孔の周辺の剥離痕は火熱の影響を受けて角が溶けて丸味を帯びている。サイズ：長軸10.07㎜、短軸10.05
㎜、厚さ6.67㎜、重量0.80g。孔径：最大3.83㎜、最小3.35㎜。製法：巻き付け。 

玉の表面は火災により大部分が消失し、内部の白濁した面が露出する。露出した面はガラスを巻き付けた際の微細な溝が
確認できる。露出面の表面は火熱の影響を受けて微細な気泡痕が僅かに観察できる。表面の白濁した面にも微細な気泡痕
が観察できる。上位の孔の周辺にも微細な気泡痕が多く観察され、微細な気泡痕は剥離面にも現れている。剥離面の縁も
溶けている。下位の孔の縁辺部は角がなく、巻き付け成形時のままで丸味をもっている。サイズ：長軸9.58㎜、短軸9.29㎜、厚
さ6.01㎜、重量0.64g。孔径：最大3.86㎜、最小3.74㎜。製法：巻き付け。 

玉が1/4程度割れた状態で火災による火熱を受けた為、破損面が溶けて丸味を帯びている。表面は火熱を受けてケロイド状
となり、微細な気泡痕が観察できる。微細な気泡痕は破損した面でも確認できる。表面の白濁した面にも微細な気泡痕が観
察できる。上位の孔の縁は角が無く丸味を保持し、僅かにみられる微細な剥離も火熱の影響を受けて角がない。下位の孔の
周辺は平坦な面を持ち孔の縁沿いでは剥離面は確認できない。サイズ：長軸8.89㎜、短軸－、厚さ5.76㎜、重量0.37ｇ。孔
径：最大3.47㎜、最小－。製法：巻き付け。 

玉の表面は火災により大部分が消失し、変形して歪な形状となる。内部の青白色が面となって露出する。露出した面はガラ
スを巻き付けた際の微細な溝が確認できる。露出面の表面は火熱の影響を受けて微細な気泡痕が全面に観察できる。上位
と下位の孔の周辺にも火熱の影響で微細な気泡痕があり、孔の縁沿いが溶けて丸味を帯びている。上位の孔の周辺は小規
模な平坦となっている。下位の孔は半分以上が溶けている。サイズ：長軸6.11㎜、短軸5.80㎜、厚さ5.01㎜、重量0.32g。孔
径：最大1.61㎜、最小1.42㎜。製法：巻き付け。 

玉の表面は火災により大部分が消失し、内部の淡青色が面となって露出する。残存する表面は白く変色する。露出した面は
ガラスを巻き付けた際の細かい溝が僅かに確認できる。露出面の表面は火熱の影響を受けて微細な気泡痕が半分程度観
察できる。上位の孔周辺は大きな剥離と火熱で溶けた部分がみられる。下位の孔の周辺は外周が火熱を受けて丸味を帯び
ている。上位と下位の孔はガラスを切り離した際の痕跡が歪な突起状となる。サイズ：長軸3.42㎜、短軸3.27㎜、厚さ2.02㎜、
重量0.04g。孔径：最大0.80㎜、最小0.72㎜。製法：巻き付け。 

玉の表面は火災により大部分が消失し、内部の青白色が面となって露出する。残存する表面は火熱を受けて白く変色し、疎
に微細な剥離がみられる。露出した面はガラスを巻き付けた際の微細な溝が確認できる。露出面の表面は火熱の影響を受け
てざらついている。微細な気泡痕は部分的に観察できる。上位と下位の孔の周辺にも火熱の影響で微細な気泡痕があり、白
く変色している。上位と下位の孔の縁辺部は製作時の丸味を保持している。孔の平面観は歪な「↓」状で、孔の内部が製作
時に発生した縦罅が２・３本入っている。サイズ：長軸3.60㎜、短軸3.44㎜、厚さ2.15㎜、重量0.05g。孔径：最大0.58㎜、最小
0.05㎜。製法：巻き付け。 

火災による火熱の影響で、表面の大半が失われている。残存する表面はケロイド状となり灰褐色を帯びている。黒色の炭化
物が付着。露出した面は部分的に焼け爛れて変形し、微細な気泡痕及び亀裂、そして剥離面が観察できる。この気泡痕は
疎に全面にみられる。上位の孔の周辺は小規模な面となり、孔の周辺は半分程度垂直に孔が開いていて、残りの剥離痕は
完全に火熱の影響で溶けている。下位の孔は周辺は成形時のままで丸味を帯びている。サイズ：長軸10.26㎜、短軸9.44
㎜、厚さ4.48㎜、重量0.43g。孔径：最大3.63㎜、最小3.14㎜。製法：巻き付け。 

火災による火熱の影響で、表面の一部は破損している。表面は白濁し全体的に微細な亀裂やミミズが這ったような溶け方を
している部分もみられる。表面の一部は灰褐色を帯び炭化物が付着する。表面が剥離した面は透明感のない淡茶色となり、
巻き付けの際の痕跡が鮮明に窺える。上位の孔の周辺は小規模な平坦面となるが、孔の縁辺部及び周辺は大部分が破損
による剥離である。孔周辺の残存する縁辺部は丸味を帯びている。下位の孔の周辺も上位の孔と同様に小規模な平坦面
となるが、孔縁辺部は破損し、剥離面となっている。サイズ：長軸9.84㎜、短軸9.57㎜、厚さ5.50㎜、重量0.54g。孔径：最大３
６.７㎜、最小3.29㎜。製法：巻き付け。 

表面が玉製作時の面なのか、火災によって面が消失したのかどうかについては判然としないが、淡青色の面には微細な気
泡痕やケロイド状（製作時か二次的火熱によるものか区別ができない）となる部分が全面に広がっている。ガラスを巻き付け
た際の細かい溝が確認でき、この溝に埋まるような形で微細な気泡痕が観察できる。上位と下位の孔の縁辺部は製作時の
丸味を保持しているが、下位の孔の周辺は半分程度破損し、剥離面となっている。上位はガラスを切り離した際の痕跡が歪
な突起状となる。サイズ：長軸3.29㎜、短軸3.25㎜、厚さ2.202㎜、重量0.04g。孔径：最大0.95㎜、最小0.73㎜。製法：巻き
付け。 



第34表③　国指定重要文化財（保存処理未）ガラス玉観察一覧（計測部位は第64図参照） 
挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

形状 
分類 

色調 
素 
材 

残存 
状況 

観　察　事　項 
出土地点 
出土層 

第65図A
図版47

33
白濁 

ガ 
ラ 
ス 

良好 
SA20
第3層 

〃 
〃 
34

黄色 
ガ 
ラ 
ス 

良好 
SA19・20
畦2層 

第65図B
図版48

35
青色 

ガ 
ラ 
ス 

良好 
SA19・20
畦4層 

〃 
〃 
36

青色 
ガ 
ラ 
ス 

良好 
SA19・20
畦4層 

〃 
〃 
37

青色 
ガ 
ラ 
ス 

良好 
SA20
第2層 

〃 
〃 
38

青色 
ガ 
ラ 
ス 

良好 

表面の大半は火災の影響を受けて消失し、残存する表面は僅かであり変色（白色と白濁）している。表面の残存部分はケロイ 
ド状となり微細な気泡痕が観察できる。他の面も表面と同様に全体的にケロイド状となり粗細な気泡痕や溶解時にできた窪み 

（直径0.9×1.2㎜）が観察できる。側面観察から製作時のガラスを巻き付けた際の微細な溝が不鮮明ながら観察できる。上位と 
下位の孔周辺にも微細な気泡痕が部分的に観察される。孔の縁辺部は上位と下位ともに製作時の丸味を保持しているが、上 
位にはガラスを切り離した際の痕跡が歪な突起状となる。下位の切り離し痕の突起は、玉本体に押しつけられるように処理され 
目立たない。サイズ：長軸3.47㎜、短軸3.02㎜、厚さ2.33㎜、重量0.05g。孔径：最大0.80㎜、最小0.58㎜。製法：巻き付け。 

SA19・20
畦4層 

〃 
〃 
39

青色 
ガ 
ラ 
ス 

良好 

表面の大半は火災の影響を受けて消失し、残存する表面は僅かであり変色（白色と白濁）している。表面の残存部分はケロイ 
ド状となり微細な気泡痕がみられる。その他に黒色の炭化した物質、微細な繊維状のものが凝固の際に取り込まれている。他 
の面も表面と同様に全体的にケロイド状となり粗密な気泡痕や溶解時にできた窪み（直径1.5㎜の窪みが２箇所で確認）が観 
察でき、この窪みの中に黒色の物質が溶け込んでいる。側面観察から製作時のガラスを巻き付けた際の微細な溝が不鮮明な 
がら観察できる。上位と下位の孔の周辺には気泡痕と製作時に生じた皺が部分的に観察される。下位の孔の周辺にみられる 
気泡痕の大きさは上位より粗い気泡痕である。孔の縁辺部は上位と下位ともに製作時の丸味を保持しているが、上位と下位は 
ガラスを切り離した際の痕跡が歪な突起状となる。下位の切り離し痕の突起は、切り離しの際に破損して剥離した面となってい 
る。サイズ：長軸3.47㎜、短軸3.39㎜、厚さ2.39㎜、重量0.05g。孔径：最大0.77㎜、最小0.53㎜。製法：巻き付け。 

SA19・20
畦4層 

〃 
〃 
40

青色 
ガ 
ラ 
ス 

良好 

表面の大半は火災の影響を受けて消失し、残存する表面は僅かであり変色（黄茶色と白濁）している。表面の残存部分はケ 
ロイド状となり微細な気泡痕がみられる。その他に黒色の炭化した物質（直径0.5～0.6㎜）が凝固の際に取り込まれている。他 
の面も表面と同様に全体的にケロイド状となり微細な気泡痕が観察できる。側面観察から製作時のガラスを巻き付けた際の溝 
は確認しにくいが孔の上位でガラスの紐を巻き付け途中で切り離され、ガラスの紐が浮いた状態（蛇が蜷局を巻いた状態に近 
い）となっている。また、下位の切り離し痕の突起は、玉本体と馴染ませて切り離し、切り口が丸味をもっている。上位と下位の 
孔の周辺には製作時に生じた皺が部分的に観察される。サイズ：長軸3.26㎜、短軸3.13㎜、厚さ2.51㎜、重量0.05g。孔径：最 
大0.88㎜、最小0.49㎜。製法：巻き付け。 

SA19・20
畦2層 

〃 
〃 
41

青色 
ガ 
ラ 
ス 

良好 

表面の大半は火災の影響を受けて消失し、残存する表面は僅かに変色（白濁）している。表面の残存部分はケロイド状とな 
る。他の面も表面と同様に全体的にケロイド状となり粗密な気泡痕も観察できる。その他に微細な剥離面もみられる。上位と下 
位の孔周辺は丸味を帯びている。孔の縁辺部及び孔内部には製作時に発生した縦皺（巻き付け工具によるものか）が５・６本 
みられる。上位と下位には切り離しの痕跡である突起がみられる。いずれも切り口が丸味を持っている。サイズ：長軸3.51㎜、 
短軸3.34㎜、厚さ2.01㎜、重量0.04g。孔径：最大0.93㎜、最小0.70㎜。製法：巻き付け。 

SA19・20
畦2層 

〃 
〃 
42

青色 
ガ 
ラ 
ス 

良好 

表面は火災の影響を受けて全体的に消失し、表面は僅かに微細な状態で残存する。表面は白濁している。他の面は全体的 
にケロイド状となり粗密な気泡痕も観察できる。上位と下位の孔周辺は丸味を帯びている。孔の縁辺部は丸味を保持してい 
る。上位と下位には切り離しの痕跡である突起がみられる。上位の突起の切り口は剥離がみられ、下位の突起の切り口が丸味 
を持っている。サイズ：長軸3.10㎜、短軸3.08㎜、厚さ2.39㎜、重量0.04g。孔径：最大1.13㎜、最小1.04㎜。製法：巻き付け。 

SA19
一括遺物 

4層 

〃 
〃 
43

青色 
ガ 
ラ 
ス 

良好 
SA19・20
畦2層 

Ⅱ類 

表面観察から火災による火熱の影響は、軽微なものとみられる。光沢が残っていて僅かに火熱で溶けている部分が小規模な
範囲で確認できる。微細な気泡痕は上面と下面の孔の周辺に集中する。気泡痕の一部は右下から左斜め上方向に並んだ
ように観察される。また、ガラス内部にも数本筋が斜めに走っていることから巻き付け技法ではなく、溶けたガラスの端同士を合
わせて製作されたものと現時点では判断される。上位及び下位の孔の縁辺部は丸味を帯びている。サイズ：長軸4.52㎜、短
軸3.63㎜、厚さ2.37㎜、重量0.06g。孔径：最大1.33㎜、最小1.05㎜、製法：端合わせの技法。 

表面は火災の影響を受けて全体的にケロイド状となり粗細な気泡痕が部分的に観察できる。また、側面の一部は剥離が観察
される。製作時のガラスを巻き付けた際の微細な溝は途切れながら観察でき、溝部分が白くなっている。粗い気泡痕は最大で
直径0.5㎜を測る。上位と下位の孔の周辺にも微細な気泡痕が部分的に観察される。孔の縁辺部は上位と下位ともに製作時
の丸味を保持しているが、ガラスを切り離した際の痕跡が歪な突起状となる。サイズ：長軸3.67㎜、短軸3.27、厚さ1.96㎜、
重量0.04g。孔径：最大0.89㎜、最小0.66㎜。製法：巻き付け。 

表面の大半は火災の影響を受けて消失し、全体的にケロイド状となり粗細な気泡痕が部分的に観察できる。残存する表面は
白色に変色し、ケロイド状となる。側面の一部は大きく剥離（最長1.7㎜）し、剥離面の一部は白色や黒く煤けた部分が観察さ
れる。製作時のガラスを巻き付けた際の微細な溝は上部で僅かに観察できる程度である。上位と下位の孔の周辺にも微細な
気泡痕が部分的に観察される。孔の縁辺部は上位と下位ともに製作時の丸味を保持しているが、上位にはガラスを切り離した
際の痕跡が歪な突起状となる。下位の切り離し痕の突起は、玉本体に押しつけられるように処理され目立たない。サイズ：長
軸3.52㎜、短軸3.38㎜、厚さ2.01㎜、重量0.05g。孔径：最大0.74㎜、最小0.58㎜。製法：巻き付け。 

玉の一部が破損している。表面の大半は火災の影響を受けて全体的に変形し、色合いも白く変色している。表面はケロイド状
となり粗細な気泡痕や罅割れ、皺などが観察される。破損面は青白色となっている事から本来の玉の色合いに近いものとみら
れる。破損面からは巻き付けの痕跡は認められないが、全体的に微細な気泡痕がみられる。また、破損面には罅割れが左か
ら右斜め方向に入り、この罅割れの縁辺部が白く変色することなどから巻き付け技法ではなく、溶けたガラスの端同士を合わ
せて製作されたものと現時点では判断される。その為、孔の平面形状も歪な「L」字状に開いている。上位と下位の孔の縁辺
部は製作時に生じた罅が多くみられる。孔の縁辺部は上位と下位ともに製作時の丸味を保持しているが、微細な気泡痕や表
面の溶けた剥離面などが部分的に観察される。サイズ：長軸9.53㎜、短軸8.14㎜、厚さ4.85㎜、重量0.43g。孔径：最大3.10
㎜、最小2.91㎜、製法：溶けたガラスの端同士を合わせた端合わせの技法とみられる。 

玉が二個連結した状態で癒着した資料である。火災の影響で表面の大半が青白色に変色し、部分的に白濁している。表面は
ケロイド状となっている。他の面も全体的にケロイド状となり粗密な気泡痕も観察できる。また、上位の玉には剥離痕（1.4～1.8
㎜）がみられ、この面には不純物が付着する。この剥離面は下位から溶解による爛れや気泡痕がみられる。その他に下位の玉
が溶解し、垂れたガラスが上位の玉の一部を剥ぎ取った痕が窪んでいる。孔内部も火熱で溶けて塞がっている。上位と下位
の孔の周辺には微細な気泡痕が観察できる。孔の縁辺部は上位が丸味を帯びている。下位の孔の縁辺部は平坦面となる
が微細な気泡痕やケロイド状となっていることから火熱で付着していた玉が剥がれ落ちたようである。上位の切り離しの痕跡は
蛇が蜷局を巻いた様な突起となっている。下位の突起の切り口は火熱による微細な気泡痕やケロイド状となる。サイズ：上位
の玉（長軸3.38㎜、短軸2.96㎜、厚さ2.31㎜。孔径：最大1.34㎜、最小0.91㎜）、下位の玉（長軸3.39㎜、短軸3.28㎜、厚さ
2.38㎜。孔径：最大1.41㎜、最小0.82㎜）、重量0.09g。製法：巻き付け。 

火災による火熱の影響で、表面の大半が消失している。僅かに残っている表面は黄白色に変色し、爛れている。表面に露出
している面は白くなっていて火熱の影響を受けて全面に爛れや微細な気泡痕がみられる。この白色化した面の下に緑青色の
ガラス面が観察できる。上位の孔の縁辺部及び周辺は大部分が破損による剥離であり、残存する縁辺部は角がある。下位の
孔の周辺は小規模な平坦面となるが、孔の縁辺部は大半が破損し、剥離面となっている。残存する縁辺部は丸味を帯てい
る。サイズ：長軸8.87㎜、短軸8.68㎜、厚さ5.02㎜、重量0.51g。孔径：最大2.78㎜、最小2.66㎜。製法：巻き付け。 



第34表④　国指定重要文化財（保存処理未）ガラス玉観察一覧（計測部位は第64図参照） 
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第65図B
図版48

44
青色 

ガ 
ラ 
ス 

良好 
SA19・20
畦2層 

〃 
〃 
45

青色 
ガ 
ラ 
ス 

良好 
SA19

一括遺物 
4層 

〃 
〃 
46

Ⅳ類 
青色 

赤茶色 

ガ 
ラ 
ス 

脆い 
SA20

一括遺物 
2層 

〃 
〃 
47

Ⅰ類 黄緑 
ガ 
ラ 
ス 

良好 
SA20

一括遺物 
1層 

〃 
〃 
48

－ 
白濁 
青色 

ガ 
ラ 
ス 

脆い 
SA19
第2層･ 
第3層 

〃 
〃 
49

－ 青色 
ガ 
ラ 
ス 

脆い 
SA19・20
畦2層 

〃 
〃 
50

－ 白濁 
ガ 
ラ 
ス 

脆い 
SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
51

－ 

白色 
淡青色 
黒色 

赤茶色 

ガ 
ラ 
ス 

脆い 
SA19・20
畦3層 

〃 
〃 
52

－ 乳青色 
ガ 
ラ 
ス 

脆い 
SA20
第3層 

Ⅱ類 

大型のガラス（淡青白色）製勾玉が火災の影響を受けて変形したものとみられる。正面の頭部に孔があるが、反対側では貫通
していた孔は途中で塞がっている。孔の直径は、長径8.14㎜、短径5.56㎜を測る。頭部右上は火熱の影響で起伏のあるケロ
イド状となる。下部は溶解してケロイド状となる部分がみられ先端付近が破損している。右側面の中央付近に勾玉を収納した
際に使用した布袋などが火熱を受けて溶解し付着している。ガラスに付着した布繊維の目は0.3㎜目程度ものが観察できる。
右側面からは勾玉が火熱の影響で大きく捩れたことが窺える。右側面の頭部は、一部に鉄分の付着がみられる。裏面は火熱
で全体的に起伏のあるケロイド状となり、気泡痕がみられる。また、部分的に黒く煤けているところと鉄分が付着したところがあ
る。裏面右側中央付近は溶けたガラスが剥れ落ちた際の痕跡であり、この面は大きな気泡痕が観察できる。この面にある気
泡痕の一つは勾玉の孔とみられ、深さが15.5㎜を測る。左側面は頭部が火熱で溶けて中央付近から右上にかけてルーズな
平坦面を構成する。下部は火熱で溶けたガラスが剥れ落ちた部分であり、一部は破損面となる。剥れ落ちた部分の窪みには
灰が詰まり、周辺が黒く煤けている。サイズ：長軸45.49㎜、短軸32.94㎜、厚さ27.80㎜、重量39.27g。製法は不明。 

　　〃　　　。表面から裏面に向かって白色、淡青色、黒色、赤茶色のガラス小玉の束が火災による火熱を受けて溶解・再凝
固したガラス小玉の塊の一部破片。表面にある白色の小玉は、概ね縦位の方向（細い糸などで抜かれて束ね重ねて保管）に
並んでいる。上面からの観察では、小玉の並びを層で数えると９束（４層）が、ほぼ同一方向に切り合いながら重なっている。淡
青色の小玉は10束（４層）、黒色の小玉が６束（３層）、赤茶色の小玉は溶解と破損が著しいが残存状況から４束（１層）が推定
できる。表裏面の中央から下部は各種のガラス小玉が火熱の影響で溶けて凝固している。表面も小玉の形状が変形したもの
が全てである。裏面の上部に残存する白色の小玉も変形している。全体的に火熱で表面がケロイド状となり、表面が侵食・風
化した様な状況にある。全体的にガラス本来の色合いを失い、灰を被ったような色合いとなっている。残存する白色小玉の孔
は火熱で変形するが、比較的良好な小玉の孔の直径を計測すると0.71㎜を測った。残存する小玉から巻き付け技法と推定さ
れる。残存サイズは縦軸26.23㎜、横軸33.64㎜、厚さ20.51㎜、重量17.20g。 

玉が二個連結した状態で癒着した資料である。火災の影響で表面が白色に変色し、部分的に汚れた黄白色となる。上位と下
位の玉の表面及び残存面にも全体的にケロイド状となり粗密な気泡痕も観察できる。また、下位の玉には火熱を受けた際に
窪み（0.7㎜の魚の目状の窪み）がみられる。上位と下位の孔の周辺部は微細な気泡痕などが観察できるが、縁辺部は丸味
を帯びている。上位と下位の玉は、製作後の切り離しを忘れてた為、二個繋がった状態にある。上位と下位の切り離しの痕跡は
いずれも蛇が蜷局を巻いた様な突起となっている。サイズ：上位の玉（長軸2.95㎜、短軸2.70㎜、厚さ2.00㎜。孔径：最大
0.81㎜、最小0.75㎜）、下位の玉（長軸2.96㎜、短軸2.74㎜、厚さ1.54㎜。孔径：最大1.14㎜、最小0.88㎜）、重量0.09g。製法：
巻き付け。 

二個の玉が並列気味に上下にずれて連結した状態で癒着した資料である。火災の影響で表面が半分程度、汚れた黄茶色に
変色し、一部は汚れた黄白色となる。表面及び他の残存面はケロイド状となり粗密な気泡痕も観察できる。左右の玉ともに巻
き付け成形時の溝が不鮮明ながら確認できる。右側の玉の上位の孔は、周辺が火熱で歪な面となり、孔縁辺部に皺や気泡痕
などがみられる。右側下位の孔は、歪な平坦面で不純物が付着して観察できないが、孔縁辺部には製作時に発生した皺が
２・３本みられる。左側の玉の上位の孔は歪な平坦面で割れ面である。左側下位の孔の周辺及び縁辺部は火熱の影響で微
細な気泡痕などが観察される。左右の玉の切り離し部分の突起は、玉本体と馴染んで目立たない。サイズ：右側の玉（長軸
3.02㎜、短軸2.91㎜、厚さ1.89㎜。孔径：最大0.85㎜、最小0.76㎜）、左側の玉（長軸3.28㎜、短軸2.97㎜、厚さ1.97㎜。孔
径：最大1.14㎜、最小0.87㎜）、重量0.06g。製法：巻き付け。 

四個の玉が火熱を受けて連結した状態で癒着した資料である。上の二個は赤茶色で、下の二個が青白色の玉である。上の
赤茶色の玉の表面は比較的に火災の影響は軽微であるが二個とも半分程度破損する。下の青白色の玉二点の内、一点は半
分程度破損し、残り一点の表面が火熱で部分的にケロイド状となり、黄白色や白色となる。火熱を受けた際に他の玉の破片が
付着し凝固している。上の赤茶色の玉の右側の孔は気泡痕や皺がみられる。左側の孔の縁辺部は一部破損や変形があるが
他は丸味を持っている。下の青白色の玉は、右側の孔の周辺は平坦面ではあるがケロイド状となり粗密な気泡痕が観測でき
る。右下位の孔は破損面である。左側の上位の孔は丸味を保持しているが、切り離し部の突起に微細な気泡痕が観察でき
る。左側の下位の孔は比較的良好な形で丸味が残っている。左側の上下二個の玉には切り離しの痕跡を示す突起が観察で
き、左上の玉の突起は尖り気味で突起が半分程度破損する。左下の玉には突起の切り離し部分に微細な気泡痕がみられる。
上の二個はサイズが破損面が多く計測できない。サイズは左下の玉を計測：長軸3.17㎜、短軸3.12㎜、厚さ2.71㎜。孔径：
最大0.82㎜、最小0.67㎜、重量0.17g。製法：巻き付け。 

孔が開いていない丸玉で、火災によって溶けたガラス玉が偶然に丸玉のように再凝固したのか、或いは金属製品などに嵌め
込んだガラス玉が外れたのか、判然としない資料である。表面には部分的に火熱を受けてケロイド状となり、微細な気泡痕が
みられる。ガラス内部には大きな気泡痕や微細な気泡痕がみられる。サイズは長軸3.58㎜、短軸3..35㎜、重量0.05g。製法は
不明。 

ガラス小玉の塊。淡青色のガラス小玉を主体に白色のガラス小玉が火災による火熱を受けて溶解・再凝固したガラス小玉の塊
の一部破片。淡青色の小玉は、概ね縦位の方向（細い糸などで抜かれて束となったものが重ねて保管）に並んでいる。側面か
らの観察では、小玉の並びを層で数えると16束（５層）が、ほぼ同一方向に切り合いながら重なっている。白色の小玉は左端の
みで確認され、小玉の列が３束が並列した状態で表面の一層で観察できる。この白色小玉の下には溶解・再凝固した淡青色
の小玉が１層（１束）確認される。表面は火熱を受け、黒く煤けた部分や溶解時の状態で凝固した部分もみられる。全体的に
ガラス本来の色調を失っている。裏面は灰黒色に煤けて完全に溶解し、小玉の形状が窺えない状態にある。溶解した淡青色
ガラス小玉で、良好な小玉の孔の直径は１㎜を測った。残存する淡青色の小玉の表面は微細なケロイド状となっている。面の保
持は良好であるが、白色の小玉は表面が火熱の影響を受けてケロイド状となり、侵食・風化した様な状態の面となっていて脆
弱である。小玉の製法は残存する淡青色や白色の小玉から巻き付け技法と推定される。残存サイズは、長軸70.93㎜、短軸
53.39㎜、厚さ19.69㎜、重量29.93g。 

　　〃　　　。淡青色のガラス小玉と赤茶色のガラス小玉が火災による火熱を受けて溶解・再凝固したガラス小玉の塊の一部
破片。淡青色の小玉の塊の右半分は、概ね縦位の方向（細い糸などで抜かれて束ね重ねて保管）に並んでいる。側面からの
観察では、小玉の並びを層で数えると18束（５層）が、ほぼ同一方向に切り合いながら重なっている。赤茶色の小玉は右下で1
点と中央付近で破片が１点確認できる。表面は火熱を受け、部分に溶解し、溶けたままの状態で凝固した箇所がみられる。全
体的に火熱で表面がケロイド状となっているがガラス本来の色合いを保持している。裏面は大半が煤けて溶解するが、部分
的に小玉の形状が窺える。残存する青色ガラス小玉で、良好な小玉の孔の直径は1.03㎜を測った。残存す淡青色の小玉の
表面は微細なケロイド状となっているが面の保持はやや良好である。残存する小玉から巻き付け技法と推定される。残存サ
イズは、長軸31.05㎜、短軸31.64㎜、厚さ16.11㎜、重量11.44g。 

　　〃　　　。白色のガラス小玉を主体に黒色の小玉が火災による火熱を受けて溶解・再凝固したガラス小玉の塊の一部破
片。白色の小玉の塊の中央から左側は、概ね縦位の方向（細い糸などで抜かれて束ね重ねて保管）に並んでいる。側面から
の観察では、小玉の並びを層で数えると８束（３層）が、ほぼ同一方向に切り合いながら重なっている。黒色の小玉は火熱で変
形したものが上端で横位に一列（１束）が確認される。表面は火熱を受け、全体的な形状変形と部分溶解、そして再凝固し
た箇所がみられる。全体的に火熱で表面がケロイド状となり、表面が浸食・風化した様な状況にある。ガラス本来の色合いを失
い白濁している。裏面は大半が煤けているが、小玉の形状が窺える。裏面の煤けた小玉は破損面から観察すると青玉、黒
色、黄色の小玉の可能性が高いようであるが判然としない。残存する白色小玉の孔は火熱で変形するが、比較的良好な小
玉の孔の直径を計測すると0.6×1.08㎜を測った。残存する小玉から巻き付け技法と推定される。残存サイズは、縦軸14.83
㎜、横軸21.37㎜、厚さ15.69㎜、重量4.93g。 





























図版番号 残存法量（㎜/g） 観　察　事　項 出土地 

図版６B-A
 長軸 26.05
 短軸 5.67
 重量 0.0344

SA20第３層 

図版６B-B
 長軸 18.60
 短軸 9.70
 重量 0.0440

SA20第３層 

図版６B-C
 長軸 18.70
 短軸 4.28
 重量 0.0291

SA20第３層 

図版６B-D
 長軸 10.92
 短軸 4.90
 重量 0.0391

SA20第３層 

重量計（g） 0.1466 ※A～D以外の破片（５㎜以上20片）の残存する塗膜片の総重量の合計は0.3787g。 

第36表　朱漆器の塗膜観察一覧 

残存厚0.17㎜。乾燥による湾曲変形。表面は表の朱漆と地の粉漆下地層がみられる。裏面は地の半分 
が漆下地層で上部の剥離面から黒色漆層（油煙沈殿）が部分的にみられる。 

残存厚0.23～1.05㎜。乾燥による湾曲変形。表面の左下に炭化した木胎が僅かに観察できる。また、 
表の朱漆の大半が煤けて変色し、部分的に煤が付着する。裏面の大半は地の粉漆下地層で粉が付着 
したような器面となる。中央から下位にアバタ状に黒色漆層がみられる。 

残存厚0.21㎜。乾燥が極度に進行し強く湾曲した為、円柱状となる。表面は表の朱漆と地の粉漆下地層 
がみられる。裏面は地の粉漆下地層のみで部分的に黒色漆層（油煙沈殿）がみられる。 

残存厚0.08～0.46㎜。乾燥によって強く湾曲。表面は表の朱漆と地の粉漆下地層。裏面は大半が地の 
粉漆下地層であるが屈曲部分に木胎の木目が縦位に２・３条走っている。 



第38表　土壙SK01（倉庫跡）石器・石製品観察一覧 
挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

名称・ 
仮称 

観察事項等 
出土地点 
出土層 

第66図 
図版49

１ 

石器 
磨石 

SA20
第2層 

〃 
〃 
2 

石器 
砥石 

SA19・20
畦第3層 

〃 
〃 
3 

石器 
石弾 

SA19・20
畦第3層 

〃 
〃 
4 

石器 
石弾 

SA19
第3層 

〃 
〃 
5 

石製品 
硯 

SA19・20
畦第3層 

平面観が扁楕円形状を呈する完形の磨石。手頃な河原石を磨石と利用したもので、敲打痕は上下端部と右側に
みられる。正面の中央から左側面中央にかけて浅く窪んだ範囲は使用によって生じた磨面となっている。他の面は自
然面である。花崗岩製。長軸8.6㎝、短軸7.2㎝、厚さ5.6㎝、重量470g。 

　　　　〃　　　　。　　　　　　〃　　　　。残存する表面は鉄製の鑿などによって成形加工されたようであり、
成形時の加工痕である敲打痕が全面で観察される。敲打調整は球体に成形する為、緻密に丁寧に施されている。細
粒砂岩（俗称：ニービ）製。長軸11.3㎝、短軸8.5㎝、厚さ4.6㎝、重さ757g。 

墨岡の大半を欠いた小型の硯（携帯用硯か）である。硯の墨池が僅かに残る程度である。研磨で仕上げて、研磨面は
表裏面・上面・両側面に観察できる。表面の墨池は鑿状の工具で両脇から抉ったようであり、製作時の製作痕とみら
れる線状痕が縦位に走っている。。裏面は使用時の小さな剥離や傷が部分的に観察される。細粒砂岩（俗称：ニービ）
製。長軸11.3㎝、短軸8.5㎝、厚さ4.6㎝、重さ30.8g。 

平面観が歪な台形状を呈する砥石。正面の左側面は使用によって破損した面であり。石室の節理から縦位に剥離し
た面である。正面は使用面（砥面）で、使用によって平坦な面となっている。砥面は全体的に光沢が縞状となって残っ
ている。裏面の上位から中央付近は自然に剥離にした自然面であり、下位にのみ使用による砥石面が観察される。裏
面の左側面の縁辺部は角を潰した際の調整剥離である。この剥離面の縁辺部は敲打調整後の砥石としての使用な
どによって敲打痕は潰れて、滑らかな手慣れ様の磨面となっている。裏面の上位から縁辺部は、破損面である裏面
下端部は自然面とみられる。砂岩製。長軸7.9㎝、短軸3.9㎝、厚さ2.4㎝、重量111g。 

本来は球体状の石弾であったものが、落下などによって破損したものである。倉庫火災の際に保管されたものが落下
により破損したしたものとみられる。表面及び破損面に鉄製品や青銅製品が火熱を受けて溶けたものが付着している。残
存する表面は鉄製の鑿などによって成形加工されたようであり、成形時の加工痕である敲打痕が全面で観察される。
敲打調整は球体に成形する為、緻密に丁寧に施されている。表面の一部は火熱を受けた際に煤が楕円形状に残って
いる。細粒砂岩（俗称：ニービ）製。長軸10.7㎝、短軸9.5㎝、厚さ8.07㎝、重さ985g。 





第39表　土壙SK01（倉庫跡）木製品・骨製品・ガラス質の滓観察一覧 
挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

名称・ 
仮称 

観　察　事　項　等 
出土地点 
出土層 

第67図 
図版50

木製品 
用途不明 

SA19・20
畦第2層 

第68図 
図版51

１ 

骨製品 
骨鏃 

SA19・20
畦第3層 

〃 
〃 
２ 

骨製品 
留め具 

SA19・20
畦第3層 

図版52
ガラス質 

の滓 
SA19
第3層 

青銅を紐状に加工したもので、緊縛した木製品である。表面の青銅製の紐は残っていないが、緊縛した部分は黒く変色し、緑青が途切
れながら観察される。木製品の用途は判然としないが、右側端部のみが砲弾状に尖っている。左側の破損状況からすると、素材が籐、若
しくは竹を利用した製品（丸櫃などの蓋や身の骨組み、など）が今のところ考えられる。長さ3.3㎝、直径4.6㎝。 

鏃の先端と茎部の端を欠失した資料である。鏃身の平面形状は先端が細身となる木葉状を呈し、表裏面の先端部中央に明瞭な稜線が
走る。先端部の横断面が菱形となる。先端部の両縁の刃は、鉄製の工具で削り出して刃部を製作する。鏃身の基部は横断面が歪な扁楕
円形となり、刃部から基端まで雑な削りで成形している。茎部は横断面が歪な楕円形で、鏃身基端から基部を丁寧に削りながら茎部を作
製している。基部は途中から欠失している。全面加工品であるため素材が判別しがたいが、ジュゴンやウシではないかと考えられる。長さ
5.3㎝、鏃身最大幅1.3㎝、鏃身最大厚さ9.2㎜、鏃身基端8.6㎜、茎部直径5.1～5.7㎜、重量3.8g。 

厚さ0.8～1.6㎜を測る薄手の製品で、平面観が凸状となっている。右側の上端部と下端部を凹状に削り取っている。この凹状の窪みは、
深さ0.8㎜を測り、当該製品を対象物へ固定する際に利用された窪みと解される。左側は突出した隅丸半円で、この部分が受け口に入
るものとみられる。横断面を観察すると丁度、当該製品を固定した部分は平坦で、受け口に入る箇所が僅かに反っていることなどからズ
ボンの鈎状のホックと形状が近似することから留め具（鈎状のボタン）とした。当該製品より軟質の革や布などをとめる際に取り付けられた
ものとして考えられる。調整痕は表面右側固定部分では削りの痕跡が研磨で消されているが、挿入部分との境に微弱な段差ができてい
る。正面左側の挿入部分にも研磨による微細な線状痕が観察できるが、左端に近い部分では線状痕が粗くなっている。裏面は刃物によ
る削り成形が雑に施されている。素材が全面加工品であるため、判別しがたいが断面の形状などからウシの骨が考えられる。右側固定部
（長さ27.4㎜、幅7.2㎜）、左側挿入部（縦20.4㎜、突出部長さ11.4㎜）、重量0.8g。 

倉庫内火災によって溶解したガラス製品が再凝固したものである。質感が軽石状となり、粗密な気泡痕が多く観察できる。また、重さも見 
掛けより軽くなっている。表面には青銅製品が溶けて再凝固した部分がシミ状に残っている。長軸5.4㎝、短軸3.7㎝、厚さ2.6㎝、重さ 
9.28g。 





第42表a　土壙SK01（倉庫跡）覆土ほか 陶磁器類観察一覧 
挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

等 項 事 察 観 素地・混入物・色調・釉色 名称・仮称 
出土地点 
出土層 

第69図 
図版53

１ 

瓦質土器 
鉢 

胴部 

SA19
ﾄﾚﾝﾁ 
第1層 

〃 
〃 
2

須恵器 
（壺・胴部） 

SA19・20
畦1層 

〃 
〃 
3

中国産 
褐釉陶器 

（鉢か脚台） 

SA20
覆土 

〃 
〃 
4

黒釉陶器 
（天目茶碗・ 

口縁） 

SA28
覆土 

〃 
〃 
5

瑠璃釉 
（瓶・胴部） 

SA19・20
階段遺構 
（SA28
第2層） 

〃 
〃 
6

瑠璃釉 
（水注・ 
注ぎ口） 

SA15
ﾄﾚﾝﾁ覆土 

内湾する鉢の胴部片。胴部に直径1.8㎝の菊花文を型起こしによって 
文様を施し、その直下に区画の界線（幅1.5㎜）を施している。表裏面と 
もナデ仕上げであるが、内面は雑である。 

外面は轆轤痕を主体にして部分的に指ナデがみられる。内面は平行
叩きをナデ消すが徹底しない。最大胴径26.6㎝。徳之島産のカムィ
ヤキ須恵器か。 

口縁部の形状からすると特殊な鉢や脚台などが考えられる。外面は丁 
寧なナデ仕上げ。内面の調整は雑なナデを主体に施す。内面の口縁 
途中で浅く凸帯状に盛り上がっている部分があり、この凸帯下端は幅 
広（7㎜）の箆状工具で押し引いている為、幅広の沈線状となる。 

口径の推算が11.5㎝を測る。口縁はひねり返している。口唇部は丸味 
を持たせて成形する。福州寧徳市飛鸞窯。 

胴部破片。金彩は確認できないが左側に型起こし、若しくは片切り彫り
の様な幅広（4㎜）の文様が縦位の沈線となって確認される。中国景徳
鎮窯。 

水注の注ぎ口で根本に近い部分の破片。型物の成形である。型を合
わせた部分から割れている。金彩が僅かに確認できるが、構図は不明。
型によって起こされた注ぎ口が龍や鯉なのかは不明。中国景徳鎮窯。 

素地は灰白色の微粒子。釉色は藍色の 
釉。貫入はない。 

素地は瓦質で細かい。胎土に微細な雲 
母・白色鉱物を多く含む。僅かに細かい 
黒色の鉱物を含んでいる。色調は淡灰 
色。沖縄産とみられる。 

素地は茶紫色の細粒子。微細な白色鉱 
物（石英？）を多く含む。釉色は暗茶色 
の泥釉を外面にのみ残存する。 

素地は橙白色の細粒子。粗密な白色鉱 
物（長石）を多量に含み、僅かに微細な 
黒色鉱物が観察される。焼成は堅緻。 

素地は灰白色の細粒子。微細な黒色の 
鉱物を少量含む。釉色は茶褐色の釉。 
貫入はない。 

素地は灰白色の微粒子。釉色は藍色の 
釉。貫入はない。 

第40表　土壙SK01（倉庫跡）覆土ほか 瓦質土器出土状況 

南側栗石 覆土 内 東ﾄ ﾚ ﾝ ﾁ 栗石 内 ﾄ ﾚ ﾝ ﾁ 第1層 第 1層 畦1層 

擂 鉢 胴部 11

鉢 胴部 11

胴部 41111

底部 1 1

1 1 1 1 2 1 7

出土地 

器種 
合  計 

合　計 

不明 

02･ 91AS91AS

第41表　土壙SK01（倉庫跡）覆土ほか 沖縄産無釉陶器出土状況 
SA28

東側 ﾄ ﾚ ﾝ ﾁ 
栗石内 

栗石 
延長部分北 
壁側 よ り 表採 

北側 
覆土 

覆 土 第 1層 北 
北側（第1層）淡 
褐色混礫土層 

間栗石 内 畦 1層 
ﾄ ﾚ ﾝ ﾁ 2層覆土 

(直下)

碗 口縁部 1 1

口縁部 211

1

胴部 11121122

2

1

1

1

壺 or甕 胴部 321

3

不 明 胴部 1 1

2 1 1 3 1 2 1 18

合計 

壺 

合　 計 

出土地 

器種・部位 

SA19・2002AS91AS



第42表b　土壙SK01（倉庫跡）覆土ほか 陶磁器類観察一覧 
挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

等 項 事 察 観 素地・混入物・色調・釉色 名称・仮称 
出土地点 
出土層 

第69図 
図版53

７ 

三彩 
（鶴形水注・ 

胴部） 

SA20
覆土 

〃 
〃 
８ 

三彩 
（鶴形水注・ 

胴部） 

SA20
覆土 

〃 
〃 
９ 

沖縄産 
無釉陶器 
（壺） 

SA19
栗石 

〃 
〃 
10

中世陶器 
（備前焼壺） 

SA20
第1層 

中国華南三彩鶴形水注の底部近くの破片で、型を貼り合わせ
部分から割れている。文様は青波文を型で起こしている。内面
はナデ仕上げで丁寧である。劈開面に型の貼り合わせが容易
となるように、櫛様（櫛の幅1～1.3㎜）の工具で深め（深さ1～2㎜）
に引っ掻いている。 

中国華南三彩鶴形水注の胴上部の破片。鶴の羽の最上段の 
文様が型から起こされている。その上部には注入口の根本部分 
が確認できる。内面に雑な指圧痕が観察できる。 

口縁端部の陶土を外側に大きく折り曲げて、玉縁状に疑似肥
厚を作る。肥厚部の屈曲部分には轆轤の回転による絞り目が
亀裂となって現れている。両面に回転擦痕を主体に部分的に
指ナデが観察できる。透明釉が垂れている。推算口径は18.0
㎝と求められた。 

壺の口縁破片で、口縁は陶土を折り返して玉縁状に肥厚させ
ている。肥厚帯下端を意識して強調する。内外面に回転擦痕が
部分的に観察される。内面には指ナデもみられる。推算された
口径は16.0㎝であった。 

素地は黄白色の粗粒子。微細な黒色の鉱物
が僅かに含まれているが、僅かながら細かい長
石（0.5㎜前後）も確認できる。釉色は淡緑色。
微細な貫入が観察できる。 

素地は橙白色の粗粒子。微細な白色の鉱物 
が多量に含まれている。希に粗い白色や黒色 
の鉱物がみられる。釉色は黄色を主体に淡緑 
色の釉が確認できる。微細な貫入がある。 

素地は茶紫色の微粒子。粗密な白色鉱物（石 
英？）が少量混入。希に1.5㎜前後の白色鉱物 
が含まれている。劈開面に縞状に白色や茶褐 
色の陶土が入っている。内面に灰茶色の自然 
釉が掛かっている。 

素地は灰白色の粗粒子。粗密な白色鉱物（長 
石？）を多く含み、希に細かい茶黒色や灰褐 
色の鉱物がみられる。外面の頸下部に黄灰色 
の自然釉が掛かっている。 





第43表　土壙SK01（倉庫跡）覆土ほか 陶磁器類観察一覧 

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

名称・仮称 素地・混入物・色調・釉色 観　察　事　項　等 
出土地点 
出土層 

第70図 
図版54

１ 

陶質土器 
（土鍋・把手） 

SK01周辺 
層不明 

〃 
〃 
2

沖縄産無釉陶器 
（碗・口縁） 

SA19
東側ﾄﾚﾝﾁ 
栗石内 

〃 
〃 
3

沖縄産無釉陶器 
（壺・胴部） 

SA19
延長部分 

北壁側より 
表採 

〃 
〃 
4

本土産磁器 
（碗・口縁） 

SA20
覆土 

〃 
〃 
5

円盤状製品 
（遊具） 

SA20
覆土 

〃 
〃 
6

近・現代の銭貨 

アルミニウム製。 

SA19
第2層一括 
遺物に混在 

紐状に成形した把手を鍋の口縁部に貼り付けていたもの
である。把手のみ残存する。器面は全体的に摩滅する
が、部分的にナデを主体に指圧痕、刷毛目、箆削りの痕
跡が確認できる。把手中央の直径は1.06～1.12㎜。 

口頸部から微弱に外反する直口口縁の碗。推算された 
口径は16.4㎝と求められた。外面の轆轤調整痕は口縁 
から頸部までは水引きの細目の回転擦痕で、頸下部が 
粗目の回転擦痕である。内面は粗目の回転擦痕が観察 
される。 

胴部の最大径が27.2㎝を測る小型壺の胴部片とみられ
る。胴上部に丸彫りの工具（幅2.2㎜と幅2.8㎜）で界線を
二条施している。内面の調整は轆轤痕や回転擦痕が観
察できる。外面は施釉のため判然としない。 

印判型紙刷りによる文様を施した小碗の口縁破片。口縁
はやや内側に内湾する。文様は口縁部に柳葉状の四つ
葉文を横位に展開させるために弁先を小さな丸文で繋
ぎ合わせて文様帯を作る。四つ葉文の間に菱形を上下
左右に四つ組み合わせた四つ菱形の文様とする。口縁
端部では、この四つ菱形の文様は下位の菱形文のみと
なっている。四つ菱形の中には、小さな丸文を展開する。
胴部下の四つ菱形の中にある小さな丸文までを細い線
で区画し、その区画内に縦長の六角形があり、その内側
に白抜きで縦長の扁楕円形の文様を縦位に５個配置し
て、この扁楕円形の文様を太めの線で連結させている。
内面の文様はないが２・３箇所呉須が付着している。瀬戸・
美濃窯系の所産。 

中国産褐釉陶器の胴部破片を遊具として加工したもの 
である。打割調整は、主に外面から加えられている。外 
面から８回程度打ち欠き、内面からは３・４回程度打ち欠 
いているようである。長軸2.4㎜、短軸2.2㎜、厚さ5.5～ 
6.7㎜、重量4.97g。 

昭和16年鋳造、若しくは昭和18年鋳造の５銭硬貨。厚さ
や重量からすると昭和18年鋳造の５銭硬貨の可能性が
高い。外面に陽刻の菊花紋章と瑞雲を型で起こす。内面
の陽刻は「大日本」と「金鵄」の頭と右側の翼の一部が確
認できる。裏面は大半が白色に腐蝕している。サイズ直
径19.1㎜、厚さ1.8㎜、重量1.04g。 

素地は細かい。胎土に微細 
な雲母片、白色（石英）・茶色 
の鉱物を多く含む。僅かに細 
かい黒色鉱物を含んでいる。 
色調は淡橙色。焼成は良好 
で、硬い。 

素地は灰褐色の細粒子。微 
細な白色や黒色の鉱物を僅 
かに含む。希に細かい石英 
や粗い石英（1.2～2.3㎜）が 
観察できる。 

素地は灰褐色の細粒子。粗 
密な白色鉱物（石英）が少量 
混入する。希に細かい黒色鉱 
物が含まれている。劈開面か 
ら縞状の白色陶土が観察で 
きる。外面にのみ茶褐色の泥 
釉とみられる物が塗布されて 
いる。 

素地は灰白色の微粒子。釉 
色は白色の透明釉。貫入は 
ない。 

素地は灰白色の細粒子。粗密 
な白色や黒色の鉱物を多く含 
む。希に白色鉱物（長石？）が 
観察される。暗褐色の釉が両
面に観察される。貫入はない。 
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第45表①　土壙SK01（倉庫跡）覆土ほか 金属製品観察一覧 単位：㎜/g

縦 横 

第71図 
図版55

１ 

工具類・ 
生産用具 

釘 

鉄 
製 
品 

247.9
272

（≒9寸） 
123.8 143.3 271.3 208.5

SA19
東側ﾄﾚﾝﾁ 
栗石内 

〃 
〃 
2

〃 
釘 

鉄 
製 
品 

186.8
242

（≒8寸） 
111.0 118.3 202.5 164.9

SA19
東側ﾄﾚﾝﾁ 
栗石内 

〃 
〃 
3

〃 
釘 

鉄 
製 
品 

41.8
115

（≒3寸 
8分） 

95.2 103.3 112.0 184.3
SA19

東側ﾄﾚﾝﾁ 
栗石内 

〃 
〃 
4

〃 
釘 

鉄 
製 
品 

8.6
75

（≒2寸 
5分） 

57.8 61.1 102.0 104.7
SA19

東側ﾄﾚﾝﾁ 
栗石内 

〃 
〃 
5

〃 
釘 

鉄 
製 
品 

2.7
42

（≒1寸 
4分） 

53.1 55.5 70.6 79.7
SA19･20 
第2層～ 
第5層 

〃 
〃 
6

〃 
鎹 

鉄 
製 
品 

198.3 20.0 185.0
18.0
4.0

－ － 

SA28
ﾄﾚﾝﾁ第2層 
灰黄色土層 

（覆土直下） 

〃 
〃 
7

〃 
板状製品 

鉄 
製 
品 

50.6 14.0 133.0
13.0
2.0

－ － 
SA20

北側覆土 

〃 
〃 
8

祭祀用具 
鈴 

青 
銅 
製 
品 

2.2 23.0 17.0
2.0
0.7

－ － 
SA20
第1層 

第72図 
図版56

9

生活用具 
鍋 

鉄 
製 
品 

13.3 24.0 41.0
9.0
2.0

－ － 
SA19･20
北側第1層 
（客土） 

〃 
〃 
10

〃 
鍋 

鉄 
製 
品 

41.7 39.0 53.0
5.0
3.0

－ － 
SA19

北側第1層 
（客土） 

〃 
〃 
11

武具 
畳具足か 
籠手甲 

鉄 
製 
品 

10.2 36.0 45.0
3.0
2.0

－ － 
SA19･20
畦第1層 

〃 
〃 
12

武具 
札 

鉄 
製 
品 

7.7 46.0 19.0
5.0
2.0

－ － 
SA19･20
畦第1層 

〃 
〃 
13

〃 
札 

鉄 
製 
品 

15.8 69.0 24.0
5.5
2.0

－ － 
SA19･20
畦第1層 

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

材質 
名称・ 
仮称 

残存 
重量 

観　察　事　項 
出土地点 
出土層 

残存長 
（縦） 

残存長 
（横） 

残存厚 
頭　 頂 

ほぼ完形の大型の角釘。全体的に錆で覆われている。身の中央付
近から緩やかに反っている。全体的に剥離や罅割れが発生し、部
分的も地金が露出している。地金にも錆が発生し、細かい罅割れ
が部分的に観察できる。釘の各部分には錆汁が凝固する際に付着
した石灰岩の細片や炭の細片、貝殻片などがみられる。 

表面が完全に剥離し、地金が露出した状態にある角釘。身の中央
付近から緩やかに反っている。全体的に剥離して、地金が露出して
いる。地金から新たな錆が発生している。 

頭部の大半を欠落する。身の先端が僅かに反っている。全体的に
錆で覆われ、剥離や罅割れがみられる。また、部分的に地金の露
出がみられる。地金からも錆の発生が観察できる。釘の各部分には
錆汁が凝固する際に付着した石灰岩の細片などがみられる。 

碁石頭（第24図参照）の札。ほぼ完形であるが、孔の大半は錆で塞
がっている。塞がった孔の部分の錆は浅く窪んだ状態にある。孔が
開いた部分と孔が塞がったものを数えると２行４孔であった。表面
は半分近く錆で剥離し、地金が露出している。裏面は錆で全体的
に覆われ、錆の影響でケロイド状となっている。その他に錆脹れが
発生し、その影響で細かい亀裂が発生している。 

札（第20図・第24図参照）の下位を欠いた盛上げ札。孔の数は９孔が
確認される。表裏面とも錆に覆われ、罅割れや剥離などがみられ劣
化が著しい。 

畳具足の鎖腹当（第23図参照）や草摺、若しくは籠手の摘手甲（第
23図参照）とみられる破片。表面の右側の右隅が隅丸状に成形さ
れている。隅丸に加工された板材の下端に輪と鎖帷子の一部が
残っている。裏面の左側にも輪三個取り付けられている。また、裏
面中央付近に縦長の突起状のものが取り付けられていたようである
が、大半は剥落して正確な形状が把握できない。両面とも錆による
影響を受けて錆汁の発生と再凝固などで地金が脆くなっている。全
体的に錆に覆われケロイド状となっている。部分的に錆瘤が破裂し
た箇所もみられる。 

鉄鍋の胴部破片。胴下部で「く」の字状に屈曲する。表裏面とも錆
で覆われて、若干罅割れが観察される。表裏面にも錆汁や錆瘤な
どがみられる。 

玉縁状に口縁が肥厚するタイプの鉄鍋片。表面は器面の大半が剥
落し器面の保持が悪く、地金が露出する。地金からは新たな錆汁
や微細な錆瘤がみられる。裏面は錆で覆われ、錆汁の発生によっ
てケロイド状となり、微細に砕けた鉄片が付着している。地金の浸食
により身が痩せて、器壁が薄くなっている。 

球形の鈴の下部破片で、一文字の孔を境に割れている。正面下位
は鈴上部とを組合わせる為の微弱なそり返しがある。裏面の上部に
は一文字孔があり、孔の両端にあった二股でハート形に加工され
た透かし孔の一部が残っている。 

板状に成形された製品であるが、その用途は不明である。中央付
近が目釘穴のような孔（直径4.8㎜）があり、孔内部に棒状のピン

（断面が円形）が残っている。左縁辺部が刃物の切先状となっている。
刃部の側面観は両刃である。刃部が機能していたとすれば、彫
刻刀の様な機能やカンナなどが考えられる。右縁辺部は破損する。
全体的に表面が剥離し、地金のみが露出した状況にある。 

建築部材（梁や柱など）を連結・接合の際に使用した大型の鎹。頭
部となる長辺部分の中央付近が反っている。身部の左側と右側の
先端が欠落する。全体的に錆の進行が著しく、罅割れや剥離が頭
部や身部にみられる。特に身の右側は地金が錆によって細くなっ
ている。地金への錆による腐蝕が著しい。 

頭部の大半を欠落する。身の中央付近から「く」の字状に折れ曲
がっている。先端は潰れて丸味を帯びている。全体的に錆で覆わ
れ、剥離、罅割れ、錆瘤がみられる。その他に部分的な地金の露
出したところがみられる。地金からも錆の発生が観察できる。 

頭部の大半と先端が欠落する小型の角釘。全体的に錆で覆われて
いる。身の中央付近から先端部分が僅かに蛇行することから使用
時に身が変形したようである。部分的に剥離、罅割れ、錆瘤が観察
できる。釘の一部分には錆汁が凝固する際に付着した石灰岩の細
片などがみられる。 





第45表②　土壙SK01（倉庫跡）覆土ほか 金属製品観察一覧 単位：㎜/g

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

名称・仮称 材質 
残存 
重量 

残存長 
（縦） 

残存幅 
（横） 

観　察　事　項 残存厚 
出土地点 
出土層 

第72図 
図版56

14 

武具 
札 

鉄 
製 
品 

4.0 39.0 20.0 
2.5 
0.9 

SA19 
第1層 

〃 
〃 
15 

〃 
札 

鉄 
製 
品 

8.4 49.0 21.0 
4.0 
2.0 

SA19 
第1層 

〃 
〃 
16 

〃 
鎖帷子 

青 
銅 
製 
品 

17.6 29.0 35.0 
2.0 
6.0 

SA19･20
畦第1層 

〃 
〃 
17 

〃 
籠手 

（大指の摘） 

青 
銅 
製 
品 

2.8 25.0 25.0 
2.5 
0.8 

SA28 
ﾄﾚﾝﾁ 
第2層 

〃 
〃 
18 

〃 
籠手 

（摘手甲、 
大指の摘、 

摘） 

青 
銅 
製 
品 

0.9 19.0 19.0 
1.0 
0.8 

SA19･20
畦 

〃 
〃 
19 

工具類・ 
生活用具 
鐶・紐金具 
（調度品・ 
総角付の 
環などの 
紐金具） 

青 
銅 
製 
品 

9.7 24.0 36.0 
9.0 
4.0 

SA20 
第1層 

〃 
〃 
20 

武器 
薙刀の 
逆輪 

青 
銅 
製 
品 

4.6 13.0 44.0 
2.0 
1.0 

SA19･20
畦覆土 

〃 
〃 
21 

〃 
〃 

青 
銅 
製 
品 

9.9 39.0 49.0 
1.0 
0.9 

SA28 
ﾄﾚﾝﾁ 
第2層 

〃 
22 

用途不明 

青 
銅 
製 
品 

39.2 46.0 46.0 
7.0 
3.0 

SA19･20
畦第1層 

札頭（第20図参照）を欠いた資料。錆による損傷が著しく、地金が痩せ細って薄くなっ
ている。孔の数は８孔が確認されるが、五つの孔は錆で塞がっている。表面は錆汁の影
響でケロイド状となる。表面は錆の影響が強く、表面が剥離し、地金も侵食され薄くなっ
ている。 

札頭（第20図参照）を欠いた資料。残存する孔の数は、孔の開いた部分及び錆で塞
がった部分、そして欠落した孔を数えると、２行９孔を数える。残りの２孔は完全に錆で覆
われ確認できないが、これを含めると２行11孔となる。表面は錆で脹れて、ケロイド状と
なり、細かい罅割れや剥離がみられる。裏面は器面の大半が錆で剥離し、地金の露出
や錆汁の凝固がみられる。錆の影響で地金も浸食され薄くなっている。 

薙刀の逆輪（第24図及び第58図120参照）破片。逆輪の破片は、図化した資料以外に
同一破片とみられる破片資料が23点得られている。これらの破片資料については接合を
試みたが叶わなかった為、図化を省略した。逆輪の柄の口寄りの部分の破片で、表
面面の上辺寄りは薙刀の形状に合わせた丸味が残っている。中央寄りの小さな孔は緑青
によって浸食された孔である。表裏面とも緑青が部分的にみられる。 

表面は面取りがなされていて、縦位に稜線が二本確認される。面としては四面で構成
される。表面の上端と下端には縁に沿うように横位方向に薄い鉄製の板材が取り付け
られていたようである。その痕跡は帯状（幅9.5㎜）となり、鉄製板材が部分的に残存す
る。表面上端の左側に鉄製の丸鋲の身（直径3.2㎜）が折れたまま残っている。下位に
も鉄製板材を取り付けた痕跡が認められ、鉄製板材の一部は地金まで錆によって侵食
され、僅かに残っている程度である。残存する鉄製板材や帯状の痕跡から幅を推定す
ると上位が9.5㎜で、下位は11㎜が予測される。表面は緑青や鉄錆がみられ、緑青の
影響で微細な錆瘤が集中する。この錆瘤の上に鉄錆の錆汁がかかって黒く変色する。
鉄製板材は地金まで錆によって侵食され、僅かに残っている程度である。裏面は平坦
面で緑青による浸食が進み、全体的に錆で脹れ、ケロイド状となり白く変色した部分が
広がっている。変色した部分には、鉄錆の付着が一部で観察される。断面の形状など
から用途を考えると、内部に木材を通して使用した締め金具などが想定された。 

薙刀の逆輪（第24図及び第58図120参照）破片。薙刀の茎（なかご）を千段繁巻（藤や
麻糸などで隙間なく巻き付け、漆で塗り固めた）にして柄の中に差し込んだ後に柄の口
寄りの部分を逆輪で固定するようである。この逆輪は魚の尾鰭状に尖った部分の破片
である。上面には帯状の段差（0.6㎜）があり、金属同士を継ぎ合わせるために段差を
設けている。この段差は、裏面が幅4.8㎜、厚さ0.8㎜の板材を利用して継ぎ合わせて
いる。表裏面とも緑青が部分的に観察される。裏面の一部はガラス製品が二次的な火
熱を受けて溶解し、ガラスの塊となって付着している。このガラスの塊は溶解の際に同
時に溶解した青銅をも取り込んで凝固している。 

調度品（手箱などの引き手金具）・総角付の鐶座（第21・22図参照）・容器の把手・懸垂
金具の紐、などが考えられた紐金具の資料である。紐金具の両端は二次的な火熱を
受けて溶解した状態で固まっている。紐の内側と外側には鋳型の合わせて溶解した素
材を流し込んだ際に発生した型を合わせの部分が稜線となって表面に僅かに突出し
ている。この稜線沿いには鋳型からはみ出した青銅の一部が微細なバリとなって残っ
ている。この稜を潰す目的で研磨を加えているが、研磨は徹底せず研磨面が筋状に
残っている。緑青は火災による火熱で溶解した部分に集中してみられる。紐の部分の
緑青は小規模で散発的にみられる程度である。 

籠手の摘手甲、大指の摘、摘（第23図参照）のいずれかに当嵌まる細片。正面の上端
から右上端までが金具の縁で、残存部位の形状と合うように縁沿いは、微弱な反り返
しを設けている。手甲、親指、指のいずれかに該当し表面の丸味に合うように内面を浅く
窪ませている。表面上部の縁辺には２箇所の孔が残っていて、孔の中に鎖の輪を一個
ずつ入れて連結していたようである。孔は隙間が錆で埋まっているが、鎖の輪の直径が
1.5㎜程度を測ることから、孔は1.5㎜～1.7㎜未満が推定される。表面は全体的に錆で
薄く覆われ、錆汁の影響を受けてケロイド状となっている。また、小規模な錆瘤がみら
れる。裏面は錆の影響が強く、錆脹れによる剥離と錆汁の凝固がみられる。 

大指の摘（第23図籠手参照）。親指を保護するための金具。正面形が親指の形状と合
致するように下半部が半円形状に成型されている。正面の形状と合うように裏面の縁沿
いは、微弱な反り返しを設けている。また、親指の表面の丸味に合うように裏面を浅く
窪ませている。裏面上部の縁辺には５箇所の孔を穿ち、孔の中に鎖の輪を二個一組で
連結していたようである。孔は隙間が錆で埋まっているが、鎖の輪（二個一組）の直径
が1.8～2.0㎜程度を測ることから、孔は2.0㎜～2.5㎜未満が推定される。表面の錆は全
体的に薄く被さる程度ではあるが、小規模な錆瘤の塊や錆汁による影響で表面がケロ
イド状となる箇所が僅かに観察できる。裏面は錆の影響が強く、錆脹れによって器面が
盛り上がっている部分がある。部分的に錆の影響でケロイド状となっている。 

溝のある円柱状の棒に針金を巻き付けて鑿で切り離して鎖の単体を作り、単体を連結
した八重鎖（第23図参照）。鎖は三つ折り畳んだものが破損したようである。火災による
火熱を受けて鉄素材の溶解・再凝固となっている。部分的に青銅製品が溶けて付着し
ている。鎖の表面は剥離や微細な罅割れが観察できる。また、破損部分は素材が繊維
状となって露出している。単体の鎖のサイズは、太さ1.3㎜、内径4.0㎜、外径7.0㎜を測
る。 





第46表　土壙SK01（倉庫跡）覆土ほか 銭貨観察一覧（計測部位は第34図参照） 単位：㎜/g

肉郭 
外径 

肉郭 
内径 

方穿 

Ａ 
Ｂ 

Ｃ 
Ｄ 

Ｅ 
Ｆ 

① ② ③ 

第73図 
図版57A

1

　徳 
元寶 

不 
明 

前蜀 
919年 

銅 
銭 

回 
読 

破 
損 

行 
書 

－ 
－ 

－ 
－ 

－ 
－ 

1.3 0.8 1.2 0.7

SA19 
層不明 

（第2・3層 
？） 

SA19 
層不明 

（第2・3層 
？） 

SA19 
層不明 

（第2・3層 
？） 

〃 
〃 
2

祥符 
元寶 

公 
鋳 
銭 

北宋 
1009年 

銅 
銭 

回 
読 

破 
損 

行 
書 

－ 
－ 

－ 
－ 

－ 
－ 

1.2 0.7 1.1 1.7

〃 
〃 
3

元豊 
通寶 

公 
鋳 
銭 

北宋 
1078年 

銅 
銭 

回 
読 

破 
損 

篆 
書 

－ 
－ 

－ 
－ 

－ 
－ 

1.5 0.8 1.2 2.1

〃 
〃 
4

政和 
通寶 

公 
鋳 
銭 

北宋 
1111年 

銅 
銭 

対 
読 

破 
損 

楷 
書 

－ 
－ 

－ 
－ 

－ 
－ 

1.1 0.6 1.1 1.3
SA20
覆土 

〃 
〃 
5

洪武 
通寶 

模 
鋳 
銭 

明 
1368年 

銅 
銭 

対 
読 

破 
損 

楷 
書 

－ 
24.2

－ 
19.9

4.3
4.4

1.8 0.6 1.3 3.0

SA19 
層不明 

（第2・3層 
？） 

〃 
〃 
6

洪武 
通寶 

公 
鋳 
銭 

明 
1368年 

銅 
銭 

対 
読 

破 
損 

行 
書 

－ 
－ 

－ 
－ 

－ 
－ 

1.9 1.2 2.0 1.7
SA19・20
階段表採 

〃 
〃 
7

洪武 
通寶 

公 
鋳 
銭 

明 
1368年 

銅 
銭 

対 
読 

破 
損 

楷 
書 

－ 
－ 

－ 
－ 

－ 
－ 

1.9 0.8 1.4 1.7

SA19・20 
層不明 

（第2・3層 
？） 

〃 
〃 
8

永樂 
通寶 

公 
鋳 
銭 

明 
1408年 

銅 
銭 

対 
読 

破 
損 

楷 
書 

25.6
－ 

21.0
－ 

5.6
5.1

1.6 0.7 1.2 2.8
SA20 
覆土 

〃 
〃 
9

永樂 
通寶 

公 
鋳 
銭 

明 
1408年 

銅 
銭 

対 
読 

破 
損 

楷 
書 

－ 
－ 

－ 
－ 

－ 
－ 

1.3 0.7 1.1 1.8

SA19 
層不明 

（第2・3層 
？） 

〃 
〃 

図版57B
10

無 
文 
銭 

模 
鋳 
銭 

不明 
銅 
銭 

不 
明 

完 
形 

不 
明 

21.0
21.0

－ 
－ 

6.9
7.0

0.6
0.8

－ － 1.9
SA20

北側覆土 

注　「－」：計測不可 

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

銭種 
鋳造 
種類 

初鋳年 
素 
材 

読 
み 
方 

状 
態 

書 
体 

重量 観 　 察 　 事 　項 
出土地点 
出土層 

断面計測部位 

面・背ともに肉郭（外縁）と孔郭（穴の縁）のない無文銭
である。面の右下に逆さ「ノ」字状の小枝様の浮き文
がみられる。背には浮き文様で星とみられるものを

「－」で表現しているようであるが判然としない。面の
逆さ、「ノ」の字を軟X線（図版57B）でみると歪な逆さ
の「八」字となっている。この部分をルーペで観察する
と磨り潰されたような痕跡がみられる。その他、孔郭の
上下・左右も同様に痕跡が確認できるが、錆の影響を
受けて判別ができなかった。仮に小枝様の浮き文が文
字となった場合、中国東周（BC770～BC221年）の「寶
化」などの銭貨の可能性もあるが判然としない。面・背
とも全体的に摩耗し、緑青もみられる。背の一部には
鉄錆が付着する。 

1/2程度残存。火災による火熱の影響は軽微で、僅か
に溶解した素材の瘡蓋状の小さな塊が確認できる程
度である。肉郭や文字は鮮明で、「永」・「通」の二文字
が鮮明に判読できる。面の肉郭は幅1.9㎜を測る。 

文字の「寶」字の一部が欠落する程度であるが、両面
と若干、火災による火熱の影響でケロイド状となる。肉
郭や文字は鮮明である。「永」・「樂」「通」・「寶」の各文
字が判読できる。面の肉郭は幅1.9㎜を測る。 

1/3程度が残存するが、背は火災による火熱の影響で
ケロイド状となる。面も若干、微細にケロイド状となるが
面の肉郭や文字は鮮明である。「通」・「武」の二文字
が判読できる。面の肉郭は幅1.9㎜を測る。 

1/3程度が残存するが、背は火災による火熱の影響で
溶解した他の青銅製品の素材が溶けて付着してケロイ
ド状となる。面も若干、微細にケロイド状となるが面の
肉郭や文字は鮮明である。「武」・「寶」の二文字が判
読できる。面の肉郭は幅1.9㎜を測る。 

4/5程度が残存するが、火災による火熱の影響で素材
の溶解と変形がみられる。面の肉郭や文字は鮮明で、
面の文字鋳型（上面から面本体まで）の深さが0.8㎜を
測るが、残存する三文字の中で「武」の一字のみ鮮明で、
他の「通」・「寶」の二文字は溶解・腐蝕で判読しにくい
状況にある。背には火熱を受けて溶解・凝固の際に他の
銭貨の破片も取り込んでいる。緑青は背より面に多くみ
られ、地金の浸食が著しい。面の肉郭は幅2.0㎜を測る。 

半分程度残存し、面の摩耗は軽微で文字は鮮明であ
るが、背は面より摩耗が著しい。緑青が僅かに観察さ
れる。「政」・「寶」の二文字が確認できる。面の肉郭は
幅1.7㎜を測る。 

半分程度残存し、面・背の摩耗は軽微である。緑青や
錆瘤が僅かに観察される。「元」・「豊」の二文字が確認
できる。面の肉郭は幅2.1㎜を測る。 

1/2近くが残存し、面・背の摩耗は軽微である。「祥」・
「寶」の二文字が確認できる。面の孔郭（孔の縁）は
「寶」の文字側で幅が0.5㎜と狭い。面の肉郭は幅2.8
㎜を測る。 

銭貨の1/4程度が残存。面・背は使用によって若干、
摩滅する。面の文字は「　」の一字がやや鮮明に確認
できる。面の肉郭は幅2.2㎜を測る。 





第47表　土壙SK01（倉庫跡）覆土ほか 銭貨出土状況 





第49表　石積みSA33・34 瓦質土器出土状況 

栗石 
内 

栗石 
直下 

集石 
直下 

栗石 
内 

栗石 
直下 

1 1 口縁部破片 火鉢or器台 

円盤状 3 2 1 0 4 1 24 
25

1 1 方形状 

3

4 

4 2 1 2 4 1 26 

瓦質土器製 
の蓋 

出土地 

器種 

合　 計 

合計 
SA33栗石内 
+SA33栗石 

SA33 SA34 





第50表　石積みSA33・34 青磁出土状況 

栗石 栗石直下 集石直下 栗石内 覆土 栗石内 栗石直下 

口～底部 外反 1 1

11片切り彫り 

312線彫り 

22片切り彫り 雷　文 

11櫛描 波状文 

11

11

11

33外反 

11端反 

11

22ラマ式 

3111線彫り 

6123

11底部 

11

11

11外反 

口折 2 2

1 1

22

5122

11

211

1 1

11

11

4112

413

11内彎 

1 1

11

211

11

422

2 2

22

4121

11口～底部 

211口縁部 

口縁部 11

盤（大皿） 口縁部 ﾀｶﾞ状鍔縁 1

大鉢 胴部 1

口縁部 11

211肩部 

1 1

541

1 3 2 6

瓶 胴部 1

1 1

11

大型壺 1

10

客土 

1 26 3 25 4 16 13

注　外－外面、内－内面、内外－内外面を表す。 

1

2

1

15

98合 　 計 

1

45

4

49

1

大花瓶 

八角皿 

酒会壺 

合 　 計 

28

口縁部 

胴部 

出土地 

器種・部位 

外-無文、内-有文不明 

有　文 

無　文 

無　文 

無　文 

内 外 - 無 文 

不　　　　　明 

胴部 

内外-蓮弁（線彫り） 

内 外 - 刻 花 文 

内 外 - 不 明 

外-蓮弁（片切り彫り）、内-無文 

無　　　　　文 

胴部 

底部 

碗 

見込みに印花文 

直口 

外反 

口縁部 

蓮　弁 

蓮　弁 

外-蓮弁（線彫り）、内-不明 

内外-蓮弁（線彫り） 

外-無文、内-有文不明 

口～底部 

皿 

直口 

直口 

外-蓮弁（片切り彫り）、内-蓮弁 

外-蓮弁（線彫り）、内-刻花文 

外-蓮弁（線彫り）、内-無文 

内 外 - 無 文 

有　文 

外-蓮弁（片切り彫り） 

外-蓮弁（片切り彫り）、内-蓮弁 

外-有文不明、内-無文 

無　文 

無　文 

無　文 

無　文 

外-無文、内-雲文、底部-印花文 

外-無文、内-雷文帯+雲文 

外-無文、内-雲文+有文不明 

印　　花　　文 

有　文　不　明 

不　　　　　明 

外-蓮弁（線彫り） 

有　　文 

有文不明 

有文不明 

内 外 - 不 明 

口縁部 

SA34SA33

頸　部 

胴　部 

外-刻花文 

有　文　不　明 

外-刻花文 

不　　　　　明 



第51表①　石積みSA33･34　青磁観察一覧 単位：㎝ 

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

器種 部位 
口径 
器高 

高台径 
素 　　 地 釉色・貫入 器形・文様・施釉などの特徴 

出土地点 
出土層 

第78図 
図版62

1

－ 
－ 
－ 

淡灰色の微粒子。 明緑色の釉を厚く両 
面に施している。両面 
に細かい貫入がみら 
れる。 

SA34
栗石直下 

〃 
〃 
2

－ 
－ 
－ 

灰白色の微粒子。 青灰色の釉を厚く両 
面に施している。両面 
に粗い貫入がみられ 
る。 

SA33

〃 
〃 
3

－ 
－ 
－ 

黄白色の微粒子。微 
細な黒色鉱物が多く 
混入。 

青白色の釉を厚く両 
面に施す。両面に粗 
い貫入がみられる。 

SA33

〃 
〃 
4

－ 
－ 
－ 

灰白色の微粒子。 灰白色の釉を薄く両 
面に施している。貫入 
はない。 

SA34
栗石直下 

客土 

客土 

客土 

〃 
〃 
5

15.0
(7.0)
(6.0)

淡灰色の細粒子。微 
細な黒色や茶褐色の 
鉱物が多く混入。 

灰緑色の釉を両面に 
施す。両面に破損時 
のものとみられる罅割 
れがみられる。 

SA33
栗石直下 

〃 
〃 
6

底部 
－ 
－ 
5.0

淡灰色の細粒子。微 
細な黒色の鉱物が多 
く混入。 

淡青緑色の釉を両面 
に施すが、外面のみ 
高台際まで釉を施す。 
両面に粗い貫入がみ 
られる。 

SA33

〃 
〃 
7

口縁部 
～底部 

11.2
3.9
5.8

淡灰色の細粒子。微 
細な黒色や白色の鉱 
物を多く含む。 

淡青緑色の釉を総釉 
後に外底面の釉を掻 
き取って露胎とする。 
貫入はない。 

SA33
栗石内 

〃 
〃 
8

11.6
(3.3)
(6.0)

灰褐色の細粒子。微 
細な黒色鉱物が多く 
混入。 

灰緑色の釉を両面に 
施す。両面に細かい 
貫入がみられる。 

SA33
栗石内 

〃 
〃 
9

－ 
－ 
－ 

淡灰色の細粒子。微 
細な黒色鉱物が少量 
混入する。 

　　　〃　　　。 
　　〃　　　。 

　　　〃　　　。 
　　〃　　　。 

淡青緑色の釉を両面 
に施す。貫入はない。 

SA33
栗石内 

〃 
〃 
10

口縁部 
～底部 

11.4
3.6
6.2

明緑色の釉を薄く総 
釉後に外底面の釉を 
蛇の目状に掻き取っ 
ている。貫入はない。 

SA33
栗石直下 

〃 
〃 
11

11.1
(3.9)
(4.5)

明緑色の釉が両面に 
施されている。貫入 
はない。 

SA34
栗石直下 

〃 
〃 
12

－ 
－ 
－ 

灰白色の微粒子。 淡青緑色の釉が両面 
に施されている。 
〃　　。 

SA33
栗石直下 

〃 
〃 
13

口縁部 
～底部 

12.0
3.9
5.8

淡灰色の微粒子。 明緑色の釉を薄く総 
釉後に外底面の釉を 
蛇の目状に掻き取っ 
ている。貫入はない。 

SA33
栗石内 

注　（　）：推定、「－」：計測不可 

碗 

皿 

口縁部 

口縁部 

口縁部 

無文外反口縁皿。口縁部が大きく緩やかに外反
し、腰下部で丸味を持たせて成形する。内面の腰
下部に陰圏線で囲繞し、見込みに印花菊文を施
す。龍泉窯系。14C後半～15C中頃。 

直口口縁皿。口縁端部を浅く削り出して小さな肥
厚が作るが、厚い施釉により肥厚帯そのものが機
能していない。龍泉窯系。14C後半～15C中頃。 

　　〃　　　。外面の腰部に陰圏線で上下を区
画し、この陽圏線の上下に幅広の叉状工具で弁
先を省略した蓮弁文を斜位に描く。内面にも幅広
の弁先が省略された蓮弁文を片切彫りで腰下部ま
で描く。龍泉窯系。14C後半～15C中頃。 

　　〃　　　。外面に幅広の蓮弁文を片切彫りで
高台脇まで描く。内面には幅広の叉状の工具で弁
先のない蓮弁文を描く。見込みには印花文と陽圏
線がみられる。龍泉窯系。14C後半～15C中頃。 

　　〃　　　。外面に片切彫りの蓮弁文を描く。
内面には幅広の叉状の工具で弁先を省略した蓮
弁文を描く。龍泉窯系。14C後半～15C中頃。 

　　〃　　　。外面に片切彫りの蓮弁文を描く。
粗雑な表現で弁先を描く。内面には幅広の叉状の
工具で弁先が省略された蓮弁を描く。龍泉窯系統
の地方窯。14C後半～15C中頃。 

直口口縁皿。外面に片彫りの蓮弁文を高台際
まで描く。見込みに陽圏線がみられる。龍泉窯系
統の地方窯。14C後半～15C中頃。 

薄造りの碗の高台破片。高台際から削りだして高
台を造る。畳付の幅が4.3㎜と狭い。高台の内刳り
は浅い。龍泉窯系統の地方窯か。14C後半～15C
中頃。 

口縁端部を外側に「く」の字状に折り曲げ外反させ
た端反の碗。文様は内面の腰下部近くに陰圏線
が途切れながら観察できる。龍泉窯系。14C後半
～15C中頃。 

　〃　　。口縁部に片切彫りで蓮弁を描くが、弁
先と弁軸が一致しない。弁先は扁平な半円形を連
結させながら描いている。龍泉窯系。15C後半～
16C前半。 

　〃　　。口縁部に三本単位の櫛描で波状文を
描き、その直下に二条一組の界線で区画する。こ
の界線直下から線描きの蓮弁を描いているようで
ある。福建・広東省の諸窯。15C後半～16C前半。 

　〃　　。口縁端近くで器壁が4.3㎜（胴部）から
4.9㎜と厚くなる。文様は線彫りで蓮弁文を粗密に
描く。弁先も扁平な半円を横位に連結し、簡素化
している。龍泉窯系15C後半～16C前半。 

直口口縁碗。外面の口縁には片切彫りの雷文を
時計回りと反時計回りで描いている。内面口縁に
は片切彫りの刻花文を描いている。龍泉窯。14C
後半～15C中頃。 





第52表　石積みSA33・34 白磁出土状況 

栗 
石 
内 

栗 
石 
直 
下 

裏 
込 
め 
石 

の 
直 
下 

栗 
石 
直 
下 

覆 
土 

客 
土 

客 
土 

栗 
石 
内 

栗 
石 

栗 
石 
内 

1 1 部 底 ～ 口 

9 1 1 1 

5

1 2 3 部 縁 口 

4 1 3 

3 1 1 1 

2 1 1 口 直 部 底 ～ 口 

3 1 2 彎 内 

2 1 1 口 直 

6 1 4 1 

1 1 1 3 

2 6 6 1 3 4 1 2 1 1 1 

SA33 
栗石内 
+SA33 
栗石 
直下 

SA21 
覆土 

+SA33 

底部 

SA34 SA33・34

外反 

SA33 

合　 計 

出土地 

器種・部位 

胴部 

底部 

胴部 

皿 

碗 

口縁部 

合計 

17 

16 

33 

第51表②　石積みSA33･34　青磁観察一覧 単位：㎝ 

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

　 名称・ 
仮称 

部位 
口径 
器高 

高台径 
素 地 釉色・貫入 器形・文様・施釉などの特徴 

出土地点 
出土層 

第79図 
図版62

14
皿 底部 

－ 
－ 
7.8

灰白色の微粒子。 
SA34
栗石内 

〃 
〃 
15

酒会壺 口縁部 
－ 
－ 
－ 

灰白色の微粒子。 

SA33
栗石内 

注　（　）：推定、「－」：計測不可 

明緑色の釉を両面に総釉後
に外底面の釉を蛇の目状に
掻き取っている。貫入はない。 

皿の高台破片。見込みに陰圏線と印花
文を施している。龍泉窯系。14C後半～
15C中頃。 

酒会壺の口縁破片。口縁に片切り彫り
の文様を施すが構図は不詳である。
胴部にも片切り彫りで牡丹唐草文とみ
られる文様を描いている。龍泉窯系。 
14C後半～15C中頃。 

明緑色の釉を両面に総釉後
に口唇部の釉のみ掻き取って
いる。貫入はない。 



第53表　石積みSA33･34　白磁観察一覧 単位：㎝ 

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

器種 部位 
口径 
器高 

高台径 
器形・文様・施釉などの特徴 釉色・貫入 素地 

出土地点 
出土層 

第80図 
図版63

1
口縁部 

－ 
－ 
－ 

灰白色の微粒子。微 
細な黒色や白色の鉱 
物が少量含まれる。 
細かい気泡痕が多く 
観察できる。 

SA21
覆土 

客土 

SA33

〃 
〃 
2

口縁部 
14.0
(7.5)
(6.0)

白色の微粒子。微細 
な気泡痕が少量観察 
できる。 

　　　〃　　　　。 
　　　〃　　　　。 

　　　〃　　　　。 
　　　〃　　　　。 

　　　〃　　　　。 
　　　〃　　　　。 

SA33
裏込め石 
の直下 

〃 
〃 
3

底部 
－ 
－ 
4.6

SA34
栗石直下 

〃 
〃 
4

口縁部 
～底部 

12.5
5.6
5.1

光沢のある灰白色の 
微粒子。堅緻である。 SA34

栗石内 

〃 
〃 
5

口縁部 
12.4
－ 
－ 

SA33
栗石内 

〃 
〃 
6

底部 
－ 
－ 
5.2

SA33・34
栗石内 

〃 
〃 
7

口縁部 
～底部 

10.0
2.45
4.6

白色の細粒子。微細 
な黒色の鉱物が少量 
含まれる。劈開面に 
細かい気泡痕が多く 
観察できる。 

SA34
栗石直下 

〃 
〃 
8

口縁部 
～底部 

9.4
2.2
4.5

　　〃　　。微細な 
黒色の鉱物が少量含 
まれる。劈開面に細 
かい気泡痕が多く観 
察できる。 

SA33・34

〃 
〃 
9

口縁部 
10.2
－ 
－ 

　　〃　　。微細な 
黒色や茶褐色の鉱物 
が少量含まれる。劈 
開面に細かい気泡痕 
が多く観察できる。 

SA33
栗石直下 

〃 
〃 
10

底部 
－ 
－ 
4.1

白色の微粒子。 

SA33・34
栗石内 

注　（　）：推定、「－」：計測不可 

碗 

皿 

灰白色の釉は外面の腰下
部から高台際まで施釉。内
面は総釉。貫入なし。 

直口口縁の小皿の高台破片。外面に轆轤痕が観察で
きる。内面の成形は外面より丁寧に成形するが、見込
みは轆轤の回転によって陶土が「三日月」の字状に
残っている。その他に重ね焼きの目痕が五箇所みられ
る。畳付を五箇所抉りとって割れ高台とする。福健省南
平市邵武窯系か。15C中頃～16C。 

直口口縁の小皿。口唇部を平坦に成形する。外面に
雑な轆轤痕が観察できる。内面は外面より丁寧に成形
する。福建省南平市邵武窯系か。15C中頃～16C。 

直口口縁の小皿。口唇部を舌状に尖らせて成形する。
外面に雑な轆轤痕が観察できる。内面の成形は外面よ
り丁寧な回転擦痕がみられるが、見込みは轆轤の回転
によって陶土が「の」の字状に残っている。また、重ね
焼きの目痕が五箇所みられる。畳付を五箇所抉りとっ
て割れ高台とする。福健省南平市邵武窯系か。15C中
頃～16C。 

直口口縁の小皿。口唇部を平坦に成形し、外面に雑な
轆轤痕が観察できる。内面の成形は外面より丁寧な回
転擦痕がみられる。見込みに重ね焼きの目痕が四箇所
みられる。畳付を四箇所抉りとって割れ高台とする。福
建省南平市邵武窯系か。15C中頃～16C。 

非常に薄く成形された外反口縁碗の底部とみられる。
腰下部で強く丸味を持たせて、内側に閉じ気味に胴上
部に移行する碗。外面や劈開面の観察からは轆轤成
形などの痕跡が認められないことから型物成形の碗とみ
られる。景徳鎮窯。15C後半～16C前半。 

非常に薄く成形された外反口縁碗。上記４と同一の個
体である可能性が高い。外面や劈開面の観察からは
轆轤成形などの痕跡が認められないことから型物成形
の碗とみられる。景徳鎮窯。15C後半～16C前半。 

非常に薄く成形された外反口縁碗。外面や劈開面の
観察からは轆轤成形などの痕跡が認められないことか
ら型物成形の碗とみられる。見込みに陰圏線が型で起
こされれている。景徳鎮窯。15C後半～16C前半。 

「枢府手」の範疇に入る小碗とみられる。上記２と素地・
釉が一致する。釉は総釉後に高台外面下端から外底
の釉を掻き取って露胎とする。高台の内刳りは斜位に
削り取っている為、外底面中央で扁平な三角錐状とな
る。見込みを浅く窪ませて成形する。景徳鎮窯か。14C
後半～15C前半。 

薄手の外反口縁碗。「枢府手」の範疇に入る碗とみられ
る。内面に型で起こされた印花八宝文、若しくは吉祥の
亀とみられる文様がみられる。景徳鎮窯か。14C後半～
15C前半。 

外反口縁の碗。森田勉分類（1982年）の碗C群に該当
する碗。外面の頸下部と胴上部の境目に明瞭な稜が
みられる。胴部の轆轤痕は顕著である。内面の成形は
外面より丁寧に仕上げられている。中国南部福健省
地方窯。14C後半～15C前半。 

淡青白色の釉が両面に施
されている。両面に細かい
貫入がみられる。 

　　　　　〃　　　　　。
　　　　　〃　　　　　。 

淡灰白色の釉を内面見込
みと高台際まで施釉。両面
に非常に細かい貫入がみ
られる。 

淡灰白色の釉を内面と外面
の高台際まで施釉。両面に
非常に細かい貫入がみら
れる。 

　　　　　〃　　　　　。
　　　　　〃　　　　　。 

淡灰白色の釉を内面見込
みから高台際まで施釉。両
面に非常に細かい貫入が
みられる。 

淡灰白色の釉を総釉後に
高台外面下端から高台内
面下端まで釉を掻き取っ
て露胎とする。両面に細か
い貫入がみられる。 

淡灰白色の釉が両面に観
察できる。貫入なし。 

淡灰白色の釉を総釉後に
高台外面下端から高台内
面下端までの釉を掻き取っ
て露胎とする。貫入なし。 





第55表　石積みSA33・34　青花観察一覧 単位：㎝ 

挿図番号 
図版番号 
遺物番号 

器 
種 

部 
位 

口径 
器高 

高台径 
素地・釉色 施釉・呉須（藍色）の発色 観　察　事　項　等 

出土地点 
出土層 

第81図 
図版64

１ 

11.0 
－ 
－ 

淡灰白色の細粒子。微細 
な黒色鉱物が僅かに混入 
する。貫入はない。淡青白 
色の釉。 

SA33 
栗石直下 

〃 
〃 
2 

－ 
－ 
－ 

淡灰色の微粒子。貫入は 
ない。淡灰白色の釉。 

SA34 
栗石直下 

〃 
〃 
3 

－ 
－ 
－ 

淡灰白色の微粒子。貫入 
はない。淡灰白色の釉。 

SA33 
栗石直下 

〃 
〃 
4 

－ 
－ 
－ 

淡灰白色の細粒子。微細 
な気泡痕が僅かに観察で 
きる。貫入はない。淡青白 
色の釉。 

　　　　　〃　　　　。 
　　　　　〃　　　　。 
　　　　　〃　　　　。 
　　　　　〃　　　　。 

SA33 
栗石直下 

〃 
〃 
5 

皿 
底 
部 

－ 
－ 
6.9 

SA34 
覆土 

注　「－」：計測不可 

碗 
口 
縁 
部 

　　　〃　　。呉須は鮮明
な濃青色。 

両面を総釉後に畳付を露
胎（高台外面下端から高台
内面下端まで）とする。呉須
はやや鮮明な淡青色で、呉
須の一部が黒ずむ。 

　　〃　。呉須はやや鮮明
な淡青色。 

　　　〃　　。呉須は鮮
明な濃青色で、呉須の一部
は黒ずむ。 

残存部は両面とも総釉。呉
須はやや鮮明な濃青色で、 
呉須の一部は黒ずむ。 

畳付が平坦に成形された皿。高台が内側に閉じる。外面
の界線は高台際（一条）と高台際（二条）を施す。高台際
に草花文の一部とみられる文様を描いている。見込みに
は「志在書中」図を描く。景徳鎮。18世紀頃。 

口縁が微弱に外反する碗。外面の口縁に波濤文（菊
花？と渦巻き文）を描き、二条一組の界線で上下を区画
する。内面の口縁には一条の界線を施す。火災による火
熱を受けていないので流れ込の可能性が高い。景徳
鎮。16世紀前半～中頃。 

直口口縁の碗。外面の口縁に波濤文を描き、二条一組
の界線で上下を区画する。胴部にはアラベスク文の一部と
みられる文様を描く。内面の口縁には二条の界線を施
す。火災による火熱を受けていないので流れ込の可能
性が高い。景徳鎮。16世紀前半～中頃。 

　　〃　　。　　〃　　。内面の口縁にはパスパ文字
を描き、界線で上下に区画する。下位の界線は二条を施す。
景徳鎮。15世紀（1430年～1460年）。 

端反の碗。外面口縁に界線を施し、その直下に宝相華
唐草文を描く。内面の口縁には四方襷文を界線で上下
に区画する。下位の界線は二条を施す。景徳鎮。15世紀

（1430年～1460年）。 





第56表　石積みSA33・34 中国産褐釉陶器出土状況 

栗石 栗石内 
栗石 
直下 

集石 
直下 

覆 土 栗 石 栗石 内 栗石下 
栗石 
直下 

客 
土 

18113616部 縁 口 

頸 部 1 5 6

239113部 肩 

89011411533015261154556911部 胴 

111121123部 底 

1部 胴 壺 れ 入 茶 1

擂 鉢 頸 部 1 1

11 76 70 165 266 17 31 157 11 143 1 1 1

SA34

950

合　 計 

948

合　 計 

出土 地 

種類 

壺 

SA34栗石内 
+SA34栗石直 
下+SA34栗石 

SA33栗石 
+SA34栗石 

SA34栗石内 
+SA28第2層 

SA33



第57表　石積みSA33・34 タイ産褐釉陶器出土状況 

西 
側 
ﾄ 
ﾚ 
ﾝ 
ﾁ 

栗 
　 
石 

栗 

石 

栗 

石 

内 

栗 
石 
直 
下 

集 
石 
直 
下 

覆 

土 

客 

土 

栗 

石 

栗 

石 

内 

栗 
石 
直 
下 

口縁 部 1 1 3 3 1 3 4 2 3 3 1 1 62 

3 4 4 1 2 7 2 部 頸 

7 6 1 0 2 3 4 3 部 肩 

11416 2 2 0 6 0 2 7 5 1 5 9 2 1 4 4725 部 胴 

6 2 1 4 1 0 2 部 底 

7 1 1 1 4 耳 

5 1 539 4 2 373 1 8 7 4 5 7 7 233 3 1 1 1 1346 

合計 

合 　 計 

出土地 

器種・部位 

SA33 
栗石 
+SA34 
栗石 
内 

SA33 
栗石 
直下 
+SA34 
栗石 
内 

SA33栗石 
+SA33 
栗石直下 
+SA34 
栗石 

壺 

SA33 
栗石 
+SA34 
栗石内 
+SA24 
栗石 

SA33 SA34 

















　　〃　　。完形の札であるが、なわめの孔の近くで「く」の字状に折れ曲がってい
る。孔は５孔のみ開いていて、孔のサイズは最大で３.６㎜を測る。残りの孔は錆で塞
がっているが、孔の部分は錆が浅く窪んでいる状況から孔の位置が容易に確認でき
ることから孔の数を推定すると孔は２行１３孔であった。両面の下半分には青銅製品が
火熱で溶解した素材が付着し、緑青で覆われている。この緑青の下から鉄錆による錆
瘤が発生している。他は両面とも錆で覆われ、錆脹れが発生し表面では小さな罅割
れがみられる。全体的に錆の影響でケロイド状となる。 

薙刀の銅金（第24図参照）の破片とみられる資料である。薙刀の柄の中央近くを緊縛
する金具とみられる。柄の縦断面の形状に合わせて扁楕円形状に丸味をもたせて成
形されていたものが、金具の継ぎ目があった上下の接合部分から縦方向に半分に割
れて分離して、破片同士が再度、錆で付着したようである。表裏面とも全体的に緑青で
覆われている。表面の一部には、別の青銅製品が火熱の影響で溶解した青銅素材が
溶けて付着している。その他に錆汁が凝固する際に石灰岩の細片も取り込んでいる。
裏面には部分的な石灰分の付着や微細な錆瘤が若干みられる。 

























第70表　貝類生息場所類型表 

外　洋　～　内　湾 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12

a 

 

b 

 

c 

 

d 

 

e

Ⅰ 

 

Ⅱ 

 

Ⅲ 

Ⅳ 

 

Ⅴ 

外洋 － サンゴ礁域 

 

内湾 － 転石地 

 

河口干潟 － マングローブ域 

淡水域 

 

陸域 

 

 

 

その他 

潮間帯上部（Ⅰではノッチ、Ⅲではマングローブ） 

潮間帯中・下部 

亜潮間帯上縁部（Ⅰではイノー） 

干瀬（Ⅰにのみ適用） 

礁斜面及びその下部 

止水 

流水 

林内 

林内・林縁部 

林縁部 

海浜部 

打ち上げ物 

化石 

岩礁／岩盤 

 

転石 

 

礫／砂／泥底 

 

植物上 

 

淡水の流入する礫底 

Ⅳ 

注：第70表は、黒住耐二「貝類遺体からみた伊礼原遺跡」『伊礼原遺跡』北谷町教育委員会2007年3月を参考にして作成。 

生　息　水　深　な　ど 底　質 
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19 

220 

186 

6 

4 
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0 

28 

360 

49 

17 

18 

49 

1 

1 

1 

0 

34 
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1 

0 

1 

4 

1 

0 

1 

2 

1 

3 

1 

1 

1 
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39 
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2 
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11 
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2 
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1 

0 

0 

0 

0 

0 
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0 

14 

1 

4 

2 

215 

23 

1 

31 

0 

0 

1 

1 

4 

3 

31 

1 

0 

11 

12 

1 

0 

0 

0 

11 

0 

0 

1 

0 
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0 
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0 
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13 
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0 

0 
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389
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10 

3 

2 

2 

2 

6 

20 

271 

187 

6 

5 

1 

2 

41 

733 

67 

19 

80 

101 

6 

2 

1 

2 

61 
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1 

1 

5 
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1 
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1 

3 

1 

2 

1 

1 

40 

1 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

19 
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1 
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1 

1 

1 

1 

1735

客土 栗石内 

SA33 SA34

栗石直下 集石直下 客土 栗石内 栗石直下 
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32 
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0 

0 
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5 

0 

6 

9 

0 

0 

0
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0 

0 

0 
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2 
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1 

1 
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0 

0 

0 

0 

1 
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1 

0 

0 

0 

1 

10 

1 

1 

2
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2 

0 

0 

2 

73 

1 

0 

0 

0 

0 

3 

0 

0 

0 

0 

0 

9 

1 

0 

2 

0 

0 

165 

3 

0 

1 

0 

1 

11 

2 

4 

3

283

0 

1 

1 

3 

9 

0 

0 

0 

0 

0 

2 

0 

2 

0 

0 

2 

4 

0 

0 

0 

1 

3 

177 

5 

1 

1 

1 

1 

11 

2 

28 

2

257

4 

4 

1 

4 

76 

1 

1 

1 

1 

1 

11 

1 
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41 
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16 

1 
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20 
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3
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※欠落番号は第２表に収録。 





















































仲村渠致元、薩摩の立野（竪野）で三代星山仲次（金豊、初代は金海）
と林新右衛門に師事し陶法を伝授される。その後、苗代川にて溥
龍官から「雨水壺大鉢焼物之陶法」を伝授される。八重山の黒石
川において蔵葺き用の瓦を焼き成功し、名蔵窯を留めて慶田川壺
窯で瓦を焼成する。比謝橋の板橋三座を石橋に改修（五座全て石
橋となる。） 





徴兵令施行。首里の士族ら11人、兵役を免れようと中国亡命を図 
るが宮古で逮捕。 









参考資料 

・多和田真重『沖縄の歴史 - 一千年の事件と文化が分かる - 』那覇出版社 2000年2月15日。 

・沖縄タイムス『沖縄大百科事典』別巻 1983年。 



中国産（青磁・白磁・青花・
褐釉陶器・三彩等）、タイ産
褐釉陶器及び半練、中世
陶器、沖縄産（土器・瓦質
土器等） 

  1459年の火災により消失した倉庫跡が
発掘された。この倉庫より陶磁器類を主
体とする一括資料が得られた。陶磁器
類の整理・分類の結果、推定で1,162個
体を数えた。これらの出土品の中から平
成12年６月27日付けで「沖縄県首里城
京の内出土陶磁器518点 附一、金属製
品一括 附一、ガラス玉一括」が考古資
料の部で国の重要文化財に指定された。
今回は、重要文化財の中で未報告で
あった金属製品及びガラス玉の一括資
料と新たに重要文化財の陶磁器との接
合資料が確認された為、これらの資料も
報告する。併せて火災によって焼失した
倉庫跡の火事場清掃で別途廃棄された
石積み遺構内から出土した資料も網羅
した。倉庫跡出土の金属製品には、県
内遺跡で初めて出土した長柄の柄杓や
兜鉢の鍬形台に取り付けられた鍬形及
び立物が図上復元され、日本の影響を
受けながら琉球王国独特の鍬形の立物
であることが推定された。 

  昭和61年度に首里城公園計画区内約18haの内、首里城内郭の約４haが国営公園区域として整備することが閣議決定され
た。復元整備に伴う遺構確認調査は、昭和63年度から内閣府 沖縄総合事務局 国営沖縄記念公園事務所との委託を沖縄
県教育委員会が受けて、南殿・北殿・御庭地区などの遺構確認調査を実施し、平成４年度に首里城正殿・南殿・北殿などが
復元整備され一部が開園した。未整備地区であった「京の内」地区の復元整備が課題となり、整備に必要な基礎資料を得る
目的で平成５年度から平成９年度までの四カ年間に亘って発掘調査実施され、その成果を基本にして平成13年度から京の
内の復元整備がはじまり、平成15年度に復元整備を終えている。「京の内」は、正殿・南北殿・奉神門などの政治を執り行う建
造物群とは機能が異なり、歴代琉球国王の即位決定の儀式や琉球王国の重要な祭祀及び儀式が執り行われた神聖なる空
間であった。この空間内には、首里森御嶽・真玉森御嶽など重要な拝所があった。この地域で1459年の火災によって焼失し
た倉庫跡が発見された。 

きんじょうちょう 

しゅりとうのくらちょう 

お き な わ け ん な は し  






